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芦絣寺宝泉坊の江戸での棺那場形成と「立山信仰」の展開(1)

福江 充

1. 本稿の研究課題と趣旨

江戸時代、 立山山麓の芦絣寺衆徒は毎年殷閑期に各

自の柁那均に赴き、 3~4ヶ月の滞在期間中に柁家を

巡回し、 仏前廻向などのさまざまな祈祷を行って立山

信仰を布教しながら、 護符や経帷子を頒布した。 こう

した宗教活動は「諸国棺那配札廻り」や 「廻棺配札活

動」などと称され、 冬期、裟雪地帯となる芦餅寺の衆

徒たちにとっては、 実質的に出稼ぎといえるものであっ

た。

ところで、 芦絣寺雄山神社や旧 ー山宿坊家、 及び窟

山県［立山栂物館］には、 「廻棺配札活動Jに関わる

史料として、 かつて宿坊家の衆徒が使用した棺那飯や

廻椋日品娠、 各種勧進娠などが多数所蔵されている。

宝者は十数年来これらの史料を調査・路理・分析し、

芦絣寺衆徒の国内各地での桁那場形成状況や廻棺配札

活動の実造など、 いわば棺那場に関する腹元的な研究

を試みてきた（註1)。

筆者のこうした研究活動は、 「立山信仰」が、 近世

の社会において 一体いかなる民問信仰として存在して

いたのかを解明しようとするものである。 具体的に述

べると、 それはいかなる地域で、 いかなる人々によっ

て、 いかなる信仰内容が形成され、 いかなる人々を対

象に、 いかなる方法で布教され、 いかなる意義・価値

をもって受容されていたのかといった問題を、 時間軸

を意澁しながら解明しようとするものである。 また、

「立山信仰」を存在させている社会構造や地域性、 そ

してそれぞれの地域性に見られる差違と、 その地で展

開した立山信仰の実嫉などについても関心があり、 研

究の必要性を感じている。

これらの課題に対して、 初期の研究段階では棺那場

に関する復元的な研究がきわめて有効かつ重要であり、

その成果は、 次の研究段階として前述の諜迎の核心部

分を検討してい＜際の基礎的協報になり得るものと考

えている。

2. これまでの研究動向

筆者がこれまで棺那場に関する復元的な研究を行っ

てきたことは前述のとおりである。 しかし、 復元とは

言うものの、 残念ながら成立年が記載されている柁那

板のうち最古は災保3年(1743)のものであり、 江

戸時代中期を湖るものはまだ1冊も見つかっていない。

次いで延享5年(1748)の棺那娠が1冊あり、 あと

は災政期以降のものばかりである。 したがつて残存史

料の制約から、 江戸時代後期を中心とした、 しかも数

軒の宿坊家の一時期的な復元にしかならざるをえなかっ

たのが実状である。

こうしたなかで、 今回検討諜題とする江戸の椋那場

については、 かつて宝泉坊や吉祥坊、 福泉坊の江戸時

代硲末期の棺那板や廻柏日記娠を分析し、 各坊の棺那

均の形成状況や廻棺配札活動の実態などについて検討

を試みたことがある。

特に宝泉坊については、 同坊衆徒泰音の嘉永6年

(1853)の棺那板（芦絣寺ー山会所蔵） をはじめ、 泰

音の元治2年(1865)の廻柏日記板（芦絣寺雄山神

社所蔵）、 同坊衆徒腿脈のl災応2年(1866)の椀那娠

（芦耕寺雄山神社所蔵）、 泰音の災応3年(1867)の

廻棺日品板（芦絣寺雄山神社所蔵）、 興脈の巖応4年

(1868)の廻棺日記板（芦絣寺雄山神社所蔵）、 同坊
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（衆徒不明）の明治 元 年(1868)の廻杞日品娠 2種類

（芦絣寺雄山神社所蔵）、 同坊佐伯左内（泰音の復飾名）

の明治22 年(1889)の廻棺日記娠（芦絣寺雄山神社

所蔵）を分析し、 衆徒泰音(1827~ 1897)及び衆徒

興脈に苅目し、 江戸時代硲末期から明治時代中期まで

の江戸（束京） での棺那場 形成と廻杭配札活動の実徳

を明らかにした（註2 )。

ー方、 芦絣寺雄山神社には前掲史料以外に、 江戸を

対象とした 棺那帳で使用宿坊家や成立年 に関する記載

が全く見られないものが1冊残っていた。 筆者はこの

柁那板 に対しても検討を試み、 拙秘 「 江戸時代中期

江戸の立山信仰 」（註3 ) において、 宝泉坊の江戸時

代享保期(1716~1735)の棺那娠 と判断した。

すなわち、 芦絣寺系の木版立山登山案内図の1枚に、

この版木の施主として江戸堺町の「中屋半七郎」の名

前が、 卒保7 年(1722)の年号入りで摺り込まれた

ものがあり（注4 )、 この 「 中屋半七郎」と同ー と思

われる人物が、 前述の棺那娠のなかに江戸堺町の 「 中

屋半七」として2箇所に掲載されていたのである。 も っ

とも 、 木版立山登山案内図には「半七郎」と記され、

かたや棺那板 には 「半七」と記されており、 施主名に

「郎」があるかないかの迎いでこの二人が同一 人物か

否か多少の疑問も出てくるが、 棺那板の形態や記載形

式、 記載された信徒たちの身分状況など 、 幾つかの要

素を併せて考察し、 複合的見解として享保期のもので

あると判断した。

さて最近、 旧宝泉坊の芦絣寺に取り残された 土蔵か

ら新たに多数の古文苫史料が見つかり、 そのなかに江

戸を椋那場とする次の娠冊史料が含まれていた。

①使用宿坊家・成立年未記載の根那娠（写哀1の①～

③、 以下、 「史料A」 と称する）。

②同坊衆徒教箔の成立年未記載の椋那娠（写哀2の①

～③、 以下、 「 史料C」と称する）。

③同坊衆徒照円の文化11 年(1814)の布栢大泄頂法

会勧進 記（写真3の①～④、 以下、 「史料D」と称

する）。

④使用宿坊家不明で文政9 年(1826)の新吉原初穂

集娠（写哀4の①～③、 以下、 「史料E」と称する）。

⑤同坊衆徒照円の天保10年(1839)の椀那娠（写哀

5の①～④、 以下、 「史料F」と称する）。

さらに、 上品の史料のうち史料Aと史料cの内容を

通笈すると、 筆者がこ れまで見てきた江戸時代後期以

降の棺那帳や廻棺日記 娠の内容 とは全く歪ならず、 一

方、 前述の享保期の成立と判断した根那板の信徒と、

史料A· 史料cの信徒とがかなり多く一致しており、

ど うやら史料Aと史料Cは江戸時代中期頃の成立であ

る可能性が出てきた。

本稿では、 これらの史料と享保期の成立と判断した

棺那板（以下、 「 史料B」と称する）、 さらに泰音の嘉

永6 年(1853)の棺那娠（芦絣寺ー 山会所蔵、 以下、

「史料G」と称する）の7冊を分析・比較し、 江戸時

代中期から後期に宝泉坊 が江戸 で形成した棺那場の実

態と、 特に文化期から天保期にかけて活躍した 宝泉坊

衆徒照円の廻棺配札活動の実館についても検討を試み

たい。

江戸の人々にとって、 「 立山信仰」はいったいどの

ような民間信仰 であったのかを考察するための前段階

の分析として、 以下、 本論を進め ていきたい。

3. 江戸の桓那場における信徒の地域別分布状況と人数規模

3 - 1. 史料Aにみる担那場状況

史料Aは、 旧宝泉坊の土蔵から見つかった柏那板の

1冊である。 形態は横飯で、 法屈は縦12.0cmx横17.8

cmである。 表紙に 「 江戸（以下欠拍） 古（以下欠

摂） 戌正月吉日」と表題が記されている。
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表芯や本文には、 この棺那飯の制作者を直接示すよ

うな記載 は見られない。 表紙に記された「古」につい

て、 その記載箇所からすると棺那板の制作年を示す元

号の一部と考えられる。 江戸時代中、 「 古」の部首を

も つ元号 は「享保」と 「享和」 である。 さらに表紙に



は「戊」の干支も記されて おり、 両者を組み合わせる

と、 卒和年問には「戊」年 はないので、 この橙那帳は

享保 3戊戌年(1718)か享保13戊申年(17 28)のい

ずれかの年に制作されたと判断できる。

さて、 この棺那板の内容を解諒し、 それに記された

全信徒を対象として、 掲載順にその氏名や配札地（居

住地）及び江戸時代の該当郡区、 定宿の有無などの佑

報を示す第1 表を作成した。 この表にもとづいて棺那

均の実態を 見ていくと、 記載件数は 259件で、 そのう

ち同 一信徒の巫複品載4 件 4 名分を除き、 実質的な信

徒総数は 25 5名で、 宿数は1 5軒である。

棺那場の分布状況を国別で 見ていくと、 江戸御府内

に164名の信徒が存在し、 宿数は10軒である。 その内

訳を信徒の多い順で地域別に見ていくと、 浅草が信徒

数38名（新吉原関係者18名を含む） • 宿数 2軒、 日

本柏が信徒数27名・宿数1軒、 牛込が信徒数16名·

宿数1軒、 神田が信徒数16名・宿数1軒、 京栢が信

徒数13名・宿数 2•1ヰ、 小石川が信徒数13名・宿数0

軒、 下谷が信徒数11名・宿数1軒、 四谷が信徒数9

名・宿数1'1汗、 本所が信徒数8 名・宿数0軒、 深川が

信徒数 5 名 ・ 宿数0軒、 本郷が信徒数4 名・宿数0軒、

芝が信徒数 2名 ・ 宿数1軒、 麻布が信徒数 2名・宿数

0軒となっている。

武蔵国に90名の信徒が存在し、 宿数は 5•I牙である。

その内訳を信徒の多い順で郡別に見ていくと、 多摩郡

が信徒数5 5名・宿数1' I耳、 荏原郡が信徒数22名・宿

数0軒、 盟品郡が信徒数11名 ・ 宿数4軒、 入問郡が

信徒数 2名・宿数0軒となっている。

以上のほか、 文字の難説などで該当地域不明の信徒

数は 1 名、 宿数0将である。

3 - 2. 史料Bにみる担那場状況

史料Bは、 芦蛉寺雄山神社所蔵の棺那板の 1冊であ

る。 形態 は長板で法岱は縦11.0cmX横33.0cmである。

表題はなく、 いきなり表紙から本文が はじまっている。

本文中には、 この柏那娠の 制作者や 制作年を直接示す

ような記載は見られない。
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筆者 はかつてこの棺那板を分析・検討し、 拙稿「江

戸時代中期 江戸の立山信仰」（註5 )において、 宝

泉坊の江戸時代享保期(1716~173 5)の棺那娠と位

四づけている。 その際、 この棺那帳の内容を解説し、

さらにそこに品された全信徒を対象として、 掲載順に

その氏名や配札地（居住地）、 及び江戸時代の該当地

域、 定宿の有無などの栢報を示す表 も作成 ・ 提示して

いるので、 本秘で は それを活用していきたい。

その表にもとづいて釈那均の実態を 見ていくと、 信

徒総数は413名で、 その他、 謡中1 ・屋敷1 の記載が

見られる。 宿数は18軒である。 講中1 ・ 屋敷l、 及

び同 一信徒の重複記載11名分を除き実質的信徒数は

40 2名（住 所不明者10名を含む） • 宿数は18軒であ

る。

板那場の分布状況を国別で 見ていくと、 江戸御府内

に300名の信徒が存在し、 宿数は11軒ある。 その内訳

を信徒の多い順で地域別に見ていくと、 江戸御府内で

は浅草が信徒数91名（新吉原関係者 51名を含む）

宿数1軒、 日本橋が信徒数4 5名・宿数1軒、 京粕が

信徒数31名· 宿数1軒、 神田が信徒数28名· 宿数0

軒、 下谷が信徒数19名・宿数1軒、 小石川が信徒数

1 5名・宿数0軒、 本所が信徒数14名・宿数1軒、 四

谷が信徒数1 2名・宿数4軒、 芝が信徒数9名・宿数

1軒、 本郷が信徒数9名・宿数0軒、 牛込が信徒数8

名・宿数1軒、 深川が信徒数7 名・宿数0軒、 麻布が

信徒数 2名・宿数0軒となっている。 その他、 江戸御

府内に所在すると推測されるが、 住所の詳細や該当地

域が不明な者が10名となっている。

武蔵国に78名の信徒が存在し、 宿数は 6軒である。

その内訳を信徒の多い順で郡別に見ていくと、 多摩郡

が信徒数25名・宿数1軒、 翌島郡が信徒数25名・宿

数4軒、 荏原郡が信徒数24名・宿数1軒、 入間郡が

信徒数4 名・宿数0軒となっている。

上野国の群馬郡に 2名の信徒が存在し、 宿数0軒で

ある。

上総国に 5 名の信徒が存在し、 宿数は〇軒である。

その内訳を信徒の多い順で郡別に見ていくと、 天羽郡
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が信徒数 3名・宿数0軒、 望陀郡が信徒数 2名・宿数

0軒となっている。

安房国に17名の信徒が存在し、 宿数は 1軒である。

その内訳を信徒の多い順で郡別に見ていくと、 朝夷郡

が信徒数1 5名・宿数 1軒、 平郡が信徒数 1 名・宿数

0軒、 安房郡が信徒数 1 名・宿数0軒となっている。

3- 3. 史料 C にみる担那場状況

史料Cは、 旧宝泉坊の土蔵から見つかった棺那吸の

1冊である。 形懲は横板で、 法巫は縦1 1.ScmX横17.0

cmである。 表紙に 「巣勁培山備中守屋敷」、 「屁居附

杉山弥 一郎」、 「玉井村 小か女」、 「越中之守御敷 藤

右稔i門」 などの記載が雑然と見られる。 裏表紙に「さ

ないこまち町 家主左七」、 「立山宝泉坊教泊」の品載

が見られ、 この杜，！那娠の持ち主は宝泉坊衆徒の「教茄」

であったことがわかる。 ただし、 宝泉坊の歴代当主を

苫き上げた諸史料には、 改名などのためか教沼の名前

が見当たらず、 いつの時期の宝泉坊衆徒なのかは不明

である。 そのため、 現況では「教梢」の生存時期から

この棺那板の制作年などを探ることは困難である。

さて、 この棺那娠の内容を解説し、 それに記された

全信徒を対象として、 掲載順にその氏名や配札地（居

住地）、 及び江戸時代の該当地域、 定宿の有無などの

佑報を示す第2 表を作成した。 この表にもとづいて柁

那場の実態を見ていくと、 記載件数は520件で、 その

うち同 一信徒の匝複記載18件20名分を除き、 実質的

な信徒総数は500名である。 定宿の有無を示す品載は

見られなかった。

杞那場の地域的な分布状況を見ていくと、 江戸御府

内に431名の信徒が存在する。 その内訳を信徒の多い

順で地域別に見てい＜と、 浅草が信徒数1 38名（新吉

原関係者100名を含む）、 京栢が信徒数61名、 日本栢

が信徒数61名、 芝が信徒数33名、 四谷が信徒数30名、

神田が信徒数22名、 牛込が信徒数22名、 下谷が信徒

数17名、 麻布が信徒数10名、 本郷が信徒数9名、 小

石川が信徒数9名、 本所が信徒数8 名、 深川が信徒数

6名、 赤坂が信徒数 3名、 麹町が信徒数 2名となって
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いる。

武蔵国では48名の信徒が存在する。 その内訳を信

徒の多い順で郡別に見ていくと、 翌品郡が信徒数25

名、 荏原郡が信徒数21名、 多摩郡が信徒数 2名となっ

ている。 この他、 該当地域不明者は信徒数21名であ

る。

3- 4. 史料 D にみる布梧灌頂の勧進文言と勧進実態

史料Dは、 旧宝泉坊の土蔵から見つかった布栢大蔀

頂法会勧進記の 1冊である。 形態は袋綴冊子で、 法鼠

は縦33.0cmx横23.5cmである。 表紙に外垣として

「勧進帖」と記されているが内坦は見られない。

この勧進記の序文や巻末には、 「干時文化第十一甲

戌年三月摩詞吉祥日」「越之中州立山宝泉坊現住 照

円（印〔立山中宮〕）」「東都十方信施且越衆中」など

と記載が見られる。 したがつてこの勧進品が宝泉坊衆

徒の照円による文化1 1年(18 1 4)の江戸を対象とし

た布栢大椛頂法会勧進記であることがわかる。

以下は、 この勧進記の序文の翻刻である。

【外題］

勧進帖

【内題】

なし

【本文】

印（摩詞吉祥）

序

凡日本第ーの孟山越中国新川郡立山は、 開山慈典大上

人 ー切衆生済度方便の為に京仏勅を始て此梵窟を開き、

絶頂に立山大権現鉛座皇す。 峯に九品能浄土を自生し、

常に諸仏来臨し給ひ、 苦根功徳の衆生を芍き、 谷に一

百三十六の地獄を顕現し、 五逆十悪の凡俗を徴諭し給

ふ。 故に是より諸人の禅定をゆるす。 A. 抑麓に立て

玉ふ垂跡御娼三尊と申奉るハ、 辱も日本開隙の時、 右

に五穀の種を納、 左に麻の種を手持ましまし、 降臨し

給ひ、 国土に是をあたへ給ふ。 祭神ハ則天神七代国常



立尊・伊冊諾 ・ 伊冊詞箆の三神、 本地弥陀．釈迦・大

日如来の三尊也。 和光同塵ハ結縁の始、 八相成道ハ利

物の終、 元是一体分身にして、 神と顕れ仏と現じ、 跡

を御娼尊に止め給ふ。 依之渚神渚仏菩薩、 井国土の父

母にして末世の衆生万物にも又父母たり。 此世界に生

を盗、 衣食住の備はりしも皆是御儡啓の御恵によれる

もの也。 然らハ、 即人たらん者ハ、 先此御恩得を報じ

奉らずんハ有べからず。 例て人皇四十二代文武天皇の

御宇大宝年中、 日本六十六ヶ国に評し、 一国一 ．＇-浮にし

て御脇立六十六専を安四し奉る。 此：t浮の御利益広大無

岱にして、 なかなか凡舌をもツて演尽しかたし。 妥に

聯か其万悠分の一を述D (1字虫拍）、 ー切衆生の日々

夜々に造所の悪業少罪たりいへ共、 瑕ハ微底秘りて山

をなすが如く、 終にハ業因のがれがた＜無尽の苦悩を

受る事、 嗚呼痛敷哉。 仏も日、 無緑衆生ハ度しがたし

と也。 一度此啓に仏恩謝徳の為、 結緑の妬ハ、 右の如

き罪悪たり共皆悉消滅し、 二世の諸顆涵足せしめんと

の御竺額可仰可費。 か々る有かたき：1})(前におゐて、 旦と

毎年秋の八月彼岸中日に布梧観頂とて御堂前に川有、

是に渡せるを天の浮栢と号し、 又向ひに問廃堂有。 是

より御堂迄の間に三百六十六反の布しきて、 ー山の衆

徒相集り灌頂を修行し、 此布則御経帷子につくる。 C.

委に当山の寺役として、 住持一代の内一度ツ々坊中を

順番に、 盃ヶ年の間御娼箆の別当を相勤、 此灌頂の涵

師に相立法会を修行す。 此功徳によって、 其身色衣の

僧位に階る。 然所に、 来亥の年愚僧別当職にて法会の

森師に相当り候所、 貧寺の事にて、 参百六十六反の白

布法会修行の雑用、 井年中の御供燈明料等自力に叶が

たく、 依之偏に信施の他力を希ひて本願を成就仕た＜、

普十方の旦越を勧進す。 若善男善女此法会の助力白布

御供燈明料寄附なし給ふにおひてハ、 其功徳の善報唯

身にか至らん。 D. 現世にてハ仏神三宝の擁臨を蒙り、

諸の災難ハ朝日に缶の消るがごとくに悉滅し、 よく一

切の願望空しからず、 鋭に影の写るが如く成就円満し、

幸福雲の如くに集り、 風の如くに来らん。 其余徳必子

孫に迄幸せん。 口(1字虫捐）世ハ無始已来造所の罪

業を必滅して、 則身成仏し、 三界法主の位に階らん。
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猶其世光、 六親巻屈乃至法界平等利益無疑者也と、 謹

で此勧進の意味を説事爾。 何卒御信心の御方々、 多少

に不限御寄附被下候様二偏二頗希ひ、 然者則別当職首

尾よく相勁右法会修行の瑚ハ勿論、 当院有らん限は板

面二印匹E. 永代御施主方御武運長久・災難消滅．

御家家内安全 ・ 諸願満足の御祈念、 朝硲御娼怒［前二お

いて抽丹誠を修行可申上候。 以上。

干時文化第十一 甲戌年三月摩河吉祥日

越之中州立山宝泉坊

現住照円（印〔立山中宮〕）

束都十方信施且越衆中

別当職相勁二付、 立ヶ年雑用の役；

ー、 正月三ヶ日入用 金五両

ー、 春彼岸七日入用 金七両

ー、 秋彼岸七日入用 金七両

同中日入用白布参百六十六反 金四拾六両参分

毎月五日宛緑日入用 金十五両

五節句入用 金参両

、 毎日朝硲奉献 供米 ・ 香花 ・ 燈明料 金三十七両

某分

七ログテ F. 凡金百武拾盃両盃分程

右の通差増如斯御座候。 已上。

さて、 勧進品の序文のうち主要な部分を下線A~F

で示したが、 以下、 その内容を見ておきたい。

下線部Aの文脈は、 芦耕寺の温三賂iに関する説明で

ある。 越中立山山麗芦絣寺の娼三浮は日本開揺のとき、

五穀の種と麻の種を持って降臨した垂迩神である。 垂

迩神としての三婆はそれぞれ「＜にとこたちのみこと」·

「いざなぎのみこと」 ・ 「いざなみのみこと」であり、

それぞれの本地仏は「阿弥陀如来」 ・ 「釈迦如来」 ・ 「大

日如来」であることなどを述べている。

下線部Bの文脈は、 芦絣寺の布栢像式（後の「布橋

大泥頂法会」） に函する説明である。 毎年、 秋の8月

彼岸 の中日に、 閻廃堂から天の浮橋を経て儡堂まで

366反の布を敷き渡して、 ー山の衆徒がそこに集まつ

て「泄頂」を修行したと述べている。 その依式は「布

7 
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柏硯（本来は「罹」か？）頂」と呼ばれており、 仏教

法会の所作にもとづくものであったようだ。 この依式

で使用 した布はのちに経帷子に した。 この時期の娼堂

の前の栢は、 後の一般的な 呼称の「布祗」ではな く 、

「天の浮栢」と呼ばれていたよう である。

下線部 cの文脈は、 椋家への寄付の要諮に関するも

のである。 宝泉坊 は、 芦絣寺ー 山の寺役として、 輪番

制で回ってくる嬬停別当職（任期 1年）を勤め なけれ

ばなら ないことを述ぺている。 同職に就くと、 布橋罹

頂法会の埒師を勁め なければならず、 その儀式に必要

な 366反の白布の費用や、 温堂の年中 行事に必要な御

供や灯明の費用をまか なわ なければなら な いとい う。

これに対しては、 宝泉坊の自力だけ ではとても及ばず、

助成を棺那場の信徒たちに求めているのである。

下線部DとEの文脈は、 寄進をした人にもたらされ

る 利益の説明である。 即身成仏をはじめ 、 武迎長久．

災難消滅・お家安泰・家内安全・諸顧満足などの利益

を説いている。

下線部Fは、 9儡啓別当職に就くことで必要となる諸

経役の 総額を、 布柏蔀頂法会に 使用する 白布366反分

の46両3 分も含めて、 121両1分としている。

さて次に 、 この勧進品の内容を解読し 、 それに品さ

れた全 信徒を対象として、 掲載Jil頁にその氏名や住所、

寄進金額、 寄進 布の反数などの佑報を示す第3 表を作

成 した。 この表にもとづいて寄進状況を集計すると、

記載 信徒総数159名 で、 総額 23両2 分 2朱2100文 、

6000疋、 冑鋼8 70疋、 冑銅500錮、 白布97反、 白銀

13枚、 島目200、 南両15片を集めている。

ー方、 上記の実社冥に対し 、 胤反面に記載された寄進

受領額の集計を見ておきたい。 本文 中の一箇所に△印

がふられており、 その印を疫として、 まず、 板冊の巻

頸から△印がふられた箇所ま でのあ いだに 「P"金15

両」の記載が見られ 、 次に△印 以下の寄進受領額の集

計として、 「△印りグ金32両1分4朱、 白銀3 枚、 小

玉1包、 銭5貫700文。 右大板の分。」の記載が見ら

れる。 さらに巻末のグのあとに「白銀2 枚、 金200疋」

の記載があ り、 これらをあわせると、 4 7両1分4朱、

8 

白銀 5 枚、 金200疋、 小玉1包、 銭5貫700文となる。

この勧進 記 では、 宝泉坊に寄進を行った信徒のう ち 、

その全ての者に対して住所が記されているわけ ではな

く 、 一部の者に限られている。 以下、 地域別に 町名と

信徒名をあげておきたい。 浅草では山 谷町（山崎屋久

三郎）の地名及び信徒名が見られる。 日本橋では新右

衛門町（前 川六 右節門、 丸岡蒐兵衛）や通3丁目（寿

熊次郎）、 南油町（若村重吉）、 坂本町1丁目（長沢寿

蔵 ）、 両国元町（岡本屋忠兵衛） などの地名及び信徒

名が見られる。 京橋では京柏（辻村平兵衛）や孟岸島

（中沢屋藤兵衛、 亀田屋 助兵衛、 三河屋文七、 長谷川

喜右梱門、 加賀屋 利兵衛）、 本材木町3丁目（血り谷平

八）、 新堀竹川町（石田政衛門、 松本孫市、 愛沢千吉）、

銀座3丁目（ 大工伝六）、 桶町（信誤屋八兵衛、 松本

茂兵節、 中村屋箔五郎）、 新肴町（伊勢屋佐八） など

の地名及び信徒名が見られる。 神田では三河町（丸屋

伊兵梱、 庄内屋金兵衛）の地名及び信徒名が見られる。

芝では芝口1丁目（伊勢屋与八、 山 田屋太郎兵衛）の

地名及び信徒名が見られる。 下谷では池之端仲町（野

田屋四郎兵脩）の地名及び信徒名が見られる。 深川で

は熊井町（野田屋四郎三郎）と窃田町（堂本兵右衛門）

の地名及び信徒名が見られる。 小石川では小石川 （貞

哀）の地名及び信徒名が見られる。

また、 住所は記されてい な いが、 紀州屋敷や上州上

屋敷の 名称が見られる。 この他、 やはり住所は不明で

あるが、 寄進 者として播州売場や小四郎売庭、 松兼売

場、 廉利売場、 岨五売場、 山長売場など 、 問屋・仲買

の売場も 見られる。

3- 5. 史料Eにみる新吉原の杞那場状況

史料 E は、 旧宝泉坊の土蔵から 見つかった宝泉坊照

円の文政9年(1826)の新吉原関係者を対象とした

初穂釦娠である。 形態は長板で、 法巫は縦ll.8cmX

横34.0cmである。 表紙に「越中立山芦絣寺集娠 戌

文政九年四月三日集之」、 裏表紙に「新吉原五 町分

世話人新助 浅草田町弐丁目 新吉原分枡伊勢屋（以

下摩滅）」と記載が見られる。 以下は、 その史料の翻



刻である。

【表紙】

越中立山芦絣寺集板

戌文政九年四月三日集之

【本文】

ー、 此講中仲之町中松屋貶居り頼二而、 新助引諮申候。

「O」印 会所四郎兵衛様

「諮取」印 山邑屋美ゑ様

「誼取」印 升屋七右衛門様

「諮取」印 松屋お満勢様

栄喜や留記

「諮取」印 駿河屋市兵衛様

「諮取」印 信猿屋善兵衛様

「諮取」印 俵屋長四郎様

「O」印 八幡屋おふじ様

「諮取」印 尾張屋五兵衛様

「諮取」印 おハりや太郎兵衛様

「詰取」印 淡屋お飛さ様

「;�i'取」印 永楽屋平蔵様

「O訥取」印 中松屋苦兵衛様

噌i取」印 桐屋佐兵節様

「諮取」印 中川屋新八様

「諮取」印 常盤屋おか免様

「品取」印 大黒屋又兵糊様

「諮取」印 大黒屋庄六様

「Ji『取」印 応屋太兵衛様

「諮取」印 ミなとや佐兵衛様

「O詣取」印 大野屋熊次郎様

「諮取」印 ー文字屋嘉兵衛様

「O」印 尾張屋喜三郎様

濯i取」印 阿ツまやおもん様

「誼取」印 竹村伊兵衛様

「諮取」印 兵応屋弥助様

「 O」印 巴屋伝助様

「諮取」印 伊勢屋おと茂様
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「O謂取」印 南部屋庄七様

「 O」印

「諮取」印

「 O」印

江戸町

同弐丁目

「O」印

「受取」即

弐百文

京町

「 O」印

「 O」印

角町

「 O」印

壱軒前銭百文集

桐屋五兵條様

近江屋半四郎様

山本屋金蔵様

扇屋宇兵衛様

若那屋八郎右條門様

若松屋藤左衛門様

鎚島屋忠兵衛様

松葉屋半蔵様

ー、 金弐分卜三百文

ー、 金弐朱

世話人新助 納沿j

新助納（黒印）

三月十二日

ー、 金弐分弐朱卜銭三百文 新助納（黒印）

三月廿日

文政十三年寅四月十五日

ー、 金弐分弐朱卜銭三百文 惣納裔 新助分共（黒印）

天保二卯七月十一日

ー、 金弐分弐朱卜銭三百文 惣納高 新助共（黒印）

（欠扱）辰歳分集相休申候

天保四六月九日

ー、 金弐分弐朱也 惣朱高 新助共（黒印）

天保五四月廿八日

ー、 金弐分弐朱銭百文也 惣集（黒印）

同七年

ー、 金弐分弐朱銭百文 惣集（黒印）

天保十亥四月七日

ー、 金弐分弐朱卜銭百文 惣集（黒印）

天保十一子四月三日

ー、 金弐分弐朱卜銭百文 惣集（黒印）

天保十二丑四月十一日

， 
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ー、 金弐分弐朱卜銭百文 惣鋲（黒印）

天保十三寅四月廿日

ー、 金弐分弐朱卜銭百文 惣集（黒印）

弘化二巳二月廿四

ー、 金弐分弐朱卜銭百文 惣納高（黒印）

嘉永四辛亥年三月廿七日

ー、 金弐百疋 惣納硲（黒印）

嘉永五子年

ー、 金弐百疋

癸丑年（嘉永六年）

ー、 金弐百疋

甲寅年（安政元年）

ー、 金弐百疋

（裏表紙）

世話人

新吉原五町分新助

浅草田町弐丁目

新吉原分枡伊勢屋（以下摩滅）

上記の史料から新吉原に立山信仰の乱雑且織が存在し

ていたことがわかる。 史料には新吉原の関係者が、 講

中世話人の新助や枡伊勢屋、 さらに会所四郎兵衛らを

含め40名品されている。 史料の前半部分には、 各信

徒からの初穂の受け取り状況が示され、 後半部分には

文政 9年(1826)から安政元年(1854)の新吉原立

山講における初穂寄進高が記されている。

講中の世話人は新吉原仲之町の中松屋屁居の善兵衛

から依頼を受けた新助と称する人物であった。 史料の

本文中には「ー、 此謡中仲之町中松屋罷居り頼二而、

新助引；；
ー
i1申候」と見え、 さらに公表紙には「新吉原五

町分 世話人新助 浅草田町弐丁新吉原分枡伊勢屋

（以下摩滅）」と見え、 新助の他に枡伊勢屋の名前も見

られる。

彼らについては、 宝泉坊衆徒泰音の嘉永 6 年(1853)

の棺那板（芦絣寺ー山会所蔵・史料G)の巻末に、 新

吉原講中に関して、 「右新吉原謡中ハ仲人中松屋貶居
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り頼二而新助引笛申候」、 「右講中、 当時ハ新助り引諮

世話人二相頼申候。 田町弐丁目、 又ハ茶屋町共云云。

枡九兵條店伊勢屋三四郎（印）」との記載が見られる。

この史料から推測すると、 新吉原講中の世話人は、

同所仲之町の中松屋屁居から依頼を受けて新助と称す

る人物が茶屋廻りとして諮け負っていたが、 新助は浅

草田町 2丁の枡九兵征店の伊勢屋三四郎と何らかの関

係を持った人物のようである。 文政期から天保 期を経

て嘉永期頃まで、 宝泉坊の棺那板には新吉原の世話人

として新助の名前が見られるが、 それ以降の、 例えば

安政 2年(1855)や文久3 年(18 63)の廻橙日記板

などには、 浅草田町の枡九兵條店伊勢屋三四郎の名前

しか見られなくなる。 おそらく、 茶屋廻りを行う実質

的な世話人が、 新助から伊勢屋三四郎に切り替わった

ものと推測される。

文政9年(1826)から安政元年(1854)までの新

吉原講中からの初穂寄進高は第4表に示したとおりで

ある。 新吉原からの毎年の初穂寄進状況は、 弘化まで

は金2分2朱と銭100文。 嘉永頃から金200疋となっ

ている。

3 - 6. 史料Fにみる桓那場状況

3-6-1. 史料Fにみる拒那場状況

史料Fは旧宝泉坊の土蔵から見つかった棺那娠の1

冊である。 形態は長娠で、 法岱は法絨は縦12.5cmX

横35.0cmである。 表紙に「御祈祷棺那板 拍 立山

芦始寺宝泉坊照円 天保十己亥年正月大吉祥日」と品

載が見られ、 この史料は、 宝泉坊衆徒の照円による天

保10年(1839)の柁那板であることがわかる。 なお、

照円は文化2年(1805)から天保11年(1840)まで

の35年問、 関束で廻棺配札活動を行っていたが、 2 

年後の天保13年(1842)に病没しているので、 天保

10年に記されたこの棺那板は、 彼が人生をかけて築

いてきた柏那場の最終的な状況を示しているといえよ

う。

さて、 この棺那娠の内容を解説し、 そこに記された

全信徒を対象として、 掲載順にその氏名や配札地（居



住地）、 及び江戸時代の該当郡区、 定宿の有無などの

1百報を示す第5表を作成した。 この表にもとづいて棺

那垢の実態を見ていくと、 品載件数は655件で、 信徒

総数は65 1名(1件は 配札地のみの記載で、 人物名記

載なし。 3軒は同 一人物 で重複〔No.F-2 49·No.F-57 2

の野田屋四郎兵條、 No.F-4 3 3 ·No.F-2 50 の中沢屋藤

兵衛、 No.F-2 5 1·l\'o.F-4 3 4 の渡辺円済〕） • 宿数65

軒・名主2名となついる。 本文の内容から、 信猿国．

上野国・武蔵国• 江戸・相模国で棺那場が形成されて

いたことがわかり、 以下、 椀那場の地域的な分布状況

を見ておきたい。

信謀国は信徒数が4 7名・宿数1 2軒である。 その内

訳を信徒の多い順で郡別に見ていくと、 筑摩郡が信徒

数27名・宿数6軒、 佐久郡が信徒数2 0名・宿数6 qヰ

となっている。

上野国は信徒数が109名・宿数2 2軒・名主1名であ

る。 その内訳を信徒の多い順で郡別に見ていくと、 碓

氷郡が信徒数60名・宿数1 4軒・名主1名、 甘楽郡が

信徒数1 4名・宿数 4軒、 勢多郡が信徒数1 4名・宿数

1軒、 群馬郡が信徒数1 2名・宿数 2 ,, 年、 那波郡が信

徒数9 名・宿数 1軒となっている。

武蔵国は信徒数159名・宿数18軒・名主1名である。

その内訳を信徒の多い順で郡別に見ていくと、 橘樹郡

が信徒数7 0名・宿数1011牙・名主1名、 幡薙郡が信徒

数3 6名・宿数 2軒、 足立郡が信徒数19名・宿数 2軒、

大里郡が信徒数1 3名・宿数 3•I耳、 翌品郡が信徒数1 3

名宿数1'1牙、 児玉郡か信徒数5名・宿数0軒、 都筑郡

が信徒数 2 名、 荏原郡が信徒数 1名・宿数0軒となっ

ている。

相校国は信徒数10 8名・宿数1oq牙である。 その内訳

を信徒の多い順で郡別に見ていくと、 足柄下郡が信徒

数50名・宿数 4軒、 大住郡が信徒数3 2名・宿数 2骨、

足柄上郡が信徒数20名・宿数 3,肝、 高座郡が信徒数

6名・宿数 1軒となっている。

江戸御府内は信徒数2 18名・宿数 1軒である。 その

内訳を信徒の多い順で地域別に見ていくと、 浅草が信

徒数49名（新吉原関係者3 8名を含む）•宿数0軒、 京
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栢が信徒数4 7名・宿数0軒、 日本栢が信徒数2 2名・

宿数0軒、 芝が信徒数2 2名・宿数0軒、 麹町が信徒

数1 4名・宿数0軒、 下谷が信徒数1 1名・宿数0軒、

四谷が信徒数10名・宿数 1軒、 牛込が信徒数9 名・

宿数0軒、 深） IIが信徒数7 名・宿数0軒、 神田が信徒

数7 名・宿数0軒、 赤坂が信徒数6名・宿数0軒、 小

石川が信徒数5名・宿数0軒、 麻布が信徒数 4 名・宿

数 0軒、 本郷が信徒数 3名・宿数 0軒、 本所が信徒数

2名・宿数0軒となっている。

該当地域が不明な件数は 10件10名・宿数 2軒であ

る(No.F-1 1 1·l\"o.F-1 1 2関沢村、 No.F-1 39下瀧野村、

No.F-179 ~ No.F-18 1 行屋村、 No.F-2 18~ No.F-2 2 0 

申新田村、 No.F-555住所記載なしの 1件）。

3-6-2. 史料Fの文字注記にみる廻担配札活動の

実態

柏那娠の本文中に「飛州野麦り信談国 一 、 神谷

村、 宿、 長右衛門」 と記載が見られ、 さらに、 第5表

に見られる棺那場の地域を追っていくと、 芦絣寺から

江戸までの行程が概ね推測できる。 おそらく、 飛騨街

道→野麦街道→武石道→北国街迫→中山道を経由して

江戸の棺那場に向かったものと考えられる。

衆徒の配札の実態については 、 「右之外、 宿中小午

王札弘、 組人足弐人二而配札」、 「右之外、 村中小午王

札弘之。 組人足弐人、 名主様より被下候様、 御頼申候

而、 五良兵衛江行、 配札仕可申事」、 「右之外、 村中小

午王札弘。 組 自分二而配札」、 「右之外、 村中小午王札

弘之。 人足壱人を以配札」などの注記が見られる。

これらの品載から、 衆徒は 一般的には棺那場の村々

で、 名主が用慈してくれた（指定 した）糸且人足二人な

いし一人に、 村内各家への配札を依頼していたようで

ある。 注品からは 小判の牛玉札「立山之宝」 が配札さ

れていたことがわかる。 しかし、 ときには衆徒自身が

村の杞家を一 ，1耳一軒配札に廻ることもあった。

新吉原（浅草区） からの初穂の徴収は「新吉原分

ー、 此函中、 仲之町中松屋鯰居り頼二而新助引訥申候」、

「壱軒分弐百文集」の文言に見られるように、 1軒分

11 
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として200文が徴収され、 新助と称する人物が新吉原

の茶屋を廻 って初穂を集めてきてくれたようである。

棺那板には寺院との師棺関係も 見られ、 No.F-061

上野国碓氷郡新 寺村「観音寺」（天台宗）。 No.F-241

武蔵国翌島郡上十条村「西音寺 」（哀言宗）。 No.F-318

相校国大住郡南金目村「光明寺」（天台宗）。 No.F-325

相校国大住郡南金目村「寂浄寺」（天台宗）などがそ

れである。

本文 中、 深） II万年栢の松平和泉守（三河西尾落松平

家第3代当主の松平乗究）が棺家として記載された箇

所に、 「但奥中薬御配申候」と注記が見られ、 廻棺配

札の際には殺符とともに薬も頒布していた ことがわか

る。

3 - 7. 史料Gにみる拒那場状況

史料G は、 芦仇弁寺ー山会所蔵の椋那娠の 1冊である。

形館は横娠で法迅は縦15.0cmX横20.5cmである。 表

坦は「御祈祷口」と いった具合に末尾が摩耗している

が、 本文の最初の部分に「嘉永六丑年街月 越中立山

宝泉坊泰音（印と花押）」と 記され、 また その手前に

「御一新に付 立山旧神職佐伯左内 智憲卜改名 明

治二年」と 後生されており、 さらにこれらの品載の後

に「束都棺那衆中様」として信徒 名や信徒の住所が紐

時 記載されているので、 この棺那娠が江戸の棺那場を

対象として宝泉坊衆徒泰により嘉永6年(1853)に

制作され、 以後使用されたものである こと や 、 明治に

入ってからも泰音、 すなわち佐伯左内がこれを使用し

ていた ことが確認できる。

宝者はかつてこの棺那娠を拙稿「近世硲末期の江戸

における 立山信仰」（注6)において分析し、 その際 、

この板那娠の内容を解盗し、 さらにそれに記された全

信徒を対象として、 掲載順にその氏名や配札 地 （居住

地 ）、 及び江戸時代の該当郡区、 定宿の有無などの桁

報を示す表も作成・提示しているので、 本稿ではそれ

を活用していきた い。

その 表にもとづいて柁那場の実態を 見 ていくと 、 江

戸御府内には367名の信徒が存在し、 宿数 は 3軒であ

12 

る。 板那場の 分布状況を信徒の 多い順で地域別に見て

いくと 、 浅草が60名（新吉原関係者35名を含む）、 深

川が50名、 日本橋が42名、 芝が38名（宿数1軒）、

京橋と麹町がそれぞれ30名、 牛込が24名、 下谷が17

名、 本所が16名、 小石JI Iと四谷 （宿数1軒）が12名、

赤坂が9 名、 神田と本郷（宿数1軒）がそれぞれ 8 名、

麻布が 3 名となっている。 この他、 住所未詳の信徒が

8 名存在する。

3 - 8. 本章のまとめ

史料A~史料C 、 史料F ・史料Gにおける江戸の信

徒の 地域的分布状況を 見 ていくと 、 5冊とも 、 も っと

も信徒が多い地域 は新吉原の信徒を含む浅草となって

いる。 浅草における 新吉原の信徒については、 史料A

では浅草の位徒 38名中18名、 史料Bでは、 浅草の信

徒 91名中51名、 史料Cでは浅草の信徒138名中100名、

史料F ( 天保10年）では49名中38名、 史料G C嘉永

6年）では60名中35名、 なお、 新吉原だけの信徒を

あげた史料E ( 文政9年）では40名となっている。

このように浅草の信徒の半数以上は新吉原の関係者で

あり、 ある意味ではこ こが他所よりも 早くから江戸の

棺那場の基盤のひとっとなっていたと考えら る。

浅草の 次に信徒が多いの は江戸の問屋商業の 中心地

である日本栢である。 史料A~史料Cでは浅草に次い

で 2番目 、 史料Fと史料Gでは 3番目となっている。

その他、 御用達商人の拝領地がならぶ京柏・芝 、 ある

いは神田にも 比較的多く信徒が見られる。

浅草 や日本栢・京稿などの地域が柁那均としては比

較的早くから 確立し、 次いで芝などの他地域へ延びて

いったのであろう。

史料Gでは深川の信徒が培大しているが、 これは後

述するが、 宝泉坊が深川に下屋敷をもつ三河西尾落 6

万石松平（大給）家第3代当主の松平乗究や同家第4

代当主の松平乗全と関係をもつようになったからと考

えられる。



船江 充／芦餅寺宝泉坊の江戸での祖那均形成と「立山に仰」の展開(I)

4. 掲載信徒の各橙那帳間における 一致状況からみたその成立順及び成立時期

4 - 1. 史料Aを基準として他史料を比較した場合の

分析内容及び結果

史料Aに記載された信徒が、 史料B·史料C·史料

D· 史料E ·史料F ・ 史料Gにも見られるかどうかを

調べた。 表中、 名前 ・ 住所がいずれも 一 致する者は

「●」、 住所と屋号·姓などが一致するものの、 代替わ

りなどのためか名前が異なる者、 姓名は一致するが転

居などのためか、 住所が異なる者については「0」で

示した。

史料Aと史料Bでは、 Aの255名中192名の信徒が

一致している（一致率約75%)。

史料Aと史料Cでは、 Aの255名中42名の信徒が一

致しており（一致率約16%)、 さらに 3 名の信徒がお

そらく代替わりで一致しているものと思われる。

史料Aと史料D·史料Fでは、 Aの255名中、 池之

端の 「野田屋四郎兵衛」(No.A-023·No.D -001·No.

F-249·No.F-572)だけが一致している（一致率約0.4

％）。 この野田屋四郎兵衛については、 文政7 年 (18

24)刊行の『江戸買物独案内』（国立国会図占餓蔵本）

に水油仲買 (10系且） として品されている（註7 )。 た

だし、 野田屋四郎兵衛の住所について、 史料A·史料

B· 史料Cでは 「池之端中町」とするのに対し、 かた

や『江戸買物独案内』では「上野元黒門町」としてお

り異なっている。 ところで、 史料Fでは、 野田屋四郎

兵衛の住所は 「池之端中町」と「江戸上野仲町」の 2

箇所が示されている。 そうすると、 『 江戸買物独案内』

の「上野元黒門町」と史料Fの「江戸上野仲町」であ

れば、 同じ上野界隈である。 野田屋が何度か転居した

のか、 あるいは住居とは別の場所に店を構えていたの

か、 はたまた全く別人物なのかは多少疑問が残るとこ

ろである。 いずれにしろ 、 ここではこの住所違いの野

田屋を同 一人物として論を進めると、 「野田屋四郎兵

箭」がかなり長期に渡って棺家として継続しているの

で、 代替わりの際、 同屋号・同名で引き継がれている

ことは確実である。 そして、 史料A ・ 史料B·史料C·

史料D (文化11年）．史料F (天保10年） に見られる

「野田屋四郎兵術」の存在と同家の継続性は、 これら

の史料が同 一宿坊家の所蔵 ・ 活用品であることを推測

させる。

史料A·史料E ・ 史料Gでは、 共通の信徒が見られ

ない。

史料A·史料B·史料cの 3冊に共通で見られる信

徒は次のとおりである。

浜川町の「吉田武兵衛J (No.A-001·No.B-001· 

No.C-344)、 「五平治」(No.A-002·I\"o.B-003·No.C-

345)、 「五郎兵衛」(No.A-003·No.C-346)。 御林町

の 「小池五兵衛」(No.A-005·No.B-006·No.C-343)、

「米屋長右條門」(No.A-007·No.B-008·I\"o.C-340)、

「吉田 半兵衛」(I\"o.A-008·No.B-009·No.C-339·

No.C-341)、 「神山市郎左衛門」(No.A-012·No.B-013·

.-Jo.C-335)。 海芸寺門前の「吉田又三郎」(No.A-013·

No.B-014·No.C-331)。 大井村芝の「市船源左衛門」

(No.A-021·No.B-023· No.C-325)。 池之端の「野

田屋四郎兵衛」(No.A-023·No.B-038·I\"o.C-033·

No.C-050) (水油仲買、 史料D 〔文化11年〕 ・ 史料F

〔天保10年〕にも記載が見られる）。 長者町の「柿屋

泊兵衛」(No.A-027·No.B-045·I\"o.C-044)。 浅草

壁天町の 「油屋市 郎兵衛」(No.A-050·No.B-077·

No.C-058)。 臼士前の 「 伊豆屋市兵衛」(No.A-051·

No.B-079·No.C-059)。 新吉原京町の「鈴木屋た左

衛門」 (No.A-053·I\"o.B-082·No.C-186 )。 新吉原

仲之町の「伊勢屋長右衛門」(No.A-056·No.B-086·

No.C-096)、 「堺屋喜右衛門」(No.A-057·No.B-087·

No.C-112)、 「伊勢屋久兵衛」(No.A-059·No.B-091·

No.C-114)。 新吉原堺町の「結城屋善兵栢J (No.A-

063·No.B-095·No.C-141)。 本所菊川町の 「 山崎五

郎助」(No.A-076·I\"o.B-115·No.C-482)。 大伝馬

町 2丁目の「板屋与兵糊」(No.A-089·No.B-127·

No.C-234)。 小伝馬町 3丁目の 「あかがね屋半兵衛」

(No.A-091·I\"o.B-129·I\"o.C-229·::'\o.C-230·Ko. 
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C-236)。 堺町の「仲屋半七」(No.A-099·No.B-137·

No.B-392·No.C-218)。 かんさの河岸の 国i水屋三

四郎」(No.A-100·No.B-138·No.B-390·No.C-219)。

紀島町の「松屋七郎兵衛」(No.A-106·No.B-142·

No.C-490)、 「 石栢屋喜兵衛」(No.A-107·No.B-143·

No.C-492)。 木挽町 4丁目の「紀伊国屋又七J (No.A-

124·No.B-164·No.C-277)。 鉄砲洲船松町の 「三河

屋伊左御門J (No.A-126·No.B-166·No.C-488)。

神田四問町の 「 ふじしろ屋四郎兵衛」(No.A-137·

No.B-176·No.C-023)、 「 丸屋久兵條」(Ko.A-138·

No.B-177·No.C-025)。 沿品天神三組町の 「三河屋

勘兵衛」(No.A-141·No.B-183·No.C-364)。 牛込

の「万屋仁兵衛」(No.A-148·No.B-193·No.C-367)。

牛込七問町の「万屋権十郎」(No.A-154·No.B-197·

No.C-375)。 小石川大塚町の「三河屋源兵椋i」(No.A-

161·No.B-205·No.C-387)。 伝通院前の「駿河屋苦

兵梱」(No.A-165·No.B-209·No.C-383)、 「川越屋

勘右仰門J (No.A-166·No.B-212·No.C-384)。 高

田馬均下穴八幡戸塚村の 「 久四郎」(No.A-168·No.

B-308·No.C-404)。 四谷堀町 3丁目の「松葉屋半兵

稔i」 (No.A-173·No.B-219·No.C-414)。 四谷嗚子

町の「海老屋茂左衛門」(No.A-179·No.B-224·No.

C-444)、 「加岨屋半兵衛J (No.A-181·No.B-225·

Ko.C-443)、 「田中権左衛門J(No.A-182·No.B-226· 

No.C-445)。 麻布記土町の「相校屋仁兵衛」(No.A-

184·No.B-229·No.C-477)。 御箪笥町の「丸屋平助J

(No.A-188·No.B-198·No.C-371·No.C-377)、 以

上の42名である。 この他、 本小田原町安針町の「ふ

つとや甚兵衛」(No.A-108·NoB-144·No.C-239)

と二葉町の「国屋泊右衛門」(No.A-122·No.B-163·

No.C-263) の 2 名は代替わりで継続の可能性がある。

さて、 以上の分析結果から、 史料Aと史料Bは近接

した時期の棺那帳と推測される。 その際、 史料Aが史

料Bより先に成立していたと推測される。 史料Cは史

料A·史料Bが成立した後に成立したものと推測され

る。 史料A ・ 史料B·史料c の 3 史料と、 史料D(文

化11年） ．史料E (文政9 年） ．史料F(天保10年）
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・史料G(嘉永6 年）の 4 史料との問には成立時期及

び活用時期に関きが想定される。 また、 史料A·史料

B· 史料C·史料D(文化11年）． 史料F(天保11年）

にともに見られる棺家の「野田屋四郎兵衛」 の継続性

から、 これらは同 ー宿坊家が所蔵・活用したものと推

測され、 さらにその際、 史料C(宝泉坊教泊が使用）．

史料D(宝泉坊照円が使用）． 史料F (宝泉坊照円が

使用）がその表恙や本文内容などから、 宝泉坊の所蔵．

活用であることが確定しているので、 使用・所蔵宿坊

名が不明の史料Aと史料Bも宝泉坊の棺那帳であると

推別される。

4- 2. 史料Cを基準として他史料を比較した場合の

分析内容及び結果

史料c に記載された信徒が、 史料A·史料B·史料

D· 史料E·史料F ・ 史料Gにも見られるかどうかを

濶べた。 表中、 名前・住所がいずれも 一致する者は

「●」、 住所と屋号．姓などが一致するものの、 代替わ

りなどのためか名前が異なる者、 姓名は一致するが転

居などのためか住所が異なる者については「0」 で示

した。

史料c と史料Aでは、 史料c の500名中42名の信徒

が一致しており（ 一致率 8 . 4 %)、 さらに 3 名の信徒

がおそらく代替わりで一致しているものと推測される。

史料c と史料Bでは、 史料Cの500名中88名の信徒

が一致しており（ 一致率17.6%)、 さらに 4 名の信徒

がおそらく代替わりで一致しているものと推測される。

史料Aと史料Bでは、 信徒の匝複数の多さから判断

すると、 史料Aより史料Bのほうが史料c の成立時期

に近いと推測される。

史料Cと布栢大淮頂法会勧進品の史料D(文化11

年）とでは、 史料c の500名中、 池之端の「野田屋四

郎兵糊」(No.C-033·No. D-001) と茅場町の「網屋

三重郎 」 (No.C-510·No. D-048) の 2 名が 一 致し

（ 一致率0.4%)、 四谷伝馬町 1丁目の「岩田屋四郎兵

糊」(No.C-409· No. D-016) 1 名が代替わりで 一致

しているものと思われる。 上野町の「米屋八兵衛」



(No.C-043·No.D-014)は史料Dにもその名前が見

られるが、 住所は記されていない。

なお、 文政7 年(1824)刊行の『江戸買物独案内』

（国立国会図苫館蔵本）によると、 「野田屋四郎兵衛」

は前述の通り水油仲買(10組）を裳む商人であり、

「網屋三重郎」は、 船具問屋(10組）と麻苧問屋(10

組）を営む商人であることがわかる（注8 )。

史料Cとの新吉原初穂集娠の史料E (文政9 年）と

では、 新吉原関係者の 「 会所四郎兵衛」(No.C-113·

No.C-189)、 噂屋太兵衛」(No.C-121)、 「尾張屋五

兵衛」(No.C-124)、 「 升屋七右條門」(No.C-133·No.

C-134) の4 名が合致している。 史料c の新吉原関係

者は100名、 史料Eは全て新吉原関係者で 40名である

が、 両史料の間で 4 名の信徒しか一致しないというこ

とは、 この4 名も同屋号・ 同名で代替わりした可能性

が高く、 史料c の成立時期と史料E の成立時期にかな

りの開きがあるのか、 あるいは文政9年(1826) 以

前に、 新吉原自体に何か大きな変化 があったことなど

が推測される。

なお、 新吉原の 「 会所四郎兵衛J (No.C-113·No. 

C-189·No.F-618·No.G-334)は史料A· 史料Bに

は現れず、 史料c に初めて現れ、 のちの史料E (文政

9 年） ． 史料F(天保10年） ．史料G(嘉永6 年）

にも継続的に見られる。

史料 c と史料Fでは、 史料c の500名中9 名の信徒

が一致している（ 一致率1.8%)。

史料c と史料Gでは、 史料c の500名中6 名の信徒

が一 致している（ 一致率1.2%)。

史料Cに初めて現れ、 のちの史料E (文政9 年）．

史料F(天保10年）．史料G(嘉永6 年）に共通して

見られる信徒に、 新吉原中町の「会所四郎兵衛」(No.

C-113·Ko.C-189·No.F-618·Ko.G-334)、 「腐屋太

兵柄」(No.C-121·No.F-636·No.G-352)、 「尾張屋

五兵衛」(Ko.C-124·Ko.F-626·No.G-342)、 「升屋

七右衛門」(No.C-133·No.C-134·No.F-620·No.G-

336) がいる。 彼らが現れる以前は、 新吉原では、 史

料Aと史料Bの両方に見られる新吉原京町（浅草区）
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の「鈴木屋た左衛門」(No.A-053·l\"o.B-082)、 新吉

原仲之町（浅草区）の 「伊勢屋長右衛門J (No.A-056· 

l\"o.B-086)、 「堺屋喜右衛門」(:sJo.A-057·Xo.B-087)、

「伊勢屋久兵條」(No.A-059·No.B-091)、 新吉原堺

町（浅草区）の「結城屋善兵柄」(l\"o.A-063·No.B-

095) などが宝泉坊の勧進活動を 中心的に支援してい

たようである。

上野町の 「 米屋八兵衛」(No.B-042·No.C-043)

は史料Bに初めて現れ、 のちの史料c にも見られる。

史料D(文化11年）にも 「 米屋八兵衛」(No.D-014·

Ko.F-483) の名前が見られるが、 住所は記されてい

ない。 史料Fでは四谷伝熙町の住所 で品載されている。

四谷伝馬町の「米屋八兵衛J (No.F-483) (註9 )は

文政7 年(1824)刊行の『江戸買物独案内』（国立国

会図苫館蔵本）によると、 製薬（売薬）問屋である。

「岩井源兵條」(l\""o.C-271) も史料Bに初めて現れ、

住所は微妙に異なるものの史料F ・ 史料Gにも見られ

る。 なお、 「岩井源兵條」G主10)は；；；,洛府御用達の御

具足師であり、 卒保 3 年(1718) の大武鑑にはその

名前が見られないが、 卒保16年(1731) の大武鑑に

はその名前が見られ、 以後代々継続している。 茅場町

の 「網屋三重郎」(Ko.C-510·No.D-048·No.F-455)

は史料c に初めて現れ、 のちの史料D(文化11年）．

史料F(天保10年）にも見られる。 この状況を時問

経過の観点で考えると、 史料C→史料D(文化11年）

→史料F(天保10年）といった成立時期の順番と、

これら一連の史料が、 同 一宿坊家のものであることな

どがうかがわれる。 これと同じような事例で 、 代替わ

りを含むものとしては、 四谷伝馬町1丁目の 「岩田屋

四郎兵條」(No.C-409·No.F-481) もこれに該当し

よう。

さて以上の条件をあわせ時間経過の観点で考えると、

前述の 「野田屋四郎兵衛」 の場合と同様、 史料B→史

料C→史料D(文化11年）→史料F→史料Gといっ

た成立時期の順番と、 さらにこれに史料Bとの問で信

徒の重複が多く見られる史料Aも加え、 これら一連の

史料が、 史料A→史料B→史料C→史料D(文化11
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年）→史料F (天保10年）→史料G (嘉永6年）の

成立順で同 一宿坊家のものであることを推測させる。

史料cの成立時期は どちらかといえば、 史料Aと史

料Bの成立時期に近く 、 史料D (文化11年）及び史

料E (文政9年）．史料F (天保10年）．史料G (嘉

永6年）の成立時期とはある程度離れているものと推

測される。

史料c に初め て現れ、 のちの史料F (天保10年）．

史料G (嘉永6年）にも見られる信徒に 、 「中沢（屋）

藤兵衛」(No.C-491·No.F-250·No.F-433·No.G-

001)と「渡辺円済」(No.C-519·No.F-251·No.F-

434·No.G-002) がいる。 なお、 文政7年刊行の

『江戸買物独案内』（国立国会図：苫舘蔵本）によると

「中沢屋藤兵征」は瀬戸物問屋 (10組）である（註11)。

4- 3. 史料Fを珪準として他史料を比較した場合の

分析内容及び結果

史料F に掲載された信徒のうち 、 No.F-001からNo.

F-248 、 No.F-253からNo.F-432 は江戸御府内以外の

地域である。

史料F に品載された信徒が 、 史料A·史料B·史料

C· 史料D·史料E ・ 史料Gにも見られるか どうかを

調べた。 表中 、 名前・住所がいずれも合致する者は

「●」、 住所と屋号．姓などが一致するものの 、 代替わ

りなどの ためか名前が異なる者 、 姓名は 一致するが転

居などの ためか住所が異なる者については「O」で示

した。

史料Fと史料Aでは 、 史料Fの651名中（江戸御府

内は218名）、「野田屋四郎兵衛」(No.F-249·No.F-

572·No.A-023)の 1 名だけが 一致しており（一致

率約0.2%)、 さらに「丸屋平助J (No.F-506·No.A-

188)が転居などで住所が異なるものの 、 おそらく 一

致しているものと推測される。

史料Fと史料Bでは 、 史料Fの651名中（江戸御府

内は218名）、 「野田屋四郎兵條J (No.F-249·No.F-5 

72·No.B-038)と「淡屋佐兵糊」(No.F-637·No.B-

331)の 2 名だけが一致しており（一致合致率0.3%)、
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さらに 「岩井源兵衛」 (No.F-497·No.B-304) と

「丸屋平助」(No.F-506·No.B-232)の 2 名が転居な

どで住所が異なるものの 、 おそらく 一致しているもの

と推測される。

史料Fと史料Cでは 、 史料Fの651名中（江戸御府

内は218名）、「野田屋 四郎兵條」(No.F-249·No.F-

572·No.C-033)、「中沢屋藤兵衛」(No.F-250·No.

F-433·No.C-491)、「渡辺円斎J (No.F-251·No.F-

434·No.C-519)、「網屋三重郎」(No.F-455·No.C-

510)、「甲州屋市右衛門」(No.F-503·No.C-394)、

「会所四郎兵衛」(No.F-618·No.C-113·No.C-189)、

「升屋七右條門」(No.F-620·No.C-133·No.C-134)、

「尾張屋五兵翁f」(No.F-626·No.C-124)、 「腐屋太兵

條」(No.F-636·No.C-121)の 9 名が 一致しており

（ 一 致率約 1 %)、 さらに「岩田屋又右窃門」(No.F-

481·No.C-409)と「米屋八兵衛」(No.F-483·No.

C-043)、 「永楽屋平蔵」(No.F-629·No.C-151)が代

替わりで一致しているものと推測され、「岩井源兵衛」

(No.F-497·No.C-271)も転居などで住所が異なる

ものの 、 おそらく一致しているものと推祖ljされる。

史料Fと史料Dでは 、 史料Fの651名中（江戸御府

内は218名）13名が一致しており（ 一致率約 2 %)、

さらに「岡本屋竹川店」(No.F-580·No.D-032)の

1 名がおそらく代替わりで一致しているものと推測さ

れる。

史料Fと史料Eでは 、 史料Fの651名中（江戸御府

内は218名）35名が一致しており 、 さらに「升屋おひ

さ」(F-No.628)、 「松屋新八」(F- No.632)の 2 名が

おそらく代替わりで一致しているものと推測される。

ただし、 史料Eが対象とする信徒は新吉原の関係者だ

けなので 、 史料Fの新吉原の関係者の信徒に限定して

比較すると 、 史料Eの新吉原関係信徒38名中35名が

一致しており（一致率約92%)、 さらに 2 名がおそら

＜代替わりで一致しているものと推測される。 したがつ

て 、 新吉原の信徒からのみ考察すると 、 史料Fと史料

cとの問には人的・時間的に大きな熙た りがあり 、 史

料Fと史料Eとは近接した関係にあることがわか る。



史料Fと史料Gでは、 史料Fの651名中 （江戸御府

内は 218名）91名が一致しており（一致率約14%)、

さらに 20名がおそらく代替わりで 一致しているもの

と推測される。 史料Fの新吉原の関係者の信徒に限定

して比較すると、 史料Gの新吉原関係信徒38名中32

名が一致しており（一致率約84%)、 さらにl名がお

そらく代替わりで一致しているものと推測される。 史

料Fと史料E · 史料Gとの一致度の沿jさから、 文政期

以降、 新吉原の立山講組織は信徒の頻ぶれがほぽ固定

化 していたようである。

以上の分析結果から、 史料F(天保10年）は史料

E (文政9年） ．史料G(嘉永6年）の成立年代その

ものが近い時期なので、 当然ではあるが、 近接した関

係にあり、 逆に史料A · 史料B · 史料 c の3史料とは、

成立時期の面で開きがあるようである。

4- 4. 本章のまとめ（史料A~史料Gの成立順）

前述の分析内容から、 まず史料A~史料Gの7冊は、

いずれも芦餅寺宝泉坊が所蔵・活用した棺那鋲や勧進

記であると断定した。

次に、 史料A~史料Gの掲載信徒に対する相互比較

を行った結果、 以下のとおりとなった。

史料Aを基準として他の史料B~史料Gをそれぞれ

比較し、 信徒の重なりを調ぺた場合、 史料Aと史料B

では一致率約75%、 史料Aと史料Cでは一致率約1 6

％、 史料Aと史料D· 史料Fではそれぞれ一致率約0.4

％、 史料Aと史料E · 史料Gではそれぞれ一致率0 %

であった。

史料Cを基準として他の史料A · 史料B · 史料D·

史料F ・ 史料Gをそれぞれ比較し、 信徒の田なりを調

ぺた瑞合、 史料Cと史料Aでは一致率8.4%、 史料 c

と史料Bでは一致率17.6%、 史料Cと史料Dでは一致

率0.4%、 史料Cと史料E(双方の新吉原閲係者の信

徒だけを比較）では一致率 4 %、 史料Cと史料Fでは

一致率1.8 %、 史料 c と史料Gでは一致率1.2 %であっ

た。

史料Fを基準として他の史料A · 史料B · 史料C ·
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史料D · 史料E · 史料Gをそれぞれ比較し、 信徒の重

なりを調べた場合、 史料Fと史料Aでは一致率約0.2

％、 史料Fと史料Bでは一致率約0.3%、 史料Fと史

料Cでは一致率約 1 %、 史料Fと史料Dでは一致率約

2 %、 史料Fと史料E(双方の新吉原関係者の信徒だ

けを比較）では 一致率約 92 %、 史料Fと史料Gでは

一致率約14%、 特に史料Fと史料Gの新吉原関係者

の信徒だけに絞って比較した場合は一致率約84%で

あった。

この結果をふまえて史料A~史料Gを成立時期の古

いものから順に並べると、 史料A→史料B→史料C→

史料D(文化11 年）→史料E(文政9年）→史料F

（天保10年）→史料G(嘉永6年）になる。 さらに、

史料A · 史料B · 史料 c の3史料と、 史料D(文化11

年）．史料E(文政9年） ．史料F(天保10年）．史

料G(嘉永6年）の4史料との間には、 信徒の共通性

の点からすると成立時期に開きがあることがわかる。

史料Aが享保 3 戊戌年 (1718 ) か享保13戊申年

(1728 ) の成立であるから、 史料Aと約75%の確立

で信徒が正なる史料Bは享保後期から宝暦期頃の問の

成立と推測される。 史料Cは史料A · 史料Bと信徒が

多く重なり、 ー方、 史料D~史料Gとはほとんど巫な

らないので、 その成立時期は史料A(卒保 3 年か享保

13年のどちらか） ．史料Bと近く、 史料D(文化11

年）～史料Gとは遠いと考えられる。 したがつて、 史

料A · 史料Bの成立時期を軸にして考えると、 史料C

の成立時期は宝唐期～安永期頃の問と推測される。

さて、 第4章の分析で指摘しうるもう一点は新吉原

の信徒についてである。 史料A~史料Cでは、 既に新

吉原の信徒数が信徒総数に対して硲い割合をしめてお

り、 江戸の棺那場の基盤となっていた。 しかし史料 c

における新吉原の信徒と、 それ以後の史料E~史料G

における新吉原の信徒とはほとんど重複しない。 ー方、

史料E~史料Gにおける新吉原の信徒は相互に80%

を超える効率 で信徒が一致している。 したがつて、 お

そらく安永期から文政期頃の間に、 新吉原の立山講組

織に対し、 それまでのあり方に何らかの変化 がもたら
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されたか、 あるいは衆徒が出入りしたいたものの組織

らしいものがなかったので新たに立山謡の組織が設け

られたかして、 さらにそれが文政期以降は固定的に維

持され続けたものと推測される。

5. 掲載信徒の身分状況からみた各桓那帳の成立順及び成立時期

5 - 1. 史料A~史料Fに掲載された大名及び重臣信

徒から考察した史料A~史料cの成立時期

5-1-1. 史料Aの分析から

史料Aには大名の信徒は見られない。 史料Aの信徒

のうち、 明らかに身分が武士であるのはNo.A-146牛

込見付之内の御家老「佐々木長右衛門」とNo.A-155

小日向水道町大六天前御組付の「村山武右衛門」であ

る。 しかし、 その素性は不明である。

5-1-2. 史料cの分析から

史料Bに品載された大名については、 史料Cを分析

したのちに検討を試みる。 史料 cの成立時 期を考える

際、 同史料に記載されたKo.C-455 「板倉美猿守 浦

尾」が重要な意味をもつ。 この事例は大名の奥女中が

師椋関係を結んでいる場合である。 「板倉」を称える

大名家及びその歴代当主のうち、 「美誤守」の官職号

を叙されたのは、 備中松山硲5万石板怠家第2代 当主

の「板倉勝武」（註12)ただ一人である。 勝武 （享保

20年〔1735 〕～明和6 年〔 1769〕） は宝暦元年

(1751) 9月に家督を相続し、 従五位下・美猿守に叙

され、 死去する前年の明和5年(1768)に辞職して

いる。

したがって、 「板倉美謀守」の記載がある史料Cは、

宝暦元年(1751)~明和5年(1768)の間に成立し

たと推測されるのである。 ちなみに、 勝武の前代当主

の初代勝澄は従五位下・相校守・周防守を叙されてお

り、 勝武の次代当主の第3代勝従は従五位下・鯰岐守・

日向守を叙されている。 二人とも美涙守の官職号は叙

されていない。

No.C-485の事例は大名の家臣が師柏関係を結んで

いる場合である。 その「松平阿波守様御家中 桜木代

右條門」の品載にある「桜木代右節門」は宝暦13年

18 

(1763)の大武鑑のなかにその名前が見られる。 同年

の大武鑑には松平 （蜂須賀）阿波守として「蜂須賀重

喜J (注13)の名前が見られ、 さらにその嫡男の 「蜂

須質千松丸」の重臣として「桜木代右衛門」（註14)

の名前が見えるのである。

「蜂須賀重喜」 （ 元文3 年〔 1738 〕～享和元年

〔18 01〕）は阿波淡路徳岨活25万石蜂須質家第10第当

主である。 宝歴4年(175 4) 8 月に家督を相続し、

従四位下・阿波守に叙されている。 嫡男の 「蜂須賀千

松丸」（宝暦 7年〔1757〕～文化11年〔1814〕）（注

15)は 元服して治昭と名乗り、 のちに父重喜から家

督を相読し阿波淡路徳的落25万石蜂須質家第11代当

主となった。 宝暦13年(1763)は千松丸が数え歳で

7歳の時であり、 桜木代右條門は活主嫡男の旋育者と

して仕えたのであろう。 ちなみに、 桜木代右衛門の名

前は宝暦 5年(1755)以前の大武鑑の松平阿波守の

項目には見られない。 また、 安永3年(1774)の大

武鑑には、 桜木代右梱門ではなく、 松平阿波守治昭の

三男の蜂須質恒之進の家臣として 「桜木助右衛門」の

名前が見られる （註16)。 桜木代右條門の活躍期は宝

暦末期頃までであったのだろう。 したがつて、 「松平

阿波守様御家中 桜木代右網門」の記戟をもつ史料 c

は、 宝暦頃に成立したと推測される。

以上の推測から史料Cを宝暦期に成立したものと位

置づけ、 同史料に名前が掲載された他の大名各氏を特

定していきたい。

【大名本人が師担関係を結んでいる場合】

No.C-014の 「 近江守様」は、 陸奥白川活11万石松

平 （久松）家第2代当主の「松平定邦」（註17)と推

測される。 定邦 （享保13年〔1728〕～党政 2年

〔1790〕）は明和7年(1770)に 43歳で家督を相続し



ている。 従五位下・従四位下・河内守・近江守・越中

守• 木工頭などに叙されている。 なお、 定邦前後の当

主の官職号を見ると、 初代 定喪は従五位下・従四位下・

越中守に叙され、 ー方、 第3代「松平定信」（ 「菜政の

改革」の断行者）は従五位下・従四位下・贈正三位、

上総介・越中守・侍従・左少将に叙されており、 いず

れも 「近江守」の官職号は叙されていない。

No.C-461の 「松平下総守」は伊勢桑名活10万石松

平（奥平）家第2代当主の 「松平忠刻」（註18)と推

測される。 忠刻（享保 2年 〔1717〕 ～天明2年

〔1782〕）は延享3年(1746)に家抒を相続し、 従四

位下・ 下総守に叙されている。 その後、 官職について

は明和8年(1771)に 「 下総守」から「信誤守」に

復している。

忠刻の家老として記載されたNo.C-462 「生田図苫」

は、 延享5年(1748)(註19)から天明4年(1784)

（注20)までの大武鑑に、 忠刻から 忠敬の家臣として

その名前が見られる。 なお、 延享 4年(1747)の大

武鑑には生田図書ではなく、 「生田要之助」（註21)

の名前が見られ、 ー方、 災政3年(1791)(註22)

の大武鑑には生田図内の名前は見られなくなるので、

生田図苫の登用は延卒5年(1748)から始まり、 突

政3年(1791)以前に辞しているのであろう。

No.C-475の 「内藤備後 守」は日向延岡活 7 万石内

藤家初代当主の 「内藤政樹」 （註23 )( 元禄16年

〔1703〕～明和3年〔1766〕）と推測される。

【大名の家臣が師担関係を結んでいる場合】

No.C-400の「水戸播磨守」は常陸府中落2 万石松

平（水戸）家第6代当主の「松平（水戸）頼済」（註

24)と推祖ljされる。 頼済 （卒保 5年〔1720〕～天明

4年〔1784))は究保 2年(1742)に家督を相続し

ている。 従四位下・侍従・播磨守に叙されている

I\'o.C-454の事例は紀州徳川家の御殿に居する家臣

と師柁関係を結んでいたことをうかがわせる。 なお、

当時の紀伊和歌山活55万5千石徳川家当主は第7代

の 「徳川宗将」（註25)(享保5年〔1720〕～明和2
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年〔1765〕）であった。

No.C-456の 「松平大和守」は 武蔵川越硲15万石松

平（越前）家第初代当主の 「松平朝矩」（註26)と推

測される。 朝矩 （ 元文 2年〔1738 〕 ～明和5年

(1768〕）は認延元年(1748)に家督を相続し、 従四

位下・大和守に叙されている。

l\'o.C-486の「松平本田紀伊守」は駿河田中希4 万

石本多家第2代当主の「本多正珍」（註27)か同家第

3代当主の 「本多正供」（註28)のいずれかであると

推測される。 正 珍 （宝永7年〔1710〕～天明6年

〔1786〕）は享保10年(1725)に従五位下• 紀伊守に

叙せられ、 同20年(1735)に家督を相続している。

正供（延享3年〔1746〕～安永6年〔1777〕）は宝

暦11年(1761)に従五位下• 紀伊守に叙せられ、 安

永2年(1773)に家督を相続している。

No.C-088の事例は大名 「増山価中守」の家老「都

木（都筑）茂右衛門」が師椀関係を結んでいる場合で

ある。 この 「地山価中守」は伊勢長1q班番2万石増山家

第6代当主の 「培山正寧」と推測される。 同家歴代当

主のうち、 「備中守」の官職号を有したのは培山正宗

（註29)だけである。 正宗 （天明5年〔1785〕～天

保13年(1842])は、 享和元年(1801)に家瞥を相

続し、 従五以 下・価中守・河内守・弾正少輔などに叙

されている。 文政5年(1822)には若年寄に任じら

れ、 天保10年(1839)、 江戸城西の丸造営に際して

は献金している。

ー方、 家老の 「都木（都筑）茂右衛門」は、 安永2

年(1773) · 安永3年(1774) · 天明4年(1784)

の大武鑑のなかに、 増山家第4代当主正賓（対馬守）

と第5代当主正喪 （河内守）に仕えた重臣としてその

名前が見られる （註30)が、 宝暦13年(1763)や突

政3年(1791)の大武鑑のなかには重臣としてその

名前が見られない （註31)。

さて、 地山家第6代当主増山正宗の生存年月は、 本

稿でこれまで史料Cの成立期と推測してきた宝暦期以

降である。 したがつて、 前述の「増山備中守」の品載

は正宗が 「備中守」を叙された享和元年(1801)以
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降で、 なおかつ安永2年(1773)の時点で第4代当

主正疫の歪臣だった 「都筑茂右衛門」が、 まだ生存し

ていた時期までの問ということになる。 そうすると

No.C-0 88の品載は追記としか理解することができず、

史料Cは長期にわたって使用されてきたことが推測さ

れる。

同様の半例はKo.C-278とNo.C-0 12である。 いずれ

も大名の家臣が師棺関係を結んでいる場合である。

No.C-278の 「たなま様（田沼様）」の事例は、 家臣

「桜井新十郎」の居屋敷が 「木挽町田沼様御屋敷」と

なっているので、 文化元年(180 4)に木挽町屋敷か

ら駒込屋敷、 さらに文政2年(1819)に駒込屋敷か

ら大名小路屋敷へ移る以前で、 なおかつ史料c の成立

期と想定される宝暦頃とすると、 この時の当主は遠江

相良悉5万7千石田沼家初代当主の「田沼意次」（注

32) (卒保4年〔1719〕～天明8年〔1788〕）と推測

される。

ー方、 No.C-0 12の「たなま御敷こまごめ 」の事例

は、 家臣「高木金じ郎 」が住む相良落の屋敷が文化元

年(180 4)に木挽町屋敷から駒込屋敷へ移った 後の

ことであるので（註33)、 この時の当主は、 遠江相良

活 5 万7 千石田沼家 3代当主の「田沼意正」（注34)

（宝暦 9年〔1759〕～天保7年〔1836〕）と推測され

る。 以上の点から、 史料Cは、 宝暦期から、 最長で文

化期頃までのかなり長年にわたって使い続けられてき

た釈那板であったことがわかる。

5-1-3. 史料Bの分析から

史料Cが宝歴期に成立したとすると、 史料Aの成立

時期は第3裟と第4-;存の分析結果をふまえやはり卒保

期であることは確実で、 表迎の年号記載が示すとおり

卒保3 戊戌年(1718)か享保13戊申年(1728)のど

ちらかである。 また、 史料Aと史料Bは近接した時期

の棺那娠で、 史料Aが史料Bより先 に成立していたと

考えられ、 さらに、 史料A · 史料Bの成立時期と史料

c の成立時期との問に多少の開きが推測され、 以上を

合わせて考えると、 史料Bは享保後期から宝暦期の問、
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しかもどちらかというと享保後期頃に成立したと考え

られる。

次ぎに、 史料Bの成立時期についてそこに記載され

た大名から考察を進めていきたい。 史料Bに記載され

たNo.B-385の事例は大名本人が師棺関係を結んでい

る場合である。 この「松平安房守 」は、 実は「松平阿

波守Jの誤品であると推測される。 「安房（あわ）」と

「阿波（あわ）」の同音の官職号を衆徒が問違えて橙那

吸に記したものである。 それをうかがわせるのは、

No.B-386に「松平安房守 」の家臣として記載された

「桜木代右衛門 」の存在である。

前述の通り、 「桜木代右條門」は宝暦13年(1763)

の大武鑑のなかにその名前が見られる。 同年の大武鑑

には松平（蜂須賀）阿波守として「蜂須賀重喜J (註

35)の名前が見られ、 さらにその嫡男の蜂須咬千松

丸の重臣として「桜木代右衛門」（註36)の名前が見

える。 したがつて、 No.B-386の 「松平安房守」は実

は「松平阿波守」で、 すなわち阿波淡路徳岨落25万

石蜂須咬家の当主と考えられるのである。

ところで、 前節で、 史料Bが享保後期から宝暦期の

間、 しかもどちらかというと卒保後期頃に成立したこ

とを推測したが、 そうすると史料Bに記載された 「松

平安房守（阿波守）」は、 阿波淡路徳岨活蜂須質家第

7代当主の「蜂須質宗英」か同家第8代当主の 「蜂須

袈宗鎖」のいずれかであると考えられる。 宗英（貞享

元年 〔 1684〕 ～笈保 3年 〔1743〕 ） は享保20 年

(1735)に家督を相続し、 従四位下・阿波守に叙され

ており、 宗鎖（享保6年〔1721] ~安永9年〔1780〕）

は元文4年(1739)に家瞥を相続し阿波守に叙され

ている。 いずれにしろ、 同家では、 宗英より先代の当

主のなかに、 阿波守を叙されたものは一人もいないの

で、 史料Bは宗英が阿波守を叙された享保20年(1735)

以降でしかありえない。 それも、 享保期の成立と推測

される史料Aと史料Bとの近接した関係、 及びそれら

とは内容的に若干差違が見られ、 宝暦期の成立と推祖1J

される史料c との関係から判断すると、 史料Bはまさ

に卒保20年(1735)かその直後頃の成立でないかと



考えられる。 この頃であれは史料Bに登場する桜木代

右衛門が宝暦13年(1763)の大武鑑に登場しても、

生存状況としては考えられうることである。 むしろ長

期に渡って歴代当主に仕えてきた家臣だったからこそ

宝暦13年(1763)の時点で、 活主嫡男の旋育者に適

していたのであろう。

5 - 1 - 4. 史料Fの分析から

史料Fは天保10年(1839)の成立であるので、 当

時の大武鑑を使って、 同村'o'.那板に登場する大名を特定

していきたい。

【大名本人が師担関係を結んでいる場合】

No.F-469の 「伊藤（伊東）播磨守」は備中岡田悉

1万3百43 石伊束家第8代当主の「伊束長銚」（註37)

である。 長災（明和元年〔1764〕～嘉永3 年〔1850〕）

は安永7年に家督を相続し、 従五位下・播磨守に叙さ

れている。 なお長認の継室は播磨赤穂活2万石森家第

6 代当主の「森忠興」の娘である。

No.F-554の 「片桐 石見守」は大和小泉悉1万1千

100 石片桐家第8代当主の「片桐貞信」（註38)であ

る。 貞信（享和2 年〔1802〕～嘉永元年〔1848〕）

は文政5年(1822)に家督を相続し、 従五位下• 石

見守に叙されている。

No.F-556の 「森信談守」は播磨赤穂蒋2万石森家

第10代当主の 「森忠徳」G主39)である。 忠徳 （文政

元年 〔 1818〕 ～ 明 治 14年 〔1881〕） は文政7 年

(1824)に家督を相続し、 天保 6 年(1835)に従五

位下・信涙守に叙された。

Ko.F-559の「本多塁前守」は駿河田中活4万石本

多家第6代当主の「本多正究」（註40)である。 正突

（文化5 年〔1808〕～万延元年〔1860〕）は文政8 年

(1825)に従五位下・翌前守に叙せ られ、 文政12年

(1829)に家督を相続している。

Ko.F-597の「松平和泉守」は三河西 尾活6万石松

平（大給）家第3代当主の 「松平乗突」（注41)であ

る。 乗究（安永6 年〔1777〕～ 天保10年〔1839〕
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11月11日）は究政5 年(1793)に家督を相続し、 従

五位下・左衛門佐・和泉守に叙され、 さ らに文政5 年

から老中を勁めている。 なお、 大給松平家の第3代当

主の松平乗究•第4代当主の松平乗全 と宝泉坊との関

係は、 拙著『近世立山信仰の展開』（註42)を参照の

こと。

No.F-604の 「松平河内守」は翌後杵築落3万2千

石松平（能見）家第9 代当主の「松平親良」（註43)

である。 親良 （文化7 年〔1810〕～明治24年〔1891〕）

は文政8 年(1825)に家督を相続し、 従五位下・河

内守に叙されている。 なお親良の妻は三河西尾活6万

石松平（大給）家第4代当主の 「松平乗全」の娘であ

る。

No.F-474の「市ヶ谷尾州御屋敷 御表様」は尾張

名古届落61万9千500 石徳川家第11代当主の 「徳川

斉温」は主44)である。 斉温（文政2 年〔1819〕～

天保10年〔1839〕）は文政10年(1827)に家督を相

続している。 宝泉坊照円は尾張名古屋落の市ヶ谷上屋

敷にも出入りしていた。

No.F-476の 「御本丸御年寄山のい様」は江戸城本

丸の大奥女中で、 江戸硲府第12代将軍徳川家淡付の

御年寄 「山のい」（註45)である。 同仰には著名な姉

小路などがいた。 「山のい」については、 嘉永6 年

(1853)の史料Gによると、 天保後期（天保13年～

天保14年頃 ）に何らかの理由で江戸城本丸 （第12代

将軍徳川家裂付 ）の御年寄の職を辞したようで、 なぜ

か尾張名古屋慈の市ヶ谷上屋敷に奥女中としてその名

前が見られる。 東京都江戸束京拇物館学芸員の畑尚子

氏が 「大奥向惣絵図」（『東京市史稿』）と「長局側割」

（井伊家文苫〔彦根城
t
専物館蔵〕）を合わせて製作した

「弘化度本丸奥図」には、 「山のい」の名前が見られな

いのも、 そのためであろう （註46)。

No.F-436の 「松浦様」は肥前平戸活6万千700 石

第10代当主の「松浦熙」（注47)である。 熙（箆政3

年〔1791〕～巖応3 年〔1867〕）は享和3 年(1803)

に将軍家斉に謁し従五位下・肥前守に叙され、 文化3

年(1806)に家督を相続した。 妻は「松平定信Jの
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娘 である。

【大名の家臣が師担関係を結んでいる場合】

No.F-480の事例は紀州和歌山落の赤坂御殿に居す

る家臣と師棺関係を結んで いたことをうかがわせる。

なお当時の 紀伊和歌山活55万 5千石徳川家当主 は 第

11代の「徳川斉順j (� 主48)(享和元年〔1801〕～弘

化 3年〔1846 〕）である。

No.F-519の「松平下総守」は武蔵忍活10万石松平

（奥平）家初代当主の「松平忠党」 （註49)である。

忠舜（卒和2年(1802〕～元治 元年〔1864〕）は文

化13年(1816)に従五位下• 上野介を叙され、 翌年

従四位下・ 民部大介 、 後の 文政4年(1821)に桑名

10万石の 家仔を相続し、 民部大介を改め下総守に叙

され、 さらに文政6年(1823)には忍への得替を命

じられた。 なお、 忠発の母は伊勢桑名落10万石松平

家第 3 代当主の「松平忠啓」の娘「周姫（顕徳院）」

である。

Ko.F-541の「阿州様」は阿波淡路徳品活25万 ( 7

千 9百）石蜂須賀家第12代当主の「 松平 （蜂須質）

斉昌」（註50)である。 斉昌（災政7年(1795〕～

安政6年〔1859〕）は文化10年(1813)に家督を相

続し、 従四位下・侍従兼阿波守に除されている。

5 - 2. 担那場を支えた旗本の信徒

まず、 各史料に記載されたおもな旗本の信徒の状況

をみておきたい。

「河野長十郎」（注51)(No.D-025·No.F-513·No. 

G-113)。 居屋敷：下 谷線塀小路。 禄；�i: 650石。 役

職：文久2年(1862)に二丸留守居。 本国：伊予。

先祖 ：父は二丸留守居。

「深谷左源太」（注52)(Ko.F-570「深谷長治良J

（下谷佐竹様 裏門通〕·No.G-115「深屋釜五郎」）。 居

屋敷：湯島孟裳寺前。 禄高：500石。 役職：安政5年

(1858) 5月29日に小姓組入。 本国：武蔵。

「深屋釜五郎」（注53)(No.G-115)。 居屋敷：下谷

相生町新屋敷、 200坪。 拝領屋敷：本所石原元 御蔵屋
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敷跡、 100坪。 右は細工所 同心柏月良造へ貸匝。 役職：

安政2年(1855)小普諮戸川支配。

「新見内膳」 （注54)(No.G-127「 新見内膳」（小石

川富坂新町金剛寺坂〕）。 居屋敷：小日向金剛寺坂。 禄

硲：300石 。 役職：安政に大番 本多組、 災応2年

(1866) 4月18日に大番 から飛騨郡代となる。 疫応

4年(1868)4月24日に御役御免。 本国：三河。

「石丸源五郎」 （註55)(No.G-199)。 居屋敷：深川

森下町伊予栢角。 禄高：600石。 役職：安政に苫院番

花房組。

「小宮山利助」（註56)(No.G-239「小宮山鈴助」

〔 小石JII西窃坂上御掃除組屋敷内〕）。 居屋敷：土手四

番町。 禄 高： 400石。 本国：甲斐。

「永井禄之助」（註57)(No.G-278「永井禄之助疸

穀」〔 本郷御弓町〕）。 禄高：2000石。 本国：三河。 益

祖父は永井太之丞 （使番）で本郷御弓町に同居、 彼の

死後、 御使番を勁める。 旋父は永井兵次郎で 、 彼の死

後、 御：一占院番を勁める。 嘉永元年(1848)に捉父永

井兵次郎から家督を相続される。 実の 父は永井肥前守

若年寄。

「永井太之丞」（註58)(No.G-278「永井禄之助直

穀」〔 本郷御弓町〕）。 居屋敷：本郷御弓町。 禄硲：

2000石。 役職：文久3年12月15日に内院番より使番、

淡応2年(1866)12月29日に御役御免、 勁仕並寄合。

「布施弥一郎」 （註59)(No.F-511「布施弥一郎」

〔本郷本町水道柏近辺〕 、 Ko.G-126「布施弥市郎」〔浅

草堀田原三問市蔵様同居〕）。 居（拝領） 屋敷：牛込末

寺町。 居（拝領）屋敷：小石川三百坂、 禄高：150俵。

役職：安政(1855)小姓組高木組。

「鈴木宗斉」（註60)(No.F-568「 鈴木宗鉄」（築地

門跡裏伽前栢J·No.G-169「 鈴木宗斉」〔築地門跡裏

備前栢前〕）。 大迫寺権次郎〈表坊主〉、 居屋敷：築地

鉄砲洲。 禄硲：300石。 役職：安政に小姓組水野組。

本国：山城。

「大沢主馬」（註61)(No.F-596「神明大沢様」〔愛

宕下厳小路〕·No.G-122「大沢主馬」〔 愛宕下神保小

路〕）。 居屋敷：愛宕下神保小路。 禄沿i: 856石。 役職：



元治元 年(1864) に和学所苫物御用手伝。 本国：美

猿。 先祖：祖父は大沢相校守•西丸留守居、 父は大沢

翌前守 ・ 小姓。

以上、 各史料には上記の旗本が品載されているが、

そのうち、 河野 ・ 深谷 ・ 布施・大沢・鈴木らは天保期

には宝泉坊 と師柏関係を結んでいたことがわかる。 ま

た、 永井・新見•石丸・小宮山らは茄永期頃から 師棺

関係を結んでいたことがわかる。 この他 、 渡辺円斉

（両国元矢ノ倉）は天保期以前からの柁家だが、 その

索性は不明である。

5 ー 3. 担那場を支えた商人の信徒

史料A~史料C ·史料F ・史料Gの 5冊の棺那娠を

それぞれ対象として 、 特に 江戸御府内の信徒のうち何

人 が屋号をも った商人であるのかを濁ぺた。 その結果

は次の通りである。

史料Aは164名中132名（約80. 5%)、 史料Bは300

名中223名（約74. 3%)、 史料Cは431名中284名（約

65.9%)、 史料Fは218名中133名（約61%)、 史料G

は367名中169名（約46%)であった。 前派で史料A

～史料Gの成立順を指摘したが、 それとこの結果をあ

わせて考えると、 宝泉坊の江戸御府内の棺那場では時

代が進むに連れて 商人身分の信徒 が減少し、 その他の

武士身分の信徒などが培加していることがわかった。

次 に 、 史料に品載された商人の信徒のうち素性のわ

かるものについて 、 特に史料Fを中心に見ていきたい。

【森府御用達職人】

No.F-438「家木弥四郎」（註62)(浅草茅町）は硲

府御用達職人の御造花師である。

No.F-497「岩井源兵衛」（注63)(麹町平河町3丁

目）は硲府御用達職人の御具足師である。

【両替屋】

Ko.F-442「堺屋重兵衛」（註64)(両替屋〔上野領〕、

下谷車坂町良右條門地借、 安政6年〔185釘 2月家

持トナル。 巫兵衛、 万延元年〔18的〕 4月倅次郎吉

相続）。

Ko.F-573「堺屋治兵衛」（註65)(両替屋〔上野領〕、
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池ノ端仲町家持）。

No.F-581「伊勢屋彦兵翫（註66)(両替屋〔18番

組〕、 南本所石原町苦四郎地借）。

【春米問屋】

No.F-525「三河屋苦助」（註67)(春米屋(5番組〕、

桶町2丁目）。 宝泉坊の疫応2年(1866)の束都棺那

板では、 No.043三河屋善助（小網町2丁目）は茶店。

【脇店八ヶ所組米屋】

No.F-565「遠州屋喜助」（注68)(脇店八ヶ所組米

屋〔芝3 組〕、 芝田町8丁目家持）。 宝泉坊の版応2年

(1866)の東都椋那板では、 No.207遠州屋喜助（芝

田町9丁目）は米店。

【雑穀仲買】

No.F-581「伊勢屋彦兵衛」（註69)(雑穀仲買、 南

本所石原町家持）（脇店八ヶ所組米屋の花川戸組、 南

本所石原町 ）。

【茶問屋】

No.F-450「西村屋嘉兵衛」（註70)(茶問屋〔 1番

組〕、 小網町2丁目家持、 涵永6年〔1853〕 2月地面

売払伊右梱門地借）。 宝泉坊の災応2年(1866)の束

都柏那娠では、 No.034西村嘉兵衛（小網町2丁目）

は茶店。

【呉服問屋】

No.F-506「丸屋平助」（註71)(呉服問屋 ）。 宝泉坊

の災応2年(1866)の束都棺那板では、 No.152丸屋

平助（小日向水道町）は呉服店となっている。

【麻苧問屋】

No.F-455「網屋三十郎」（註72)(船具問屋〔10組〕

と麻苧問屋〔10組〕、 南茅場町）。

【製薬（売薬）問屋】

No.F-483「米屋八兵條」（注73)(製薬〔売薬））。

宝泉坊の巖応2年(1866)の東都棺那娠では、 No.

283米屋八兵箭（四谷伝馬町1丁目表通）はたわし店

となっている。

No.F-573「堺屋治兵訊（註74)(本町組薬種問屋、

安政元年〔1854〕立月仮組より加入、 池ノ端仲町家

持）。
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【水油仲買】

No.F-249·No.F-572「野田屋四郎兵糊」（註75)

（水油仲買〔10組〕、 No.F-249江戸上野仲町 ・No.F-

572池之端中町）。

No.F-450「西村屋嘉兵衛」（注76)(下り水油問屋、

水油仲買、 小網町2町目家持、 嘉永 5年(1852) 4 

月改名・加右衛門、 同月転宅· 深川一色町新助地借）。

【炭薪仲買】

Ko.F-582「伊勢屋善四郎」（注77)(炭薪仲買〔15

番組〕、 南本所石原町家主、 安政3年〔1856〕口月

休業）。

【板材木問屋・熊野問屋組合】

No.F-466「泉屋七郎兵衛」は主78)(板材木問屋熊

野問屋組合、 本八丁堀2丁目、 深川吉永町喜兵衛地借）。

宝泉坊の脱応2年(1866)の束都椋那娠では、 No.

314和泉屋七郎兵箭（深川 中木場吉永町）は材木店。

No.F-512「山本屋喜兵衛」（註79)(板材木問屋熊

野問屋組合、 神田佐久間町2丁目家持）。 宝泉坊の炭

応2年(1866)の束都棺那娠では、 No.316山本屋喜

兵衛（深川木場）は材木店。

【瀬戸物問屋】

No.F-250·No.F-433「中沢屋藤兵衛」（注80)(瀬

戸物問屋〔(10組）、 孟岸島町長八 地借、 孟岸弟一之

栢角）。

No.F-470「長沢 屋藤七」（註81)(瀬戸物問屋、 長

沢屋由松〔本船町勘左衛門地借、 後見・藤右衛門、 元

治元年十月後見病死・匝名前トナル〕、 藤七〔疫応3

年11月淡子半十郎相続〕）。

【小尚物問屋】

Ko.F-450「西村屋嘉兵衛」（注82)(小間物問屋

〔丸合組〕）。

【船具問屋】

]\:o.F-455「網屋三十郎」（注83)(船具問屋〔10組〕

と麻苧尚屋〔10組〕、 南茅場町）。

その他、 『大武鑑』 や『諸問屋名前娠 細目』、

『江戸買物独案内』などに掲載されていない商人で、

宝泉坊の巖応2年(1866)の束都棺那娠から、 その
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職業がわかるものは次ぎ通りである。

【質店J

No.F-561「三河屋藤 四郎」（三田 1丁目）。 宝泉坊

の疫応2年(1866)の束都棺那娠では、 Ko.214三河

屋藤 四郎は質店。

No.F-562「万屋権兵糊」（芝伊皿子台町）。 宝泉坊

の疫応2年(1866)の束都棺那I帳では、 No.210万屋

権兵衛は質店・かいば店。

［茶店】

No.F-503「甲州屋市右衛門」（高田馬均）。 宝泉坊

の炭応2年(1866)の束都棺那板では、 No.153甲州

屋市右衛門は恨じ茶 となっている。

No.F-573「堺屋治兵糊」（池ノ端仲町家持）。 宝泉

坊の巖応2年(1866)の東都板那板では、 No.093堺

屋 次兵條は茶屋店。

No.F-614「和泉屋m兵梱」（麻布8丁目）。 宝泉坊

の脱応2年(1866)の束都棺那娠では、 No.204和泉

屋沿兵衛（芝田町8丁目）は茶店。

【呉服店】

No.F-539「徳岨屋平助」（孟岸島中橋四日市町）。

宝泉坊のi蕊応2年(1866)の東都棺那板では、 No.

388徳屹屋平助（孟岸品四日市 中ノ橋）は呉服店。

［足袋店・紺屋店】

No.F-486「福田屋 新兵衛」（四谷伝馬町）。 宝泉坊

の災応2年(1866)の束都棺那板では、 No.281福田

屋新兵衛（四谷伝馬町1丁目）は足袋紺屋店。

Ko.F-492「 伊勢屋三郎兵條」（四谷伝馬町2丁目伊

賀町入口角）。 宝泉坊の版応2年(1866)の東都棺那

娠では、 No.284 伊勢屋三郎兵節は足袋店。

【材木店】

No.F-578「地田屋 次郎兵衛」（両国米沢町3丁目）。

宝泉坊の災応2年(1866)の束都椋那娠では、 No.

004増田屋 次郎兵衛は材木店となっている。

【やすり鍛冶店】

No.F-467「中屋幸助J (京橋柳町）。 宝泉坊のl災応

2年 (1866)の束都棺那板では、 No.044中屋幸助

（京栢柳町）は鉗（やすり ）鍛冶。



No.F-524「中屋五郎兵條」（南鍛冶町2丁目）。 宝

泉坊の脱応2 年0866)の束都橙那転では、 No.041

中屋五郎兵衛は鉛（やすり）鍛冶。

【職業不明の有力担家】

No.F-528「藤田藤左衛門」（中柏かん菊の茶屋のう

ら）。 宝泉坊の炭応2 年(1866)の束都棺那板では、

No. 039藤田藤左衛門（中柏窃根町2丁目） は職業未

掲載。

No.F-575「乗物屋与兵節」（上野下広小路大門町）。

宝泉坊の疫応2 年(1866)の束都棺那板では、 No.

094乗物屋与兵衛は職業未掲載。

5-4. 本豆のまとめ（各史料に記載された人物から）

史料Aは享保3 年(17 18)か卒保13年(1728)の

いずれかの年に成立したことが確定しているが、 成立

年代不明の史料B · 史料 c については、 それらに品載

された何人かの大名の官職号や重臣の名前 などを、

『武鑑』などの史料と照合し特定することで、 成立年

代や使用時 期などを推定することができた。

史料Bについては、 阿波淡路徳岨活第7代当主・蜂

須質宗英の「阿波守」 の官職号（享保20年以降） と

同家重臣の「桜木代右衛門」（宝暦13年の『武鑑』に

名前が見られる） の品載などから、 卒保20年(1735)

から宝歴13年(1763)頃までの問で、 おそらく享保

20年(1735)からほとんど時 を経ずして成立したと

推測される。

史料 cについては、 備中松山活第2代当主 ・ 板臼勝

武の「美猿守」 の官職号（宝暦元年～明和5 年）や伊

勢桑名活第2代当主 ・ 松平忠刻の「下総守」 の官職号

（延享3 年～明和8 年）、 伊勢長岨落第6代当主・増山

正宗の「伽中守」の官職号（享和元年～）、 陸奥白川

落第2代当主・松平定邦の「近江守」 の官職号、 さら

に、 伊勢粂名揺松平家の正臣「生田図：占」（延卒5 年

から天明4年までの『武鑑』に名前が見られる）、 伊

勢長岨蒋増山家の巫臣「都木 （都筑）茂右衛門」（安

永2 年から天明4年までの『武艦』に名前が見られる）

の記載などから、 宝歴元年(1751) から明和5 年
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(1768)の問で、 おそらく宝暦13年(1763)頃に成

立し、 さらにそれは享和期頃まで使用され続けたと推

測される。

さて、 各史料に記載されている大名についてである

が、 宝泉坊の棺那帳に江戸の柏那場で大名との師棺関

係が見られるようになるのは、 史料Bの享保後期から

宝暦後期の間で、 諸史料を管見する限り、 阿波淡路徳

叫！諄租第7代当主「蜂須質宗英」 が最初 である。

史料 c の宝歴後期以降になると、 大名本人としては、

陸奥白川活第2代当主「松平定邦」や伊勢桑名燕第2

代当主「松平忠刻」、 日向延岡活初代当主「内藤政樹」

などが見られ、 家臣が師棺関係を結ぶ者としては、 紀

州和歌山活第7代当主「徳川宗将」や価中松山慈第2

代当主「板倉勝武」、 常陸府中慈第6代当主「松平頼

済J、 武蔵川越器初代当主「松平朝矩J、 駿河田中活第

2代当主「本多正珍」 もしくは第3代当主の「本多正

供」、 伊勢長岨活第6代当主「培山正京」、 遠江相良硲

初代当主「田沼恋次」 あるいは第3代当主「田沼意正」

らが見られる。

史料Fの天保10年(1839)には、 大名本人として

は、 尾張名古屋落第1 1代当主「徳川斉温」や備中岡

田活第8代当主「伊東長突」、 大和小泉菊第8代当主

「片桐貞信」、 播磨赤穂滞第10代当主「森忠徳」、 駿河

田中癌第6代当主「本多正党」、 三河西尾活第3代当

主「松平 乗認」 ・ 翌後杵築硲第9代当主「松平親良」、

肥前平戸活第10代当主「松浦熙」、 さらに江戸硲府第

12代将叩徳川家災付の御年寄「山のい」（江戸城本丸

の大奥御年寄） などが見られる。 家臣が師棺関係を結

ぶ者としては、 紀州和歌山藩第1 1代当主「徳川斉順」

や武蔵忍活初代当主「松平忠党」、 阿波淡路徳 I嶋慈第

12代当主「蜂須質齊昌」などが見られる。

こうしてみると、 阿波淡路徳的活蜂須質家や伊勢桑

名蔀松平家（ 後に武蔵忍藩松平家）、 駿河田中活本多

家などが宝泉坊と師棺関係を結んだ大名の先駆けだっ

たようである。

また、 江戸時代 後期の宝泉坊にとってもっとも有カ

な外護者であった三河西尾蒋松平（大給） 家は、 文化
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期から天保期の問 、 特に松平乗災の時代に 宝泉坊と師

椋関係を持つように なったものと推測される。

ここで注目すべきは、 上品の大名のうちのイ可名かは

親戚閑係をもっている点である。 幾つかあげると、 陸

奥白川活第 2 代当主「松平定邦」の術淡子である第3

代当主「松平定信」の娘が肥前平戸落10代当主「松

浦煕」に嫁いでいる。 伽中岡田蒋第8 代当主「伊束長

笈」の継室は播磨赤穂慈第6代当主「森忠輿」の娘で

ある。 翌後杵築慈第9代当主 「松平親良」の妻は三河

西尾f番第4 代当主「松平乗全」の娘である。 このよう

に 、 大名問の親戚閃係が立山信仰を伝 播させた可能性

も指摘できよう。

次に各史料に記載されている 旗本の信徒についてで

あるが、 そのうち「 河野氏」・「深谷氏」 ・「布施氏」·

「大沢氏」 ・ 「鈴木氏」らは1000石以下の旗本で 、 天保

期には宝泉坊と師棺関係を結んでいたことがわかる。

また 、 「永井氏」 ・「新見氏」 ・「石丸氏」 ・ 「小宮山」氏

らは嘉永期頃から 宝泉坊と師根関係を結んでいたこと

がわかる。 この他 、 「渡辺円斉」は天保期 以前からの

板家だが、 その索性は不明である。 なお 、 彼らのなか

で2000石以上の旗本は「永井禄之 助」だけである。

商人の信徒については、 ；；；＆府御用達商人の「家木弥

四郎」（御造花師） や「岩井源兵衛」（御具足師）をは

じめ、 問屋の種類は両替屋や米問屋 、 呉服問屋など様々

である。

信徒のうち牛寺宋すべきは水油仲買の「野田屋四郎兵

衛」である。 享保期から宝暦期の史料A~史料 c 、 さ

らに文化期から天保期の史料D · 史料Fにも 見られ、

棺家として代々続いており、 商人の信徒 なかでは中核

的存在といえる。 享保期から 宝暦期に宝泉坊を支えた

信徒は長者町の「柿屋泊兵衛」、 浅草聖天町の「油屋

市郎兵栢」、 窟士前の「伊豆屋市兵紺jJ、 新吉原 京町の

「鈴木屋た左衛門」、 新吉原仲之町の「伊努屋長右鮨門」、

「堺屋喜右衛門、 「伊勢屋久兵衛」、 堺町の「結城屋善

兵衛」、 本所菊川町の「山崎五郎助」、 大伝馬町 2丁目

の「板屋与兵衛」、 小伝馬町3丁目の 「あかがね屋半

兵脩」、 堺町の「仲屋半七」、 かんさの河岸の「泊水 屋
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三四郎」、 也品町の「松屋 七郎兵衛」、 「石柏屋喜兵衛」、

木挽町4丁目の「紀伊国屋又七」、 鉄砲洲船松町の

「三河屋伊左衛門」、 神田四問町の「ふじしろ屋四郎兵

衛」、 「丸屋久兵衛」、 濡島天神三組町の「 三河屋 勘兵

衛」、 牛込の「万屋仁兵翁j」、 牛込七問町の「万屋権十

郎」、 小石川大塚町の「三河屋源兵衛」、 伝通院前の

「駿河屋善兵衛」、 「川越屋勘右衛門」、 高田馬場下穴八

幡戸塚村の「久四郎」、 四谷堀町3丁目の「松葉屋半

兵柄」、 四谷明子 町の「海老屋茂左條門」、 「加岨屋半

兵條」、 「 田 中権左衛門」、 麻布記土町の「相校屋仁兵

衛」、 御箪笥町の「丸屋平助」（呉服問屋）、 以上42名

である。 宝暦期から文化期にかけては船具問屋と苧麻

問屋を営んだ 「網屋 三重郎」や製薬問屋の「 米屋八兵

衛」 などが棺那場の中核的な信徒として 宝泉坊を支え

た。

天保期に入ると、 宝暦期から既に信徒だった瀬戸物

問屋の 「 中沢 屋藤兵衛」をはじめ、 両替屋の「堺屋重

兵衛」、 「堺 屋治兵衛」、 瀬戸物問 屋の「長沢屋由松」、

足袋紺屋店の「福田屋新兵衛」などが中核となってい

たようである。 また新吉原については、 享保期から宝

庖期は京 町の「鈴木屋た左節門」、 仲之町の「伊勢屋

長右脩門」、 「堺屋喜右衛門、 「伊勢屋久兵衛J、 堺町の

「結城屋西兵衛」らが中核であった。 それが宝暦期頃

からは会所四郎兵衛や腐屋太兵梱、 尾張屋五兵衛、 升

屋七右衛門らが中核となっており顔ぶれが変化 してい

る。

ところで本菜では、 宝泉坊の江戸御府内の棺那場で

は時代が進むに連れて商人身分の信徒が減少し 、 その

他の武士身分の信徒 などが培加していることを指摘 し

た。 す な わち、 屋号を所持する商人は、 卒保期の史料

Aでは全信徒数の約80.5%であったが、 嘉永6年

(1853)の史料Gでは全信徒数の約46%であり、 半

数を下ま わっている。
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6. 宝泉坊衆徒照円

6 - 1. 照円の経歴

宝泉坊 衆徒照円の経歴は、 明治2年の「旧記 芦絣

寺村宅蔵控」（注84) と「宝泉坊系統図 佐伯幸穂」

（註85) の二冊の芦絣寺文：内に詳しい。 ただしこの二

冊には、 当主の歴代数や家督相続年など幾分異なる部

分も見られる。 そこでこれ以外の宝泉坊の家系磁に閑

わる古文苫史料も揉用し、 各内容を吟味しながら、 以

下照円の経歴を検討してみた。

照円は、 安永4年(1775)、 芦絣寺宿坊家の佐伯武

平党照の次男忠永（第3 9代）として生まれた。 幼名

は亀丸であった。 享和元年(180 1) の春、 27歳（数

え年齢）で宝泉坊法円のもとへ旋子に入った。 照円が

旋子に入った直後の文化元年(1804) 7月17日、 法

円が亡くなったので、 照円は宝泉坊の家督を継いで第

45代当主（注86) となり、 文化2年(1805) から天

保1 1年(1840) まで関束に配札にでかけるようになっ

た。 江戸の諸大名も帰依し、 信施も多数集まった。 天

保13年(1842) 2月29日に68歳で亡くなった（註

87)。

照円の夫人は宝伝坊第3 6代快順の三女の未（すい）

であった。 16歳で宝泉坊照円に嫁ぎ、 天保3 年(183 2)

4月8 日に40歳で亡くなった。 照円と未（すい）の

問には、 実子として仙之助・ 只次郎・ こけん ・ 円配の

4 名の男子がいたが（註88)、 詳細は不明である。 た

だし史料によると、 長男として沢円なる人物も存在し

たが、 文政8年(1825) 1 1月13 日、 卒年 15歳で亡く

なった。 この沢円は前掲の仙之助と同 一 人物の可能性

がある。 沢円が亡くなったあと、 照円は末っ子の円記

に家督を継がせようとしたが、 円配は何か問題を抱え

ていたようで、 芦耕寺ー山の若僻組から除外され（註

89)、 宝泉坊の家督を継ぐことができなかった。

照円は妻の未が亡くなったのち、 芦仇弁寺玉仙坊出身

（父は第47代義宜）の菊と再婚した（注90)。 菊は文

化4年(1807) 8月4 日に涎生しており、 天保4年

(183 3 ) に 27歳で 宝 泉 坊 照 円 に嫁ぎ、 明 治14年

(188 1) 6月 1 日に亡くなった（註9 1)。 照円と菊の

問には、 天保4年(183 3 ) 12月10日に長女宅（おた

く）（照円が59歳の時・数え年齢）が誕生し、 次いで

天保7年(183 6) 8月18日に次女照（おてる）が涎

生した。 照は嘉永6年(1853 )、 18歳（数え年齢）

の時に芦餅寺宮之坊良厳（宮之坊第45代本親）のも

とへ嫁いでいる。 後に宅蔵の家名を預かる。

天保12年(184 1)、 照円は、 福泉坊澄音の次男で

15歳（数え年齢）の少成すなわちのちの泰音（少或

→大或→泰音→智恣→左内、 と改名）を旋子に迎え た

（注92)。 当時泰音は15歳であった。 照円が天保13年

(1842) 2月29日に68歳で亡くなったので（注93 )、

その家督を継いで宝泉坊第46代当主（注94) となり、

廻棺配札を行うようになった。 のちに泰音は照円の長

女宅と結婚した（註95)。

照円の実弟である茂太夫（佐伯武平党照の三男）は、

天保8年(183 7) に、 信州佐久郡春日新町大日堂で

廻杞配札中に75歳で病没 している。

6 - 2. 照円に関する石造物

芦,,弁寺の村内には、 照円に関する石造物が幾つか残っ

ている。 以下、 それらを見ておきたい。

①屁JI災堂参道脇の角柱

刻文に「求菩提下化衆生 宝泉坊照円立 天保十三

寅年八月 石エ善名村甚蔵」と記されている。 照円の

没年月日について「旧記 芦絣寺村宅蔵担 明治二巳

歳 六月吉祥日」や「由緒古上板 控 立山 元東神職

明治六癸酉年一月 」 では天保13年(1842) 2月29日

とされているが、 ー方、 照円の函石である石造物B-

180笠塔婆「金剛界大日（坐）」（『立山中宮寺 跡石造

物分布濶査報告：,1;-』所収、 85頁、 窃山県［立山t尊物

館］、 1993年3月）では、 天保13寅年(1842) 2月

16日と されている。 いずれ に し て も 、 天保13年

(1842) 2月に死去したとするので、 同年8月の照円

自身による建立は不自然である。 照円の跡継ぎの泰音
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が、 父の威徳を称えて建てたのであろうか。

②富山県［立山t財物館）まんだら遊苑の入口誘森路付

近に建つ地蔵菩薩立像

刻文に「地蔵菩薩の種子力（正面上段） 宝泉坊照

傾（正面右側） 擬滅罪生（以下摩耗）（苫面左側）」

と記されている。

③三河西尾蒋6万石松平（大給）家第 4 代当主の「松

平乗全（松平和泉守）」が「宝泉坊第45代照円」に寄

進した燈記。

刻文に「奉造営守迎婆 松平和泉守 擬御武迎長久

御子孫緊昌 渡持宝泉坊 天保十一年十一月十一日

現住照円七十歳」と見られる。 松平乗全（註96 )が、

彼の父の松平乗究（註97 )が天保10年(1839 )11月

11日に亡くなっているので、 それに対して 1周忌供

淡の意味、 あるいは松平乗全が天保11年(1840 )正

月18日に家督を相続しているので、 それに対する記

念的な意味などで寄進したものであろう。 また、 照円

の古稀(70歳） の祝いの意味も込められているよう

である。 ただし前述の通り、 照円の没年月日について

「旧記 芦始寺村宅蔵拍 明治二巳歳六月吉祥日」や

「由緒：一占上板 控 立山元東神職 明治六癸酉年一月」

では天保13年(1842) 2月29日とされている。 そう

すると、 「天保十一年十一月十一日 現住照円七十歳J

の刻文の内容と異なることになる。 照円の没年とその

際の年齢については、 今後まだ検討の余地がある。

7. 天保後期～弘化期における江戸の桓那場での収益

宝泉坊が江戸の橙那場での廻柁配札活動で得た収益

については、 かつて、 同坊の 元治2年(1865)の江

戸廻棺日記娠から検討したことがある。 同帳の巻末に

は、 渚祈祷による布施収入や品々の頒布による収入が

集計されている。 これによると、 廻向料・別祈祷料と

して、 件数が66軒で27両1分1 朱412文を、 日月茶

牌料として、 14両3分3 朱を、 血盆経料として、 頒

布件数が50件で6 両2分2朱403文を、 経帷子料とし

て頒布件数123件に対し179枚の頒布で65両1分を、

諸大名（松平和泉守・松平安芸守・松平設岐守他） や

新吉原関係者、 一般の信徒からの奉加として626両2

分2朱399文と白銀1枚及び衣3枚を、 すなわち総額

740両3分1214文と白銀1枚及び衣3枚を品してい

る。 さらに、 これ以外に初穂料や反魂丹料もはいるの

であるから、 江戸での廻粗配札活動による宝泉坊の収

入がいかに多額であったことがわかる。

ただし、 宝泉坊の 元治2年(1865)の勧進活動は、

その目的は明らかではないが、 通常は行わない諸大名

家への奉加が多く見られ、 その金額が収益金の大半を

占めており、 その年だけは例年とは異なった特別な勧

進活動を行っていたともとれる。
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これとは別に、 宝泉坊の明治元年(1868 )の江戸

廻棺日記I販の巻末の立芯によると、 同坊は明治元年に

は初穂料を含まない収益として64両を芦絣寺に持ち

帰ったことが確認でき、 硲末期には、 これぐらいの規

校が同坊の廻椋配札活動による本来的な収益であると

考えられる。

以上、 硲末期頃の収益を見てきたが、 宝泉坊には、

同坊衆徒の泰音が義父照円の跡を継いで問もない天保

13 (1842)年から弘化4 年(1847 )にかけて、 各年

ごとに江戸の棺那場を対象とした以下の①～⑤の初穂

集沿j控娠が残されており、 それによって、 当時の宝泉

坊の収益の一部をうかがうことができる。

① 『御初穂上リ高控 宝泉坊泰音 天保十三壬寅年五

月廿六日出立』（芦絣寺宝泉坊文芯）。

② 『御初穂之（以下欠扱）控 天保十四癸卯年 二月廿

五日出立』（芦絣寺宝泉坊文：占）。

③ 『御初穂受納板 宝泉坊泰音 天保十五甲辰年四月』

（芦餅寺宝泉坊文，M。

④ 『御初穂集高控 宝泉坊泰音 弘化二乙巳如月』

（芦絣寺宝泉坊文， I;-)。

⑤ 『御初穂歩金之党 宝泉坊 弘化四丁未年無三月十



日』（芦耕寺宝泉坊文苫）。

これらの板面の内容は、 泰音の廻棺配札活動による

ものだが、 しかし、 ある謡味では、 時期的に照円から

引き継がれたばかりであり、 照円が長年培ってきたも

のを示しているともとれよう。

まず、 板面には具体的にどのようなかたちで記載さ

れているのかを、 上記5冊のうち、 天保13年(1842)

の『御初穂上リ高控』を一例として見ていきたい。

【表紙】

天保十三壬寅年五月廿六日出立

御初穂上リ高控

宝泉坊泰音

【本文】

ー、 金五百疋

ー、 金弐百疋

金五拾疋

金百疋

松平和泉守様

同、 おの婦様

同、 松し満様

松平河内守

金五拾疋 又五十疋 同

金五拾疋

金壱朱

、 金百疋

ー、 金壱朱

ー、 金壱朱

金百疋

ー、 金五拾疋

ー、 金百疋

ー、 壱銅三十疋

ー、 金五拾疋

金百疋

金壱朱

ー、 金壱朱

ー、 金壱朱

ー、 金壱朱 又壱朱

ー、 金弐百五十疋

森信涙守様

伊藤播磨様

河野長十郎様

片桐石見守様

深谷長次郎様

大沢主馬様

野田屋四良兵衛

中沢屋藤兵條

同

堺屋重兵衛

大沢主馬様 白帷子．血脈

• 初穂

堺屋九兵衛

同去年分

堺屋重兵條去年分

乗物屋与兵衛

吉原中世話人新助
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ー、 金壱朱 虎屋徳右衛門

ー、 金壱朱 平野定兵衛様

ー、 金五十疋 才廿杭弱が一良〖お良

ー、 金壱朱 鈴木宗鉄様

ー、 金壱朱 伊勢屋与八

ー、 金五拾疋 長沢屋藤七

金壱朱 松浦持苫様

ー、 金五十疋 伊勢屋彦兵條

ー、 金百疋 渡辺様

ー、 銭拾口、 /七百四十八文 所々御初穂口也。

が、 金五両弐歩壱朱卜銭拾四貫七百四拾八文。

為金弐両壱朱卜三百十弐文

合パ金七両弐歩弐朱卜、 又壱分也、 三百十弐文。 右

者江戸旦方御初穂御上リ高。

ー、 金弐両三歩弐朱卜四貫四百文 田舎旦方口々御

初穂上リ高。

為金弐歩弐朱卜廿四文

惣合グ、 金拾壱両弐朱卜、 又壱分也、 銭三百三十六文。

右者江戸田舎共惣御初穂上リ高。

金壱両弐歩 御経帷子之代六枚。

金壱歩 同壱枚之代 小阿ミ町

金壱歩 同壱枚之代 萬屋権兵衛

金弐両 是者昨年分 同八枚之代 松浦持竺様

又合/金拾五両弐朱卜又壱方也、 三百三十六文

内二月十一日

金弐朱也。

三月廿五日

金弐分弐朱

梨子之代渡

満助江戸出立之節渡。

金三分也、 又壱分也

金壱両也

泰音房様江戸御出立之節渡。

泰音様江戸御出立之節。 別

段用意二渡。

三百三十六文 羽銭之分御用人二渡。

引グ、 金拾弐両弐分弐朱也。

此分五月廿五日出、 富山飛脚二差出申候。 沿之節御改

御受取可被下候。

ー、 御経帷子弐枚 浅草田原町尾張屋吉右衛門。

此分卯年二取戻し申候。
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一、 同 壱枚 新吉原新助。

ー、 同 壱枚 堺屋玉兵條取次 之分。

/四枚、 此分未夕代料参リ不申候。 此分卯年受取申候。

右之通御座候。 以上 。

上記の史料によると、 宝泉坊泰音は江戸およびその

近郊の信徒たちのうち 、 大名や硲臣を含む 一部の有カ

な信徒たちから、 初穂料 として総額金12両2分 2朱

を得ており、 そ れを窟山飛脚を使って持ち帰ったこと

がわかる。

この板面に登場する人物のうち索性が確認でき る者

をあげておきたい 。

【大名及びその関係者】

「松平 和泉守」（註98) (三河西尾落6万石松平（大

給）家第4代当主の松平乗全）。

「松平 河内守」（注99) (翌後杵築落3万 2千石松平

（能見）家第9代当主の松平親）。

「森信誤守」（註100) (播磨赤穂蒋2万石森家第10代

当主の森忠徳）。

「 伊藤播磨守J (註101) (伽中岡田蒋1万 3百43石伊

束家第8代当主の伊束長突）。

「 片桐 石見守」（注102) (大和小泉落1万 1千100石

片桐家第8代当主の片桐貞信）。

「 松浦持�(寿信尼）」（註103) (肥前平戸器6万千

700石第10代当主の松浦熙の近親者 ）。

【旗本］

「河野長十郎」（注104) (居屋敷：下谷練塀小路。 禄

高：650石。 役職：文久 2年に二丸留守居。 本国：伊

予。 先祖：父は二丸留守居）。

「 深谷長次郎」（註105) (深谷左源太の近親者か。 深

谷左源太について は居屋敷：湯島孟孟寺前。 禄高：

500石。 役職：安政 5年 5月29日に小姓組入。 本国：

武蔵）。

「 大沢主馬」G主106) (居屋敷：愛宕下神保小路。 禄

高： 856石。 役職：元治元年に和学所：因物 御用手伝。

本国：美涙。 先祖：祖 父は大沢相校守•西丸留守居、
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父は大沢翌前守・小姓）。

「平 野定 兵梱」（尾張名古屋紺士。 尾張名古屋活の江

戸大久保外山の 下屋敷に居住してい る〔天保10年の

宝泉坊照円の棺那飯No.F-479〕）。

「布施弥一郎」（註107) (No.F-511「布施弥一郎」

〔本郷本町水道橋近辺〕、 No.G-126「布施弥市郎」〔浅

草堀田原三問市蔵様同居〕。 居屋敷：牛込末寺町。 居

屋敷：小石川三百坂、 禄高： 150俵。 役職：安政

〔1855〕小姓組裔木組。 史料によって住所が異なり、

同 一 人物か疑問も残る）。

「鈴木宗鉄」（註108) (No.F568「鈴木宗鉄」、 No.G-

169「鈴木宗斉」 。 鈴木宗斎は大道寺権次郎〈表坊 主〉

のことである。 居屋敷：築地鉄砲洲。 禄高：300石。

役職：安政に小姓組水野組。 本国：山城）。

（商人）

「野田屋四郎兵條」（註109) (水油仲買〔10組J)。

「中沢屋藤兵稔i」（註110) (瀬戸物問屋〔10組〕）。

「堺屋九兵紺i」（芦耕寺 宝泉坊の棺那板や他の史料な

どには見られず、 住所が確認できないので、 推定の域

を出ないが、 硲府御用達商人で御香具所の堺屋 久兵節

〔芝口蕗月町〕の可能性がある）。

「堺屋重兵條」（註111) (両替屋〔上野領〕）。

「伊勢屋与八」（註112) (地廻米穀問屋〔三番組之内

附 組、 近郷陸附問屋 〕か。 三拾問堀8丁目。 史料Dで

は「芝□ l丁目」 の住所 であり、 別人の可能性 もある。

なお、 宝泉坊の疫応2年 〔1866〕 の束都橙那板に

「 伊勢屋与八」〔愛宕下秋田様御屋敷 内〕 として品載さ

れ、 秋田 安房守（陸奥三春活 〕の商人であるとしてい

る）。

「長沢屋藤七」（註113) (瀬戸物語l屋。 長沢屋由松：

本船町勘左衛門地借、 後見・ 藤右節門、 元治元年

(1864〕十月後見病死・直名前トナル、 藤七。 巖応3

年〔1867〕旦月旋子半十郎相続）。

「伊勢屋彦兵紺i」（註114) (両替屋〔18番組〕、 雑穀

仲買〔脇店八ヶ所 組米屋の花川戸組〕）。

「万屋権兵衛」（宝泉坊の燦応2年〔1866〕の束都椋

那板 で は、 T\o.210万屋権兵衛〔芝伊皿子台町〕 は質



店・かいば店となっている）。

この他、 新吉原などがあげられる。

さて、 第6表は、 上記5冊の板面の内容を解読・整

理し、 一覧できるように示したものである。 内容の詳

細は表を参照していただ＜ことにし、 以下、 表から初

穂の実質的な獲得金額だけをあげておくと、 天保1 4

年(1843)の『御初穂之（以下欠拍）控』では金17
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両2朱24 0文、 天保15年(184 4 )の『御初穂受納板』

では金27両、 弘化2年(1845)の『御初穂集高控』

では金18両2朱84 文、 弘化 4 年(1847)の『御初穂

歩金之党』では金19両といった金額を獲得している。

このように、 あくまでも一部の有力信徒からだけの、

なおかつ初穂料だけの集計であるが、 概ね18両前後

の金額のようである。

8. 本稿の研究成果と今後の課題

以上、 芦絣寺宝泉坊の椋那板など、 複数の史料を分

析し、 まず成立時期が不明だった3冊の棺那帳につい

てはそれぞれの成立時期を推察し、 次にこれら 一連の

柏那飯から宝泉坊の享保期から嘉永期にかけての江戸

の板那場の規模や御府内における佑徒の地域的分布状

況、 信徒総数に対する屋号を持つ商人身分の信徒数と

その他の身分の信徒数との割合などを検討した（第7

表）。

その結果、 享保期から嘉永期にかけては、 いずれの

時期も、 江戸御府内の各地域のうち浅草・日本栢・京

郷こ比較的多くの信徒が分布していることがわかった。

これについては、 享保期に屋号を所持する商人が信徒

総数の約80.5%を占めており、 だからこそ、 江戸の問

屋商業の中心地である日本栢や御用達商人の拝領地が

ならぶ京稿に信徒が多く分布していたことで説明がつ

く。 しかし、 それ以上に浅草にはいずれの時期も一番

多く信徒が分布していた。 そしてその中核となってい

たのは新吉原関係の信徒たちであった。 娼：惇信仰を基

盤にもち、 血盆経信仰や布橋大椛頂など女人救済信仰

としての性格を前面に打ち出した立山信仰と、 女性の

苦界である新吉原との相性の良さが互いに惹きつけあ

うこととなり、 同地に立山信仰がうまく根付いたので

あろう。 これらの3地域が他所に先駆けて江戸の柁那

場の中核になったと考えられる。 これを中核としなが

ら芝や深川など、 次第に他地域にも拡大していった。

宝泉坊にとっては早くから江戸の棺那均の中核であっ

た新吉原だが、 おそらく文政期に入った頃に、 衆徒が

直接新吉原に出入りし本人が茶屋を個別に回って初穂

を徴収する形態をとっていたのに対して、 新たに新吉

原のなかに立山講の組織が設けられ、 世話人をたてて

初穂の徴収を委託する形懲に切り替わったものと考え

られる。

享保期の信徒たちの身分を見ていくと、 屋号をもっ

商人が全信徒数の約80.5%を占めていたが、 その後、

享保後期から宝暦後期のあいだで諸大名やその家臣な

どと師棺関係を結ぶ事例が培えている。 史料を管見す

る限り、 享保後期の阿波淡路徳岨活第7代当主「蜂須

咬宗英」 がその最初であり、 後の宝暦後期以降になる

と、 大名本人が師椀関係を結ぶ者としては、 陸奥白川

活第2代当主「松平定邦」や伊勢桑名慈第2代当主

「松平忠刻」、 日向延岡慈初代当主「内藤政樹」 などが

見られ、 家臣が師棺関係を結ぶ者としては、 紀州和歌

山悉第7代当主「徳川宗将」や備中松山慈第2代当主

「板倉勝武」、 常陸府中燕第6代当主「松平頼済」、 武

蔵川越活初代当主「松平朝矩」、 駿河田中硲第2代当

主「本多正珍」 もしくは第3代当主の「本多正供」、

伊勢長I�釘審第6代当主「増山正宗」、 遠江相良活初代

当主「田沼意次」 あるいは第3代当主「田沼意正」 ら

が見られる。 この頃から宝泉坊衆徒は諸大名をも含む

武士身分の人々に対して和極的な勧進布教活動を展開

し、 旗本屋敷や諸活の悉邸にも出入りするようになり、

旗本や活士、 時には悉主本人とさえも師根関係を結ぶ

ことに成功したようである。

そうした宝泉坊歴代の江戸の上級身分者に対する菜
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欲的な勧進布教活動は、 文化初期から天保後期に活躍

した同坊衆徒の照円によってさらに拍車がかかった。

照円は江戸の棺那場での旗本屋敷や諸活邸巡りで築い

た旗本や諸大名たちとの師棺関係に止まらず、 江戸城

内部にまで立山信仰を広めようとしていた。 そしてこ

の頃が商人の信徒よりも武士の信徒が多くなるといっ

た点で椋那場の大きな転換期であった。 対象信徒の身

分が商人主体から武士主体となっていく。 ちなみに具

体的に見ていくと、 屋号を所持する商人の信徒数は、

享保期の棺那板では信徒総数の約80.5%であったが、

茄永6年(1853)の棺那板では、 信徒総数の約46%

となり、 半数を下まわっている。 こうした棺那場の信

徒の身分的な推移状況のもと、 この時 期、 三河国西尾

落第3代当主「松平乗突」などの硲閣大名や江戸硲府

第12代将軍徳川家疫付け御年奇山のい（江戸城本丸

大奥老女）、 徳川御三家のうち尾張• 紀州徳川家など

とも師棺関係を結ぶことに成功した。 なお、 諸大名の

あいだでは、 大名家問の親戚関係から立山信仰が広まつ

てい＜場合もあったことが推測される。

さてこうした状況は、 その後、 立山信仰が江戸城内

部にまで広まる契機となった。 すなわち、 立山信仰の

存在が、 江戸硲府第12代将軍徳川家版から江戸硲府

第15代将軍徳川袋喜までの歴代将軍や、 その直下の

硲閣大名、 大奥老女など、 最上級の身分の人々にまで

認識されていたようである。

ー方、 早くから開かれていた新吉原の棺那場に対し

ては、 照円は前述のとおり新たに立山講組織を構築し

たようである。 ただし、 新吉原は衆徒が勧進布教活動

を展開してい＜際の中核になっていたとはいうものの、

意外にもそこから徴収された初穂料はそれほど多額と

いうわけでもなかった。 利益は少ないが、 その「場」

としての安定性に意味があった。

宝泉坊は文化期以前から、 御 具足師の「岩井源兵梱J

御造花師の「家木弥四郎」など、 硲府御用達の商人と

も師椋潤係を結んでいたが、 問屋や仲買を営む町人 ・

商人との師棺関係の棉築にも励んでいたようである。

ところで、 照円が亡くなって間もなくの頃、 すなわ
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ち、 照円の息子の泰音による江戸時代天保期から弘化

期の江戸の棺那場からの勧進金額を見ていくと、 江戸

の柏那場におけるあくまでも一部の有力信徒からだけ

の、 なおかつ初穂料だけの集計であるが、 概ね18両

前後の金額のようであり、 それほど多額とはいえない。

しかし 、 この泰音は硲末期になると毎年百両を超える

膨大な金額を得るようになり、 毎年、 加賀硲寺社奉行

に80両から100両を預け入れている。 信徒の身分の上

級化や多額な勧進金額などの面から、 硲末の泰音の時

代に立山信仰の世界が頂点を極めたと位四づけると、

照円はその疸前までに、 江戸の棺那場での勧進布教活

動のあらゆる基盤を確立させており、 宝泉坊にとって

は最も功労者と言うべき人物である。

さて、 以下は今後の課題である。

今回、 宝泉坊の椀那板などの史料を題材とした一連

の分析で、 同坊が江戸で形成してきた棺那場の枠組み

をある程度指摘することができた。 今後この結果を基

盤としながら、 さらに宝泉坊衆徒の生々しい活動記録

である廻椋日品娠などの史料を詳細に分析し、 そのな

かから、 江戸の様々な身分の人々にとっての「立山信

仰」とはいったいどのような内容で、 そしてそれがど

のような意味や価値をもつものであったのかを検討し

ていきたい。 江戸の人々のあいだでは、 芦絣寺衆徒に

よって実際にどのような意識・ 目的でどのような勧進

布教活動が行われていたのか、 江戸の人々は立山信仰

に具体的には何を頗い、 期待していたのか、 まだまだ

筆者の疑問は尽きない。

この課題とは別に、 芦絣寺宿坊家の享保期から天保

期にかけての江戸の棺那場における棺家の身分の極端

な上級化が、 加質活をはじめ、 芦餅寺のライパルとも

いえる岩絣寺などに何らかの意識をもたらし、 例えば

加質活は、 芦絣寺と岩絣寺の立山支配におけるバラン

スを考えた際に、 それを好んだのかあるいは嫁ったの

か、 それともどうでもよかったのか、 ー方、 岩耕寺と

の場合で言えば、 芦絣寺と岩耕寺間の争論などに何ら

かの影菩を及ぽしていたのか否かといった問芯につい

ても検討を進めていきたい。
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第3巻』(27 3頁）。『日本史総蓑V 近世2』(16頁・

17 頁）。

注49)松平忠発（まつだいら・ただたか）。『大武鑑

第7 巻』（天保9年の 4 頁）。 『三百落落主人名事典

第1巻』(409頁）。 『 日本史総覧V 近世2』(97 頁）。

注50)蜂須質斉昌（はちすか・なりまさ）。『大武鑑

第7 巻』（天保9年の 3 頁）。 『三百活活主人名事典

第4巻』(190頁~191頁）。 『 日本史総覧V 近世

2』(210頁）。

註51)石井良助監修・小川恭一編著 『江戸硲府旗本

人名：ド典 第1巻』(544頁、 原；引房、 1989年6月）。

小川恭一編『筵政譜以降 旗本家百科：•J.;:典（第2

巻）』(903頁、 東洋苫林、 1997年11月）。

註52)石井良助監修 ・小川恭一編著『江戸硲府旗本

人名事典 第3巻』(116頁、 原芯房、 1989年10月）。

小川恭一編『突政講以降 旗本家百科事典（第4

巻）』(2332頁·2333頁、 東洋占林、 1998年5月）。

注53)『究政諮以降 旗本家百科事典（第4巻）』

(2333頁）。

注54)小川恭 一編『筵政湿以降 旅本家百科事典

（第3巻）』(1400頁、 東洋：�}林、 1997年12月）。

注55)小川恭 一編『認政磁以降 旗本家百科事典

（第l巻）』(269頁。 束洋占林、 1997年11月）。

註56) 『江戸硲府旗本人名事典 第1巻』(67 1頁）。

『党政諮以降 旗本家百科事典（第2巻）』(1134頁）。

注57)小西四郎監修• 熊井保・ 大質妙子編集『江戸

硲臣人名事典 第3巻』(144頁、 新人物往来社、

1990年3月）。 『筵政磁以降 旗本家百科事典（第

4巻）』(1933頁）。

註58)『江戸硲臣人名事典 第3巻』(140頁）。 『認政

船江 充／芦餅寺宝泉坊の江戸での棺那均形成と「立山に仰」の展1月(1)

忠以降 旗本家百科事典（第4巻）』(1933頁）。

註59) 『 3包政忠以降 旗本家百科事典（第4巻）』

(2360頁）。

註60) 『究政諮以降 旅本家百科事典（第3巻）』

0547 頁）。

註61)小西四郎監修• 熊井保・大賀妙子編集『江戸

硲臣人名事典 第l巻』(214頁、 新人物往来社、

1989年5月）。 『 江戸硲府旗本人名事典 第1巻』

(323頁）。石井良助監修・小川恭一編著 『江戸硲府

旗本人名事典 第4巻』(111頁、 原苫房、 1989年

12月）。 『笈政諮以降 旗本家百科事典（第1巻）』

(528頁·529頁）。

註62) 『 大武鑑 第4巻』（享保17年の31頁）、 「▲御

作花師 花や九左衛門 別春興一郎 家木作重」。

『大武鑑 第5巻』（宝暦11年の 9 頁）、 「▲御作花

師 花や九左衛門 別春輿 一郎 家木作重j。 『 大

武鑑 第7 巻』（天保9年の18頁）、 「▲御造花師

花屋九左衛門 深佐興市 家木弥四郎」。

註63)注10参照。 児玉幸多・小西四郎・竹内理三監

修 『 日本史総笈IV 近世l』(67 8頁·67 9頁、 新

人物往来社、 1984年5月）。

註64)『渚問屋名前板 細目( 3)』(37 頁·42頁、

頁国立国会図芯館、 1963年3 月）。

註65)『諸問屋名前飯 細目( 3)』(42頁）。

註66) 『 諸問屋名前飯 細目( 3)』(29頁）。

注67) 『 諸問屋名前IP長 細目( 1)』(47 頁、 国立国会

図雌店、 1961年3 月）。

註68) 『渚問屋名前娠 細目( 1)』(20頁）。

註69) 『 諸問屋名前板 細目( 1)』( 6 頁・ 32頁）。

註7 0)『，］者問屋名前娠 細目( 4)』(86頁、 国立国会

図苫館、 1964年7 月）。

注7 1)『諸問屋名前娠 細目( 3)』(44頁、 国立国会

図苫館、 1963年3月）。 『諸問屋名前娠 細目( 4)』

(7 0頁）。

註7 2)網屋三十郎（南茅場町）。 麻苧問屋(10組）。

花咲ー男編 『江戸買物独案内』(267 頁、 渡辺苫店、

197 2年3月）。
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註73)花咲ー男編『江戸買物独案内』(1 67頁）。

注74)『諸問屋名前娠 細目(3)』(85 頁）。

註75)野田屋四 郎兵衛（上野元黒門町）。 水油仲買

(10組）。 花咲ー男編『江戸買物独案内』(2 61頁）。

註7 6)『諸問屋名前板 細目(3)』(63頁）。 『諸問屋

名前娠 細目(3)』(6 6頁）。 『諸問屋名前9阪 細

目(3)』(9 8頁）。

注77)『諸問屋名前板 細目(2).1] (103頁、 国立国

会図靡目、 1962 年3月）。

註7 8)『諸問屋名前板 細目(2)』(10 6頁）。

注79)『諸問屋名前板 細目(2)』(107頁）．

注80)『諸問屋名前娠 細目(4)』(2 頁）。 花咲一

男編『江戸買物独案内』(337頁）。

註8 1)『諸問屋名前娠 細目(4)』(3 頁）。

注82)『渚問屋名前I?長 細目(4)』(8 6頁）。

注83)網屋三十郎（南茅場町）。 船具問屋(10組）。

花咲ー男編『江戸買物独案内』(22 1頁）。

注84)「旧品 芦絣寺村宅茂相 明治二巳歳六月吉祥

日」（芦絣寺雄山神社文古）。 福江充『近世立山信

仰の展開』(356頁~3 62頁）．

明治二巳己歳六月吉祥日

旧品

芦且弁寺村宅蔵控

由緒芯

仰当家之元祖者、 稲谷入彦命苗裔越中之郡主佐伯左梱

門尉越中頸有若之嫡男有頼公、 大宝元辛丑年立山関系

之由、 人王四拾二 代文武天皇被為在奏聞候俎、 玄勅命

巖孟三年大宮若宮始七ケ所七千坊伽藍等御建立被為在

其節莫太也。 賜 田領罷在申候。 其後時二兵乱応仁之

大乱迄二七ケ所之伽藍等破壊仕倍残而、 芦絣三拾八軒

岩餅弐拾四軒都合六拾弐宇相残リ今二連綿たり。 以前

ハ窃山城主佐々木陸奥守成政公御代芦絣本郷束西不入

二被仰付、 其後加賀太守御元祖利家公様より深ク思召

ヲ以御神領五拾石外二御納所高等都 而芦絣寺中へ被下

訊候施、 自然与社寺寄与両支配之姿二押移リ来進高所

持罷在候二付、 前名宝泉坊六拾一世照円公ハ佐伯武平

尉鯰照ノニ男二而、 弐拾九歳之時、 干時文化元甲子年
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（享和三癸 一亥年） 宝泉坊六拾世秋研法円弟子与相成、

法円師同七月十七 日造化被致、 同二乙丑年り関束へ配

札二罷出られ候俎、 前因果稿之大徳二して、 東京配札

之硼徳川家者じ免尾州公井二三州西尾城主松平和泉守

乗全公等より、 格別之被菜御愁命候事諸人皆知る所也。

干時天保四癸巳年十二月十日照円五拾九歳二して一女

出生シ照女与申。 低ハ前名玉仙坊娘二而、 天保四癸巳

年弐拾七 歳二而照円へ嫁き、 二女出生いたし候二付、

高方オ許江百姓面壱軒顆達いたし候店、 御聞届之上宝

泉坊持裔拾九石八斗九升六合之内九斗八升宅蔵分与し

て、 外高二いたし度、 右照女前名宮之坊良厳へ函永六

丑年十八歳秋嫁き宅蔵名目のミ預リ霰候祉、 今般王政

御腹古之折柄御一新丹付、 当山千余年之御改荼被仰付

神仏混沿御廃止丹付、イ曽行相止復飾被仰付、 尤雄山神

社神勤可致旨被仰渡侶行之時も有頼公由緒を以、 以前

り妻常地二御座候。 然慮御一之折柄丹付、 御神領井御

来進高等疫界御立被下弁別仕候二付、 別家宅蔵義明治

二巳己年宝泉坊、 後、 宅蔵居屋敷相求メ家作新二いた

し、 御上之御定法堅ク相守可申候。 村法 者勿論隣ノ郷

之者共等へも不法無之様可相心得候事。 後代々之者時々

披見いたし元祖等之御恩徳可敬可仰候事。

明治二巳己年

前名宝泉坊事

佐伯大弐

泰音誌シ

庚午二月大弐 事左内智磁卜改名

天保十三寅年二月廿九日照円公六拾八歳寂。 同妻菊女

六拾三 歳、 存生。 佐伯大弐 泰音四拾三歳二而復飾。 同

妻沢女三拾七歳。 右宅蔵之宅一字ハ泰音妻沢女之字取

沢蔵与いたし候得共、 御上向ハ宅与申字二而：；り上申候

事。 尤泰音ハ前名福泉坊事佐伯音之進（音男与改名）

産二而橙音次男也。 斑ハ伯（志脱）新右糊門娘弓女与

申、 文化十一甲戌年十七歳秋澄音二帰、 文政十年丁亥

五月十六 日朝六ツ時二出生し天保十二辛丑年年十五歳

之春宝泉坊へ参リ、 益父照円公天保十三寅年（二月廿

九日）病死被致十六 歳り家勢いたし候事。 干時嘉永三

庚戌年正月廿日嫡男出生幼名和三丸与申四才八月九日



二病死いたし候。 嘉永五壬子年七月十三日二女出生直

与申安政三丙辰年四月晦日三女出生し、 幼名床与申候

事又前名泉光坊事佐伯司馬長迎次男丑丸、 嘉永二己酉

年六月九日出生し、 文久四甲子年拾六歳秋佐伯大弐泰

音之旋子卜也、 佐伯永丸与改。 ー、 当家者天台宗二而

芦IU弁寺旦中二御座候得共御一新丹付復飾被仰付候丹付、

ー山之院主り離旦状相顛旦中之者任心底日中村哀言宗

日四寺井一 向宗米道村善入寺小又村禅宗記光寺等へ相

顆候付、 宅蔵義ハ未夕名目のミ丹付、 主人等無之付、

隣村小又記光寺へ相定悶候・事後代之者可相心得候者也。

明治二己年六月

ー、 明治二己巳年小家相建候得共、 無人丹付佐伯左内

ロ（口は 一字古き担じ）世話いたし四候事同年三月居

屋敷井御田地等割いたし候丹付宅蔵居屋敷

宅蔵屋敷

-、 +l·/JJ候西ロ

ー、 九間候東口

拾九間七

ー、 八問候北口

ー、 八閲候南口

拾八問候

p-' 八拾歩

定

ー、 明治三年、 人戸板御調二付、 佐伯宅蔵名目而巳丹

付、 佐伯音男一女瀧旋女与して左内方江買誼作。 尤人

口板ニハ宅蔵妻与上訊候事。 ー、 明治六年十一月村方

地券法丹付、 山畑山林究割立丹付、 持高弐升井二山割

不残相譲リ候事。 但シ従前林割字ナ堂後稲田ハ左内方

り代料相渡求置候事。 ー、 持高 宅蔵名目二而：内上有

之候得共此高ハ左内次女床他家へ嫁付候得共万 一離別

与有之候而ハ指支至廉も有之付其泰音方与して担置事。

但シ是彼なく納リ宅蔵方二而も誠忠也。 人々召つつ其

時宜二より何辿共内論互二哀意ヲ以（以になっている

が致？）取斗辿＜事。 右家族 ー同示談之上取究祖先照

円始本家代々孟思頼奉仰候事也。 家可た免候丹付、 口

（口は 一字難砒） ,, 速也。 うごきな求家張礎五百千尋底

津岩根クぷ、 可た免せんと有。 左内。
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明治六年十 一月廿九日

佐伯宅蔵

たき江

親類

佐伯智忽

佐伯弘澄

佐伯武極

佐伯一学

佐伯司宮治

佐伯源五郎

たき生年月日 嘉永二年五月生ル。 父佐伯音男弘澄、

母ハ志席新右栢門娘。 明治十 一年、 たき義、 音男方ヘ

複籍病身（丹付）為致、 俗名三九郎次男市三郎へ宅蔵

家名相譲リ申候也。

［本冊に挟み込まれた 一紙文苫（その1)】

高祖父、 宝泉坊出生法円、 文化元甲子年七月、 七十一

歳病死。

沿j祖母、 宮山蒋松井甚六娘、 文政八乙酉九月病死。

父、 佐伯武平二男、 天保十三壬寅二月、 六十八歳病死。

埒、 玉仙坊娘菊、 六十三歳存生。

其身、 佐伯大弐泰音、 四十三歳。

妻、 宝泉坊娘、 三十七歳、 沢女。

倅、 和三丸、 嘉永六癸丑年八月四歳病死。

娘、 直女十八歳。

妹、 床女十四歳

ロ（口は 一字難盗）、 佐伯司馬出里。 二十三歳。

【本冊に挟み込まれた 一紙文苫（その2)】

武平事

文化十三丙子年正月五日、 春逹妙證沙弥尼、 党照女ヲ

ヨツ事。

嘉永六癸丑年八月十五日、 ？笠心賠法師。

佐伯武平鯰照三男茂太夫辺、 天保八酉信州佐久郡春日

新町大日常染衣同寺二而七十五歳病死。

天保十三壬寅年二月廿九日、 宝泉坊弘徳照円六十八歳、

佐伯武平筵照二男病死。

註85)「宝泉坊系統図 佐伯幸穂」（芦絣寺大仙坊文

苫）。
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四十四代法円（ハウィン）。 文化元甲子年七月十七

日寂。

四十五代照円（シヤウィン）。 天保十三壬寅年二月

二十九日寂。 行年六十八歳。

四十六代智森（トモノリ）泰音事御一新二付明治二

巳春四十三オニ而復飾被仰付。

四十四代 法円 妻名ハ玉女 文政八乙酉九月十七

日行年七十二歳死 窃山前田家蒋中松井甚六二女。

―女 元権教坊四十二代泰明至ル年号不詳

二女 元苦道坊四十四代廓音二至ル。 名ハ金通。 名

佐伯美那登仰二十ハ佐伯突徴也。

三女 法円息女名ハ種女卒和三癸亥年六月十三日行

年拾六歳死。

四拾五代照円 佐伯武平三十九代忠永コト。 安永四

年出生。

直3厄照次男児名亀丸卜。 卒和元辛酉春二十七歳ニテ

当家法円旋子卜成ル。

文化元甲子ヨリ天保十一庚子年迄関束配札江戸諸侯

方帰依二付信施多有之。

年二月二十九日行年六（空白〕歳死。

妻ハ前宝伝坊三十六代快順三女。 名ハ未（スイ） 十

六歳ニテ照円妻卜成ル。

天保三壬辰年四月八日四十歳死。

長男沢円。 文政八乙酉年十一月十三日行年拾五歳死。

後室元玉仙坊四十七代義宜一女名ハ菊。 文化四丁卯

八月四日朝生。 天保四癸巳年二十七歳ニテ当家照

円二至ル。 尤二女元相栄坊苗泊妻名ハヨシ三女ハ

元三学坊本応妻キヨ。

一女。 息女名ハ宅。 天保四癸巳年十二月十日生。

二女。 名ハ照（テル）。 天保七丙申年八月十八日朝

生。 嘉永六丑年拾八歳ニテ元宮之坊四十五代本親

二至ル。

四拾六代。 泰音事復飾元祖、 智滋（左内卜改ム）。

元福泉坊四十二代澄音次男只治丸文政十丁亥五月

十六日朝六ツ時生。 改名小弐干付。

天保十二辛丑年拾五歳ニテ当家照円笠益子卜成ル。

明治二巳春四十三復飾。 佐伯音男ノ弟。
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註86) 「 由緒芯上板 立山芦絣寺：事束神職 明治六年

二月」（炭瀬誠編『越中立山古記録 第3巻』所収、

241頁、 立山開発鉄道株式会社、 1991 年10月）。

（部分）

四十四代 法円 文化元甲子年七月十七日寂

四十五代 照円 天保十三壬寅年二月二十九日寂

右由緒 之依ハ前段二芯上申候

二月 四十六代佐伯左内

註87)松平和泉守（松平乗全）が宝泉坊（照円） に

寄進した燈筒には 「天保十 一 年十一 月十一 日 現

住照闘七十歳」と刻文が見られ、 これにもとづ＜

と、 照円は古稀まで生存し、 その後、 天保13 年に

72 歳で亡くなったことになる。

註88)「長官様長娠 芦絣寺中郎武兵節 同等党坊

文化拾四丑年八月吉日」（炭瀬滅編『越中立山古品

録 第2巻』所収、 67頁·68頁·71頁. 72頁·74

頁、 立山開発鉄道株式会社、 1990年4 月）。 「宝泉

坊孫 宝円子 照円。 同年金三両 ー 山諮取。 照円

当ル名主指除筈。 右金子文化十一 年戌十 一 月取」

（以上67頁）、 「（文化七午年） 宝泉坊孫 照円子

仙之助」（以上68頁）、 「（文政十亥十一月十五日）

切替 宝泉坊孫 照円子 只次郎。 宝泉坊孫 照

円子 こけん」、 「 （文政十一 年子十一月十五日）

宝泉坊孫 照円子 円陀」（以上71頁）、 「天保五午

年 長官相兵坊御年五十五才。 ー 宝泉坊孫 照

円子 おたく。 右只次郎相勁ルニ付蔵板二相成候J

（以上72頁）、 「天保十一子年十一 月十五日 宝泉坊

孫 照円子 おてる」（以上74頁）。

注89)「当山若僻定：＄娠 芦蛉寺若他中 天保三辰八

月吉日」（『越中立山古記録 第2巻』42頁）。

文政十二丑六月朔日入 宝泉坊

天保五午十一月十五日 円配（印）

円龍義不行跡二付宝泉坊り顛出候。 若仰相省キ被下

候段申候二付相省防：候。 尤 ー山永娠等も外板二御

座候。

註90)註85の 「宝泉坊系統図 佐伯幸穂」（芦始寺大

仙坊文芯）を参照。



註91)石造物B-170角石標「佐伯照円妻喜久」（『立

山中宮寺跡石造物分布調査報告苫』所収、 84頁）。

註92)註85の「宝泉坊系統図 佐伯幸穂」（芦絣寺大

仙坊文芯）を参照。

註93)照円の没年月日について「旧記 芦絣寺村宅

蔵担 明治二巳歳六月吉祥日 」では天保13年(1842)

2月29日とされているが、 ー方、 照円の蕊石であ

る石造物B-180笠塔婆「金剛界大日（坐）」（『立

山中宮寺跡石造物分布調査報告：―占』所収、 85頁、

富山県［立山菊物館］、 1993年3月）では、 天保

13寅年2月16日とされている。

註94)註86の「由緒苫上飯 立山芦絣寺事束神職

明治六 年二月 」（ 『 越中立山古記録 第3巻』所収、

241頁）。

註95)「戸籍人員詳細取調苫上娠 第立区四番組芦絣

村 立山元東神職佐伯左内相 明治五年」（芦餅寺

ー山会所蔵）。

越中新川郡第立区四番組芦始村

実父元福泉坊橙音亡次男 立山元束神職 旋父照

円亡 佐伯左内智憲 四拾六歳

同村元玉仙坊義宣亡長女

母 き＜ 六拾六歳

妻 た＜ 四拾 歳

実父同村佐伯司馬光長次男

長男 永丸 二拾四歳

長男妻 な越 二拾一歳

注96)『三百蒋滋主人名事典 第2巻』(330頁）。 『 日

本史総覧V 近世2』(254頁）。

註97)註42参照。

註98)注96参照。

註99)註43参照。

註100)註39参照。

註101)註37参照。

註102)註38参照。

註103)註47参照。

揺江 充／芦炉寺宝泉坊の江戸での校那坦形成と「立山に仰」の展IJ月(1)

註104)註51参照。

註105)註52参照。

註106)註61参照。

註107)註59参照。

註108)註60参照。

註109)註75参照。

註110)註80参照。

註111)註64参照。

註112)『諸問屋名前飯 細目( 1 )』( 8 頁）。

註113)注81参照。

註114)註66・註69参照。
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区窒
いび碑△屈一を忠右

五
�
右
n衛門

こんにゃく応忠吾面

茎船13/,i.一 郎兵街
和呆反清 一郎
ふ 水坊

Z士白磁四郎兵面
丸屈哀7兵街
升田反又兵面

IS姦衛
ー河足勘兵衛

伊 函
船ヨ -l!ll 
船田 ヽ
褐井喜之助
ilJI家老佐々木長右面門
名三中村八干云面l,万

庄窯J;反兵衛
大 庄右面門
襦-桶-町Iii.七市

兵
兵

―面衛-

翌互万/ij圧反呈権逗琴十—径
郎
―― f� 

村西武r,
<!_)登
中

_島ェL,__<凩屈�生
餅
喜半三

呉

兵
建

廷

衛
力 石

八百
lぐコ

ー河反
中鳩庄

‘ ― 

た御圧 室左蚕面t門, 野田圧八

竺一高碑加"
'

・年老鴫��
E"

.,a

ん

-半
ク

]'i左ぎ兵D
云匹

憂
咲門地で郎石面門

伏見屈五兵な
相筏屈仁兵衛

牲砥—翠
細

圧喜ffil左衛如門

人数花数
1 I 
1 7 
1 I 
1 
゜

1 
1 
1 
l 
1 
1 
1 
， 
1 
1 

1 
l 
＼ 
l 
I 
＼ 
I 1 
I 
＼ 
1 
I 
I 
l 
I 1 
I 
I 1 
l 
I 
I 
I 
I 

11 
11 
11 1 
Ii 
II 

I 
1 
1 
I 
l 
1 
l 
l 
1 
1 
＼ 
l 
1 
1 
l 
1 
1 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
l 
1 

11 
11 
1 

1 
1 
l I 
1 
1 11 
l 1 
1 I 
l 
I 
l 
1 1 
I 
1 
1 1 
1 
I 
1 

1 I 
1 
1 
1 
l 
1 

麟日本檎且埜区
区 B C D E F G 

1●| 
日本揖区 1● 
日
器 :c B 

B 揖区 1● 
日 檎区 1● 1● 

8臼区 1● 1● 
8 

器唇
1● 

日
日 にほ区 I 

1烹ほ区 I● I I 
士ヰ区 1e 

日
旦
日

本

本
揉捻亡

区
区
区

11
1● 
● 片：

I 

1● 10 

旦旦旦

覇

"-""9

．

互本

杢
罷

滉

紐

芦日t-_•

匡
一

区
区

区" 

l● 

1● 
I 

1● 
1● 

京襦区 1● 
日本な区 1● 

隣桑捻
忍一区

11● 
1● 

11● 

裟直四互
神田

百区区

区

1● 1() 

1● 1● 
1● 
,. l● 
1e 

神田区 1● 
不明

神
神田
田
区
区 1• 

1● 
神田区 ,. 

神田区 1● 
神田区 l● I 
神田区 1● 

神田区 1● 
神田区 1

1
● 
● P-l· ● 神田区

神田区 1● 
神田区 1● 

本-本郷-
区
区 1● 1● 

1● 
神田区 1● 

神田区
区

1
1
!9 
● 牛午返込

区 1● 
干込区 1● 

'"'"区 1● 1● 

穀璽キ込区旦
1● I 
1● 
1● 

1● 1● I 
キ
牛

込
込

区
区一→ 1● 

生小石
込区

川区 1• 
,

小
1ヽ石-
石Il/Il

I
-区区

1● 
1● 

小石川区 1● 1● 
爪石川区 1● 

小
小
石
石
川
川区区

1● 
1● 

,1ヽ石川区 ll● 
● 仕1．● ,1ヽ石川区

雨喪島郡 1● 
南表S郡 1● 1!...1. () l!t次区
四•
四
一ー谷
谷

・区
区

1● I 
1● I 

四谷区
四谷区 1● l● 
四谷区

醗雨壼•瑳烏郡郡
1● 
1● 

叩堕
西堕

四

四
翠

谷釜

谷

星区区

区

笙
1● 
1● 
1• l● 

1● l● 
h● 1● 

••=区
:1 

覧区
1● 

牛 込区 1● 
牛込区 1● I 
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枯紅順
188 
189 
190 
191 
192 
193 
194 

配礼地
御たんす町（翌

苅
ii:亘互

:;j
即
町）迦た ん丈町( ;-i 

匹御た

た
ん
ん

すす町
町（（御御云三笥百町

町）
） 

約込竹E!
本江迅分鯰込DOた町通のカ
清水村

髯197 拾条村
1198 皐円
199 拾条村

I 
200 

1武
村
州
）
王之郡山口駅やげ>Ii'村（山口駅宅部

201 
1武

村
州
）
王之郡山口駅や1疫f 村 （山口駅モ部

202 武州三之郡山口駅やげ迅．
村 （山口駅宅部

l:t.tl 
20l 1武

村
州
）

ェ之郡山口駅やげ遍 村 （山口駅モ部

204 武州三之昴山口駅や11;s· 村 （山口駅宅部
l::t) 

zosw 武州王之郡山口駅や11;:s· 村（山口駅宅部
村')

206 武
村｝
州玉之郡山口駅やげ返．

村 （山口駅モ部

207 武州三之郡山口訳や1がら．
村 （山口駅モ部

村）
208 震州三之郡山口駅やげ云・ 打（山口駅宅illl

村 ）
20沃 武

i,t
州
\
ェ之郡山口駅やIお;;: 村（山口駅宅部

21ゆ I
：
武

村
州
）
王之郡山口駅やげ遍． 村（山口駅宅部

211② 武州ェ之郡山口駅や11�· 村 （山口駅モ部
：村 ）

212 立口いるま郡山口駅ぽだいざ村 （武迂ID

243 

霞ゅむ舟琵昔｝

244 
245 
246 
247 

翌―ゆ
ゅ
ゆ

—デぞ
ぎ
侶主打

�
’ー,（

(
瓢補

C
芦木

t
n卜"9 • 

248 
249 
250 
251 
252 

讃団翌昔｝253 
254 b

堵
笙ぎ

封

（

器
抽木

昔

村

｝） 255 
256 
257 b―

辛
ざ―五西別II在材木E258 

259 州多ほ郡あ川村

凡例

笙徒名
丸天圧屁罪平助召

△八
三

亘
河

百f.
声

N反2巨左
兵豆旦

年
江！

神
右

戸
街

圧―次
門

― 兵西

窪平兵臼
-
預
苔- 笠四二郎郎-
裕右面r�
くざい巧
名主勘左面門

文右面門

戊兵面

八郎兵街

伊左西門

市郎右衛門●

半七

五兵面

忠兵衛

七郎左谷門●

七郎左面門●

市郎；；；衛門●

珂兵衛

加兵面

ーい郎
1文右街門
IS三左面門

'十弥
郎兵面

兵ー・街

Z早茂左
兵

,径左
l.ti

．e面
門門

醗t卵症秀杢兵
堡豆

石
: ＿ 

半之祥
卯左面門
芳之
氏次郎

1邦右面門
虎助

竿計右
知西門

勁頸杢右烹衛茫
門
｝． 

竺広祖右街n門
当右衛門

軍登口,
＾
,.,,知四

や

郎
� 
由

—一「
"
1 

国戸墓字ゃ
gl!_

紐反r.!i八_至郎
郎
Elli門

ー・
人数石芯1茎

生
当石旦

1!J
遵旦区

18 IC IQ_[E 」F JG 
1 I I 11曼」且邑1 
1 
1 

I: I I云ll!I-区 j1● I I I I 
1 
1 1 
1 1 

11 北表塁埜 『日·-「:_ J 」 」 I 
1 北登翌

多
旦
正埜

郡
郡1 北

1 1 �t 

I 北多ほ 邸 1● 

I 北多庄郡 1● 

I 北多に郡 1● 

I 北多ほ 郡 1● 

I 北多正郡 1● 

I 北多翠郡 1● 

t 北多ほ 郡 1● 

1 北多ほ 郡 1● 

l 北多ほ郡 11● 

o
I 

北多ほ 郡゜ 北多ほ郡 0● 

1 ミェ.II<入r.,郡 l● 

1 ご三:Ill入問郡 1● 

1 ， 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 I I I I 
I 
1 
1 雨函多ほ―丘郡

郡 I
―--「 L 7 1 

I 
I 
1 

IT 
1 

1゚ 
1 
l 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
I 
1 
1 
1 

阿南多i-摩�t 1 
1 

戸�両多竺..AYほ？1 1 
I 
1 酌

睦
I 

l 雨

l 阿 ほ 郡
1 

函両逗5ほ
郡

郡1 
1 阻>ほ 郡
1 1z:;; 区
1 北冬匹』,..
255 15 192 “ 1」O 11 10 

本kは、 史料Aの本文をili',:icし、 その内吝をデー タペ ー ス化したものである。さらには史料Alこ掲載された全i,了徒の 、 史料B~史料Cに対す
る掲載のイi!!!\を示したものである• lJ中、掲I

・
占船の禎目の丸で囲った吊りはlol ・人物を示すものである．その院 、 ioJ沿けは向一人物を示す．｛、 ：

徒名の珀日の「●J印は本文中においてlul一人物が見られる均台を示す、史料B~史料Gの項目の「●」印は 、 史料Aに記された届徒が1,;J一名
及び,�1 ー（も所で史料B~史料GIこ兄られるJ·り合を示す。史料B~史料Gの珀目の「O」日Iは 、 史料Aに品された（ ，；徒が代井わりや転J泣で、 l•l一
名であるが住所は異なる．ぁるいは1主所が一致し姓やJ,,]りも啜するが代朽わりや転店で名前が汎なる坦合などを示す．
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第2表 史料 c の内容

担歎順 配礼地 償徒名 1人数 布数 該当口郡区 A B D E F IG 
001 西保四つじ（西久保町） 御＜ら町 おうや万兵面 1 之区
002 本所一 目 半兵面 1 本所区
003(1) おがわ町ひけし歎（小川町） ぐんぺい諾次郎● 1 神田区
004 未楼駁 石底伊緊大鰭a; ;;; 筏 1 不明
〇05 来惑m 足上殿 1 不明
006 未担m お塁宅応� 1 不明
007 未拓五 お遊寄応 l 不明
00ゅ たなま様面致の内（田沼様初致の内〔駒込 高木金次郎● l 本郷区

か?))
009(1) おがわ町ひけし屈致（小川町） 幸次郎● ゜ 神田区 I 
010 おがわ町ひけし足敷（小川町〉 桜部源右面門 1 神田区 I 
011(3) おがわ町ひけし圧敷（小川町） 桜井新十郎• I 神田区
012② たなま御敷-まごめ(Ill沼御致・駒込（上 高木全次郎● ゜ 本郷区

庄敷）〉
0
0

1
1

3 
4 

匡木上 一ツめやしき（本所） 保し苫治郎 1 本所区 I 
挽町近江守磁 近江守筏 I 京ほ区

015 木挽町近江守戌 1涌上弥五；；；；在門 1 京捻区 I 
016 つきじかしの足致 カリニパー（築地河岸 かんの市右函門 1 京捻区

） 
017 正平ほ手�,, (8平控） 升反又兵衛 I 神田区 1● 
01 8 神田佐久問町 大工喜四郎 1 神田区 I 
019 松氷町 五反勁七 l 神田区 1● I 
020 松永町 点居兵兵面 I 神田区
021 松永町 漬兵面 1 神田区
022 神田加ぢ町 1T目（鉛；台町） 浜田圧十兵衛 I 神田区
023 神田四F町 応域区四郎兵西 I 神日区 l ● l ● 
024 白銀町 3T目 万圧治郎兵面 1 牛込区
025 神日4T目 丸庄久兵西 1 神田区 n● 1● 
026 本所い安敷 平野櫂八 1 本所区
027 神田ミな川町 2T目（むJII 町） 家＝大工宮紀権，、 1 神田区 I 
028 神田ミな川町4T目（皆川町） 秋田屈囚五郎 1 神田区 I 
029 神田ミな川町 4 丁目（仔川町） 岩井圧庄七 l 神田区
030 神田とミまつ町迅地(;,:,; 松町） 中村伝兵衛 l 神田区
031 神日まつゑ町（松筏町〉 溢冶圧勘左面門 l 神田区
032 

I
神田釦心町今ハたを花T新迂小をろじ 自性院（正林）

1
1 神田区 1 ● 

の近処
033 池之荘中町（池之端仲町） 野田Iえ 四郎兵衛 11 下谷区 l ● 1 ● 1● I l ● 
034 池之迄中町（池之嬬仲町） 皆河圧吉左面門 1 下谷区 ,. I 
035 池之竺中町（池之辛仲町） £i£ 喧左面門 1 下谷区
036 池之端広小路 山形屈裕左伍門 1 下谷区 I 
037 池之こ広小路 伊羹圧苫右西門 I 下谷区 1

1
● 
● 

I 
038 池之こ広小路 ふぢ尽伊兵衛 l 下呑区

器一字
池

端広小路 JII越
←
尽-罹八 l 下谷区 1 ● 

之端広小路 万反丑左面門 11 下谷区
041 大門町（上野函•北大門町） ー文字屈湛兵函 l 下谷区
042 竹町 田中屈万次郎 1 下谷区
043 上野町

米額糸屈皮
反

反花清

八

8罹i!i兵
兵

涵弥街伍四郎

1 下谷区 I 1 ● 10 10 
044 下谷伝者町 l 下

下
登
谷

匡
区

1● 1 ● I 
045 下谷七問町近所小心T( 小島町） I 
046 坂本 4T目 11 下谷区 I 
047 浅互すわ町 (llll訪町） （貼紙の下）浅卒 大仏師字吝 （貼砥の下）泣木足次郎助 1

1 浅 卒 区
呑わ町

048 なみき町（並木町） とら圧 1 浅五．区 I 
049 浅豆妍寺町 万ば寺門前 吉日I.:.:、、兵街 1 浚立区 1● 
050 浅亙寺町宗源寺門前 巧日尼四郎一郎 1 浅豆区 10 
051 l 浅留町 伊緊圧罹作 I 浅互．区 I 
052 浅留町 材木屈伝兵面 1 浅:>;!区 I 
053 かや者町入口（茅埠町） 清水屈権治郎 1 本所区 I I 
054 金冗山 下山谷堀 決

反
半兵衛 1 浅立区

055 くわん音前（浅豆寺観音空前） のり反伝助 1 浅互区
056 くわん否前（法豆寺観名空前） ；；；八 l 浅卒区
0
0

5
5

7 
8 

空大町 鈴木良高 1 浅五区
聖天横T 油民市郎兵而 1 沼立区 1● 1● 

059 浅刃ふじ前 伊豆反市兵面 1 浅立区 1● 
060 浅互八ff町 金兵面 1 浅互区
061 浅立田町 祖項屈次郎兵西 1 浅];!区 I 
062 浅立田町 小Jill::;:密 I 浅

浅
卒
互

区区 I 
063 浅豆田町 増庄内伝助 I I 
064 浅五砂利埠 荘圧喜兵街 I 浅王区
065 浅豆山の花（山之宿町） 名床金八 I 浅コ区
066 浅豆さんや町（山谷町） 山田反小十右面門 l 浅互区
067 I 浅豆さんや町（山谷町） 増 Iえ八右西pij 11 浅立区
068 浅豆さんや町（山谷町） 中村反新八 l 法互区
069 浅工さんや町（山谷町） 尾蛋尼忠=l!II 11 浅玄区
070 浅豆さんや町（山谷町） 望'./%権八 1 浅立区
071 浅豆さんや町（山谷町） 八百圧谷右衛門 1 浅互区
072 浅コさんや町（山谷町） 兵八 l 浅工区
073 浅互さんや町（山谷町） おさよ l 浅豆．区
074 浅豆新町窪平店 公廷文右伝門 1 浅� 区
075 小鴫1i!J 家＝六左薔r, l 浅豆区 I 
076 小嶋町 こう助 1 浅互区
077 小と町 指圧清右衛門 l 浅翠区
078 小乙町 升反源ノヽ 1 浅互区
079 山徒じ之 一 又 ニ応圧宮 1 不明
080 みのわ町（ー之綸町） 円咤坊 1 下谷区
081 みのわ町（一之輪町） 海老圧利右西門 1 r谷区
082 みのわ町（ 一 之輪町） 万字反；欠助 l 下谷区
083 みし問門前（ー島四元院門前） 中圧作兵函 1 浅五区
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柑m順
084 

085 
086 
087 
088 

089 
09 0 

091 
092 

093 
094 
095 

096 
097 
098 
099(4 

100 
101 
1 02 

103 
104 

1 05 
106 
107 
1 08 
109 
110 
111 
112 

113(5) 
114 
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配礼地

くろ舟町かや弓門前（黛船町）
くろ舟町大

（
―えち― （零船町）

くろ舟•町 紛町）
くろ舟町（黒的町）
そとさ＜らだ堺山偏中守nc外裟日町(.l:.
圧穀））

苫庶中町
吉互中町
苫ぼ中町

百灰中町
吉庶中町

苫屎中町
苫屎中町
吉灰．中町

宮応：中町
吉屎中町

;;r,;; 中町
吉肛中町
吉院大門

苫玩中町
苫貶．中町

宮灰中町
吉屎中町

苫灰中町
苫ぼ中の町

吉序中町
吉灰中町

古霰中町
吉匝中町
吉匝中町
吉原中町
苫ほ中町

苫庶中町
言坂中町

古5中町
苫灰中町
=庶中町

吉阪中町
吉税中町

苫阪中町
吉尻中町

苫貶中町
苫反中町
吉貶中町

吉灰中町
吉ば中町

苫玩中町
苫玩中町

古氏中町
吉灰中町
苫屎中町
吉咲中町
吉E中町
苫距中町

宮屎中町
苫貶中町

吉貶中町
百庶中町
古探．温圧町

吉床溢圧町
吉際渇皮町

吉反中の町
吉保中の町
吉院中の町
苫氏中の町

吉保中の町
吉序中の町
苫尻中の町

宮 中の町
苫 中の町
宮 m町=醗騎町
古 町
吉 町
言庶角町
宮床企町
苫厄角町
言玩企町

吉氏灼町
苫係伍町
吉氏江戸l!IT

苫庶江戸l!IJ
吉源江戸町
苫ほ江戸町

百
言

吉
言吉

5匹氏
応笠

江江
江

江エ

戸
戸

戸
戸戸

町
町
町
町

町

百ほ新町

信祖：名
后掻坂四郎一 郎

a� 次郎
たず兵衛
采/':.JI兵石・た七
四家老郡木（ッツキ）戊右面門

松庄与兵西
中村足庄次郎

近江底嘉兵街
須11;;&1久一郎応 須伝！え久兵衛
巴庄半七

中川反久石面門
兵崎圧小兵治

伊緊圧兵右釦門
伊緊反安兵街
松菜足半治郎
巴皮仁兵衛●
かわ圧庄兵衛
ますだ広半一郎

函

両

若．沢百

松

反"

戸

圧佐"零右兵助缶―門

祖本反喜兵次
す頭圧伊右衛門
海老圧江九郎
海老圧況一郎

函

万

会
伊

字

所尖百

反

冥圧四
百

与

郎
久

ii¾
左

兵
兵

·
西

街

r, 街
●

門

拿伊
一圧沢喜尺ー・ 兵衛

八五郎

右 郎
万 所
万 与左 右西門
蔦 兵函

伊 兵な
伊 ＝郎
I� 兵 面

住
c, X 兵衛

松本圧五兵衛
Tふ函）三祖兵五郎
n 面
=兵圧伊兵石

住

匹匹祖升�瓜平-E
L
主"孤-,堅三念-―墾「1•

●

蔦liil-i: 兵岱
�近

Ti
江反項兵面•

太夫
ー中太夫
＾太天
伊豆圧孫四郎

真たば右面門
永�Fl伊兵衛
�Ti: 甚兵面
山口尺与兵街
大!J!E久四郎
苓荷e;r; 右面門
之尺五兵面
四ツ目屈窪兵西
万 字e�八
万字1d治郎兵面
近江圧吝 一 郎

太田圧吝；；；街門
布JIiii:芝八
万 字圧喜兵街

万
昆布字圧圧仁又左 缶門

右衛門
万字庄与市
万字圧云八
すささ庄半兵街
海老庄苫兵衛
松ヌ圧半；；；衛門
かいばみ足左兵治
生廷；注右衛門

人芯 布改 該当口郡区 A B D E F G 
1 浅互区
1 浅五区
1 法豆区
2 注立区
1 口町区

1 浅互区
1 浅工区

1 法立区
1 浅工区
1 浅立区
1 法立区
1 浅豆区
1 湛互区 1 ● 1● 

1 湛互区 1 ●
1 沼互区
1 法豆区

1 浅:J! 区
， 浅互区

1 浅互区
1 注?;I: 区 1 ●

1 浅互区
1 浅工区

l 浅互区 1●
1 湛立区
1 浅互区
1 浅立区

l 浅互区
I 浅正区

1 浅立区 1 ● 1● 
1 浅区 1 ● 1 ● 1● 

1 浅コ区 1 ● 1 ●
1 浅コ区
1 浅立区
1 浅互区

1 法互区
1 法立区

l 浅立区
1 洛立区 1 ● 1● l●

I 浅互区
I 浅互区
I 沼豆．区 1 ● 1 ● I●

1 浅豆区
1 浅互区
11 浅工区
1 浅工区
1 浅工区

l 浅豆区
I 沼田区
1 湛工区
1 法工区 1● 

0
1● 

● 仕0●．-゜ I浅豆区 0● 
1 湛立区
1 浅豆：区
1 沼工区
1 湛五区
1 沼互区

1 浅
浅
豆
豆：

区
区1 1 ● l●

1 浅互区
1 浅豆区
1 浅互区 1● 
1 法五．区

I 浅区 1● 
l 浅豆区

1 沼豆区
I 浅立区

1 浅コ区 l●
1 浅コ区 1() 1(う

l 浅コ区
l 浅五区

1 浅三区
1 浅互区
1 浅立区

I 浸立区 1 ●

1 浅豆区 1ili 
1 湛空区
1 浅工区

l 注豆区
1 浅互：区

I 浅:3.! 区 1 ●

I 浅コ区
l 浅互区

1 浅工区
1 浅工区 l● 
1 浅コ区
1 浅豆区
1 浅立区

1 浅互区
1 浅互区



祀匹
こ配探蛭新町173 

174 苫屎f.li町
175 古氏新町

176 苫屎釘町
177 苫貶新町

178 =庶知町
179 苫氏新町
180 ；；屎新町2T目
181 苫灰新町2T目
182 苫氏刃町2T目

183 吉ぽ妖町2T目
184 吉屎京町
185 古阪京町
186 ごほ京町
187 ；；玩冥町
188 =庶京町
18沃5) 吝屎中町
190(4 言屎中町

191 古民中町
192(7) 吉貶 中町
193 神田とと町3T目め（喪3町）
194 やげんぽり(;5研芯町）
195 志んさかな町（断名町）
196 志んさかな町（妍貧町）
197 お名

・
し中矛

198 任布（内后旺石）
199(8) 断!?i (内石新布）

芦201 
率断登m下之町（内屈祈応下町〉

下之町（内石新名下町〉
202 巧花下之町（内萩新花下町）
203 犀

名忘
り
砂

エ
町

町

福
l 

T目
204 丁目
205 T目
206 店
207 
208 
209 
210 
211 
212 
213 
214 
215 
216 
217 
218 

219 
220 
221 
222 

報一
225 
226 
227 疇228 

2
2

3
32 

1 

233 
234 
235 
236 
237 
238 
239 
240 
2(1 
242 
243 
244 
245 
246 
247 
248 
249 
250 
251 
252 
2S3 
254 
255 

256 
257 
258 
259 
260 

261 

芯砂町
妍オ木町 (iii材木町）
ふさやTかし (:Ii辰町）
ふさやTかし（葺皮町）
大!&T(大坂町）
大坂TC大坂l!I]')
大坂T(大坂町）
大坂T(大坂町）
大坂T(大坂町）
大坂T(大坂町）

さかいT(堺町）
さかいT 仲足かし 住苫町源圧たな（堺
町）

さかいT(堺町）
さかいT(堺町）
さかいT四たらしほ米lil (堺町）
さかいT(堺町）
ト�さかいTC堺町）

笑町
名;o'!lT(浜町）
いつみT(和泉町）
いつみT新E. (和え町）
至辺砂町角

つ迄：いかし（(ft鼈丙河岸）
遍つ徒いかし 翠）
選つ迂いかし（壼河迂）
通油町新這
本石町lT目
大伝只町2T目

小伝只町3T目慣T
小伝只町3T目
小伝只町1T目

日本名・ しひ只松町（平松町）
日杢本

整
揖
jヽ

J
\fヨ庶町

8 、635, 町
日本と安tt町
日本た西かし（西河序町）
日本松北さやT<北m 町）

小船町IT目（小舟町）
日本ね 西）111:i: (西河洋町）

茅湯T坂本（坂本町）
八T名
八T�

小田庶町
中名し上松T(中捻上松町）
中糧当慣町
中と当福町

茎匹茎庄lT目
町新沢（南伝只町）

京揖
京捻弓町
京揖弓町
京帽ti=; 町北襦T市兵街店

呑きや町（数寄屈町）
山王終じ（山王町）

加賀町

に淀名
I木村&屈

Jiii

吝八
丸圧
面蔦庄真久右面門

庄濯兵臼
紙而足冥兵臼
足袋圧苫石西門門
正月反市百左磁衛
名＝佐
祝庄庄次郎

1家日E太左西門
Tふ庄長十郎

秩父足半左衛門
伊安足モ左街門

詮三T会
巴

遅

杢

所ヽ.底
仁
•四吝F凹

四

た
左

郎

士
•だ登西左

●

隻"

門

" 

和全圧在次郎
近江E権兵面●
浚石久志
籾圧武兵面
中圧与四郎
中心八右西門

今圧びん大
こしや

竺太右
竪屋衛こ

門
兵

●
石●

心子�IJ左面門
罹兵西
中村区屈至三至郎竺八

門
l常陀
谷木緊Ii: 之助
大和平兵西

互登匹野
布
山

竪

臨圧
行

田
a宮

羽
"笠%三"

左

垣兵郎"
冨
缶" 

門

n 

住苫反平右衛門

笠.f源.t:[:i.圧圧翌
弥

だ年兵な
衛

八百反七J!ll次
仲圧兵右西門
仲反半七

漬水圧ー四郎
笠兵十郎
ー河圧半七
こ山安兵衛
和采屋芦））十郎
内田菜薔四内郎

,,,_
--.

_ <コ

苔！助
五郎

ひさの尽一
兵

モ
街

―右●衛門
赤金半
赤金圧半兵面●
古日
伊宍 面
＋ 

板
伊

上
2l" 

ふつと圧加兵衛
＝力郎
今す苫ハ
零日皮喜四郎
中川名四郎
村田治兵衛
中川次郎兵面
中/II� 兵街

1本目又次郎
本目甚内

只野庄后至喜十
池．日 面門
家＝ 勁兵街

I与三郎
志震圧応兵街
中JII加兵面
大エ作兵面
大工 石

石
兵街

刀圧 人
大工名右衛門
大工由兵衛

桶屈今左街門
釜合圧弥兵街

罰L 允／；積舟'?宝呆坊の江戸での校JJII坦形成と「立山に仰」のll@月(I)

1人数 花改1該当田郡区 A B D E F G 
II 湛豆区

11 注互区
II 浅工区
1 浅工区
1 沼文区�
1 沼工区
1 I 浅l!区
1 浅工区

1 浅立区
1 I浅五区

11 浅工区
1 浅立区
1 浅工区
1 浅五：区 1● I� 
1 浅立区
1 1浅?;!区
10 浅互区 0● 0● 0● 
゜ 浅口区

1 浅立区
゜ 浅立区 I 
， 神田区
I 日本捻区
1 京捻区
1 京捻区
I 不明

1 I 雨喪墨郡
1 四塁島郡
1 匹壼：C郡
1 南笠島郡
t 函畏：島郡

11 日本と区
I 日本捻 区 1● 
I 日本ね区
I I 日本捻区 I I 
＇ 日本

本
捻
捻
区

l 18 区 1● 
l 日本わ区

1 8本た区
1 8本ね区
1 8本ね区
I 日本襦 区

11 
旦旦

日本
一モ竺と竺

区
区

区

1 
1 
1 B本:�区 I 
， 日本捻区 1● 1● 

1 日本捻区 1● 1● 
1 日本揖区

1 日本襦区
1 日本捻区 1● 
1 1日本な区 I● 

11 日本捻区 I 
I 日本虞区 I 

1 日本曰区 I 
1 日本と区
I 

旦日本
咀

捻
区

区
1● 

1 I 1● 1● 
゜ B本名区 0● 0● 

1 日本区 1● 
1 日本揖区
1 B本捻区 1● 
， 日本楕区 1● 1● 

1 京襦区
1 京巴区
1 京

日
揖
本喰
区

区1 
1 日本捻区 1(l 11[) 
I 日本唸 区 I 

1 日本捻区 I 
I 日本構区 I 
I 日本玄揖揖区

1 日 区 I 
1 日本襦 区
1 日本わ区
1 京

京
捻襦区区1 

1 日本捻区
1 I 京は 区
1 

I茎京�捻
ほ区

区l 
1 I烹帽区
1 京松区
I 京ー

京
襦 揖・
区

区1 
1 京は区
1 京捻区
1 日本ほ区
1 京控区 1● 
I 京た区

45 



令:,i江 充/,'i前.'?宝呆坊の江戸
．
での択Jlll均形成と「立山仏仰」のMl財(II

�� 順
262 
263 
26ヽ
265 
266 

晶一
269 
270 
271 
272 
273 
274 
275 
276 
2
2

77 
78(3) 

279 
280 
281 
282 
283 
284 
285 
286 
287 
288 
289 
290 
291 
292 
293 
294 

2
2996 

5 

297 
298 
299 
300 
I J3Q02 J 

303 
304 
305 
306 

晶
3090-� 
310 
311 
312 
313 
314 
31図J)
316Q_� 
31707! 
3
3

1
1
8 
9 

320 
321 
3220ll 
323 
3240� 
325 
326 
327 
328 
329 
330 
3
3
3
32 

1 

333 
334 
335 
336 
337 
338 
3390,) 
340 
3410<) 
342 
343 
344 
345 
346 
347 
3,s 

349 
350 

46 

配礼地
加賀町
幸ぽ 菜町
謬揆 一 塁町
氾庄2町
霞圧2町
筵座2町
錢西2町
氾至2町
尾町石さや町4T目（数寄圧町）

木挽IIIJ'4丁目広小路
木挽町3町目
木挽町3T目
木懲�

I
町3T目 さ志や家内

小 さ町（ 木挽町）
木挽町3T目
木
木
挽
挽
町3T目
町田沼筏西足敗（上駐致）
木挽町ST!!!
木挽町2T目
木挽町2T目
木挽町6T目
木挽町7T目

足伍町
足岱町新辺

中石・ し おけ町（桶町）
尾玉町
尼缶町
尾缶町新道
—Tr., 名研沼

八T堀中 のな辺り
王地民邸墨leil!lB烈
四ツ谷越込

北JヽT堀岡；；；町
其八T名岡柘町

之ろくがい丁 之六月町新這 ー 而
之口

之．ロ

乏口
之口
之←―． ロ

之口
之口

乏者まつツ3T目（浜松町）
芝口
之口

予右面門町
吝右面門町3T目
苔右衛門町3T目
芝源助町
芝s月町
之�r:;殿やキハ

本之2T目
-8之たかのわ
之金杉さかみ祖うら門前
之金杉

芝金杉

乏初
金
it

巨
3丁目 西久保城山 之ふたは町(—

葉町）
之．高ヶ綸(i!'!i綸）
西久保四つじaJJiitlilT 呆:;;:�門前
西保四ツi:t江入(I!!!久保町） 元町3T目
之 本復石野寺
西保四ツ辻江入（西久保町） 元町3T目

大井村
大井村
大井村

北品川（北品Jll!li)
法囁そ門前
百品川大王宮門前
初巧；町2T目 芯前尺
御林町2T目 かや寺門茄
御林町2T目
己林町2T目
四！杯町4丁目
面林町4T目 神山市良左面門かど
四林町4T目 志やりE
御杯町ST目 かんや寺町
御林町6T目
御林町6T目
如ヰ町6T目
四林町6T目
匹林町6T!el
品Ill浜かわ（品）II浜川）
品川浜かわ（品JII浜Jill
品川浜かわ（品川浜/Ill

茅湯T坂本（坂本町）
茅場T坂本（坂本町）
神田お這けほT
四つや越

Iほ徒名
松本又兵街

口庄濱兵衛
桶庄清兵面
とこ山
な かつ

宕井忠助
ぬけ吉蔵
おわんEli四郎

大工利八
宕井源兵面
和呆庄利助

大—坂盃屋仁琴
兵衛 箆

大之庄源右衛門
冥兵函
紀伊口圧又七
在井妖十郎●
工日窃弥
河内圧八郎兵街
河内圧又左衛門
近江圧又七
＝河皮常右西門
�!?ii兵面
誓皮口(1字頑S"i)兵衛
箪圧石七
升E嘉右面門

1＇国
l

大

萩

ひ

大
工

な

坂
次

牢

太

E2

せ

年

郎

C�

ん

�

兵

郎之旦匹兵丞石． 

与九郎
云小弥太
藁心広
温圧 平野圧喜十郎
糸氏弥兵西
.Q羽圧な兵面
ふ るや万迂

提灯圧文兵面
宮やけ吝it
あひ平太夫
立足勁兵面
ひさし圧五郎兵石
万圧左兵街
万庄伊兵西
伊繁E平七

山紐圧一右衛門
伊安圧反右街門

がんぎつる圧-t-�
みの圧.防奥

兵
-右
衛

街
●

-門
大家
大工洒兵西
大反店兵面•

市船茨左西門
ー五郎
栄妬次郎右硲門

八
百姓�-長

ill
次郎

百le:治郎右面門
吉田又一郎
又古

越煎圧旦十＋次郎
米 右街門
神山市郎左街 門
甚八

大船店兵面
越前尺平＋（平右衛門）
吉田半兵街●
米反伝右匹面門
苫臼半兵
さかな反苫兵田

小池Z兵街
古田武兵街
五平治
五郎兵衛

中田半助
与七
伊匁巨六兵石
辻与九郎

人苫 花苫 該当口郡区 A B D E F G 
1 京や区

1 之区 10 
I 之区
I 京な区
l 京捻区

1 烹捻区
1 京捻区

1 京楼区
1 日本ほ区

1 京捻区 1● 10 10 
1 

匹京襦
．区

区1 
1 京や区
1 京楕区

1 京は区
I 京ば区 1● l● 
゜ 京揖区
l 京名区

1 京た区
1 京お区
1 

茎京
巴捻区

区1 1● 
1 烹と区
1 烹襦区
1 京已区

I 京松区
1 京は区
1 京襦区
1 烹揖区

l 京捻区
1 京巴区

I 四谷区
1 京楕区

I 京捻区
1 芝区
1 之区 I 

I 之区
1 之区
1 之．区
1 之区
1 之区
1 芝区
1 芝区

I 之区
1 茎区
1 子区

I 之区
゜ 之区
I 之区

1 之区
1 之区

1 之区
I 之区
I 之区
゜ 之区
゜ 之区

1 之区
1 芝区

1 之区
1 之区 1● 

1 之区
1 之区
゜

畠蜃§

I 1● 1● 
1 1● 
1 
1 
1 1● 

I 荏屎郡
1 荏悦郡 1● 1● 
1 荏屎郡

l 
荏荏

堡
屎邸郡1 

1 荏庇怠 1● 1● 
1 荏屈郡
1 荏玩郡 I 1● I 
1 荏反郡

I 荏庶郡 1● 1● 
I 荏灰郡 1● 1● 

10 荏匝郡 0● 0● 
1 荏匠郡
1 荏庶郡 1● 1● 

I 荏阪郡 1• 1● 
1 荏底郡 1● 1● 
I 荏玩郡 1• 1● 

1 日本宮区
1 日本揆区
1 神日区
1 四谷区



褐む扉i
351 
352 
353 
354 
355 
356 
357 
358 
359 
360 
361 
362 
363 
364 
365 
366 
357 
368 
369 
370 
3710� 
372 
373 
374 
375 
376 
37701) 
378 
379 
380 
381 
382 
383 

13
3

8
8

4 
5 

386 
387 
388 
389 
390 
391 
392 
393 
394 
395 
396 
397 
l98 
399 
400 

ヽ01
402 
403 
404 
405 
406 
407 
408 
409 
410 
411 
412 
413 
414 
415 
416 
417 
418 
419 
420 
421 
422 
423 
424 
425 
426 
427 
428 
429 
430 
431 
432 
433 
434 
435 
436 
437 
438 
439 

配礼地
四つや越

本郷
本祖
本郷本五つけ店

本
斉山いも坂
膏山キ込さかなたな（キ込谷店）
詈山キ込さかなたな（キ込な店）
膏山午込さかなたな（牛込名店）
つ山キ込さかなたな（キ込な店）
宍山こ坂
温鳩大神中坂
渇心大神中坂 ゆや
温島天神一姐町
渇島天神一 組町
牛込あいきや う いなり前
キ込さかな店（キ込名店）
牛込さかな店 た者こや （キ込名店）
キ込山ぷし町（キ込山伏町）
キ込名路町（キ込袋町）
キ込水透町
牛込通寺町

名虻i村
小島町やなぎ町

天さ院門前七軒町
松か いT新町（松賀町）
キ込水pJII (水沼町）
小石川ごたん春町Cllll皿窃l!l]')

おがわ町（小川町）
おがわ町いな里（小川町）
おがわ町（小川町）
安涵下や甦と甲
小石)II伝通霰前

� 極杢水
菜水

小石JII大蝶町
小石川大煤町
小石川大澤町

てんぽず いなりバー
穴八は前
高向高埠

高向忘場

芯高高
高

向
向
向
向

高
忘

高石�場場名-ヱ
下

下

町
町
町

高向高名下町石向忘場下町
ー百坂坦
ニ百坂屈 水P搭磨守筏御£致（松平顧済
の上圧甦）
穴八竺� 下P煤村
穴八 下戸域村
穴八心下戸澤村
穴八幡下p澤村
穴八幡下戸塚村
穴八幡下戸煤村
下P環村

四ツ谷法涵そ前
四ツ谷伝，E町1T目
四ツ谷伝豆町1T自
四ツ谷伝氏町1T目
四ツ谷ニ町1T目
四ツ谷こ町1T目
四ツ谷ニ町3TB
四ツ谷之町3T目
四ツ谷ニ町3T目
四ツ谷ニ町3T目
四ツ谷市谷七軒町
四ツ谷市谷七軒11!J
四ツ谷市谷七肝町下
四ツ谷市谷七軒町下
四ツ谷市谷七軒町下
四ツ谷市谷七ff町下
四ツ谷竹町
四ツ谷北いが町（伊費町）
四谷大天香云 町 府中町
四谷 町 府中町

貫井村
小金井村

四ツ谷内藤新花
四ツ谷内応flif.'i
四ツ谷内11ii断硲
四ツ谷内応新宿

内胚新石
内店21rm

内藤断m

内屈新花
内伍新宿
千田ヶ谷（千はヶ谷村）

I信従名
1辻又八郎戸-Jll!ll
辻：文 一郎
板船祖右面門

転

登

四

中

が
升田

数
,ti孫

圧ら半
� 四

右

郎末街古

門

五兵面
小林 市左面門
中井大治郎

玉川清治郎
五堅厄五左街門
松 七郎兵西
ー河El!ll兵街

便伊安-e.反圭伊
兵

兵面街
万圧仁兵衛

11
二1-:丸

中村

L'i.尺臨
八

平

四十郎

肋

豆
右
右

•

西
衛l"I門

1小采庄苔八

臨松平
面門

偏前勁：内兵八
万1i.襦十郎
万尺 深川いしハ源右石門
丸反平助●

在琴洒丸径圧野六林
左
ミ

兵
源右
門

街
反衛門

岡村オ平
四圧吝兵面

川芯尺勘右衛門
坂い圧た 七

木心圧喜兵衛
ー河I:a.源兵街
中,i;a;欠兵街
中 吉

又
苫兵函

左 右衛門

市右面門
右街門
街門

不能
兵衛

庄太夫
小 松氏仲右面門

岡田三水
聾応膏右衛門
無石；欠兵缶
久 四郎

勁甚右兵
函西門

万圧新兵街
圧

・
門

宕 兵l!li
il!i 門
云匠孫八
＝山圧小左衛門
誘山久兵街
松Ii�

半
兵衛

7州足伊左衛門
宕井•友七

疇大

冨

坂

圧

a

吝

_,

五

直

郎
古田庄喜兵街
ー田圧佐兵面
伊緊圧こう兵街

室村平七郎
千登
右
璽
西

太l!ll
＋ 門

面

cr亨三伊浜川河c全緊.筍�.. 

圧

,.

呼乏

M"--

兵

",,.
兵
曲

衛
衛

ー面11 

松区孫右街門
兵兵面
次兵面
姦助
右荻圧市右面門

福江 充／芦餅寺宝呆坊の江戸でのf\"I.JJI\.I'.; 形成と「立山i謹化 の）氏1ルj(I)

人数花改 該当臼郡区 A B D IE F G 
I 四谷区
l 本氾区
l 本l15区
1 本定区
1 本区
l 赤坂区
I キ込区 I 
1 キ込区
1 キ込区
1 キ込区
1 赤坂区
t 本郷区 I 
l 本定区
1 本お区 1• 1● 
1 本区
1 キ込区
1 キ込区 1● l● 
1 キ込区 1● 

1 キ込区
1 牛込区
1 キ込区 1● !CJ I 
1 キ込区
1 北棗g郡
1 不明

1 牛込区 1● 1● I 
1 深川区
゜ キ込区 0● 00 I 
I 小石JII区
1 神田区
1 神田区
l 神田区

11 不明 I 
1 小石JII区 1● ,.
1 小石Ill区 1● 1● 
1 小石川区 I 
1 小石川区
1 小c川区 1● 1● 
1 小っ川区 1● 
1 京は区
1 キ込区
1 キ込区
1 キ込区
1 午込区
1 キ込区 1● 
t 牛込区
I キ込区
1 キ込区
1 キ込区
1 ヽ9ヽ石川
l 小石JII

1 匹喪島r郡
1 函壼：島郡
1 函畏S郡
1 雨豊島郡 1● 1● 
1 百翌5ら郡 1● 
1 函喪塁郡 l● 
1 雨喪：島郡 1● 
1 四谷区
1 四谷区 10 10 
1 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
I 四谷区
1 四谷区 11● 1● 
1 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
I 四谷区 lll l● 
1 ll!!l谷区
1 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
1 北多ほ郡 I 
1 

甚覇豊：逗墨埜
郡I 1● 

I 函笠島郡
1 南豊島郡
I 函曼島郡 10 
I 函翌島郡 t● 
I 頁壼島郡 11● 
1 四壼塁郡 1● 
1 両豊島郡 1● 
1 雨笠島郡 1● 
1 斎曼g郡

47 
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48 

掲匹 配札地
“゜ 千日ヶ谷研反穀（千はヶ谷村）
ヽ41 芝日町4T目

442 之凸杉加たはらまち4丁目
443 なるこ
444 なるこ
445 なるこ
446 なるこ
447 なるこ
448(8) 虹布（内巨断む）
449 新む（内屈新応）
450(9) 断布下之町（内后新石下町）
451 なるこ
452 なるこ
453 あたご 山下（愛宕山下）
454 紀州四致之 内
455 外伝田
456 本夏
457 本
45的〇 本所口口(2字頑蕊） t;1町
459 あを山 ごんだわら町（斉山罹日底町）
4600ll 西保かじ（西久保町）
461 松平下廷守（松平忠刻）
462 松平下総守（松平忠刻）
463 松平下紀守（松平忠刻）
464 松平下認守（松平忠刻）
465 松平下£守（松平忠刻）
466 な いとび前守在四敷
467 。1) な いと飛而之守
468 麻布云敷町
4690U 麻；；；冠数町
470 

摩麻駐

●

●

布

石布如己匹元云皿曼甦鮫虹,.

町
町
町
町

471 
472 
473 
474 
475 麻渇六本木
47601) 内后尾前守御烈内
477 麻布"1JS町（麻布m土町）
478 □□ (2字it�)宮松町
479Q� 本所DO (2字:if笠）徒町
480 本所00(2字蘊翠）祖：町
481 宮田町（本所古田町）
482 
483 
484 
485 

苔

右
右
松
松
松
rn

面

石平 平
平

門
門

阿本
本
,繹
筏

●n
●
●鶴
四
守さき尺旦微•

い
い

敷整
の
の

U影員質千松丸） ●寡¢
486 守!:l!i這敷
487 守筏御歎
488 鉄砲澪舟松T(鉄砲洲船松町）
4
4

8
9

9 
0 

年鴫兵妬町
亀嶋 c=.島町）

I 4
49

92 
1 ；；麻嶋町角といやの前

；；足鱗町角といやの前
49l 大/II咲
494 ふか)Iiくまい町おふほり(Z:川熊井町大堀

） 
495 ふか川くまい町おふほり（深川荏井町大在

） 
496 :.:.m さか町（深川佐賀町）
497 今川町千代かし
498 酒辺大工町
499 あさ＜さ三妙寺
500 8本名3丁目
501 日本筏3丁目
502 8本揖3T自
503 B本3T目
504 日本襦3T目
505()() 比ら 松1111'(平 町町）
506 日本撲町

S07 日本襦町
508 かやば町 さか 本町（坂本町）
509 村松町2T目たばこ尺
510 かやば町（茅マほ町）
5
5
1
12 
1 声漣．がん志ま 霊底鴫）

蝙新道
513 松平運之助筏御下圧懃 広足滋念子前
514 日本本襦夏町
51勾〇 日 2町
516 日本!f:4町目 ー呑やのうら
517 宕餅町（宕倉町）
518 尾州町ふなきたな（尾伍町）
519 尾州町＝ ＋けんぽり新辺通り（尾缶町）
520 さな いこまつl!!T(左 内小松町）

信逗名
大工大助

中田）2小右街門
門上竪咬歴圧を右面

加 半兵衛
渾老圧茂 左街門

日 中窪左権衛
兵衛門中野圧

町 田足清兵石
伊安尽吉兵衛●

- —ゃ

太右西門 •
利左衛門
喧兵街
ひなた当安
かはた半兵面

板食平天大和瀑豆守
空 涌尾

松 宕井
松平 大和守 相呆

駒井吝 一 郎•
お くぽ左；；
大家藷兵石●

松平下総守
I家老： と日図そ
鳳圧奈太夫
白木一太夫

石田七兵街
遠山次兵衛
川名●
大坂反

市
右面門

川名伝右西門●
川名伊右衛門
小出伊ミ圧
呆
法采
法采妻いね

内石伝浚守
河名伝右衛門●
祖項圧

吝
に仁

三
ゃ
兵

郎
く函庄● 

こん 苫一郎
的デ

吝

神
か

小
山琴笠紐

ま
蝙序五庄
新

兵

郎

衛
三

助
左

郎面
兵

門

衛

東は弥助
桜木代 右西門 (!1須笈千松丸 家臣）
かかみの士与助
北村苫璽

伊ー河圧 左石門

竺寧互

松
中

→れ

庄丘沢,,,-

,

動

七

蔭

e

四

m兵喜

櫂

=

’

邸fi
面
兵呼

四

'° 蕊悶＂，， 

山圧半兵面

内田喜七
1与J"\

村大工田
澄

伊
J!l1
兵面

五兵面店
柳I�重右衛門
さかな反平兵西

泉圧氏右面門
万圧か七

瓢
下

田

金
坂

反
市

写
之

丞隻

清水た一
躙反ー重郎

坂本茂兵面
灰石宋木
安弥兵否
只やく重右衛門

田全反左七●
住：吉圧千肋
とくら圧喜兵硲
大工利八

� 辺円斉
家＝左七

人数 花数 該当OO郡区
1 阿豊怠郡
1 之区
1 之区

1 四谷区
1 四谷区

I 四谷区
1 四谷区
1 四谷区
゜ 南壼島郡

1 隅豊島郡
゜

匹四谷区
郡

1 
1 四谷区

11 之区
1 不明

I 匹町 区
1 之区
1 之区

t 本所区
1 赤坂区
゜ 之区

1 不明

1 不明

1 不明

1 不明

1 不明

I 不明

゜ 麻布区
1 麻布区
゜ 麻布区
I 麻布区
I 麻布区

1 麻布区
1 麻布区

1 麻布区
1 麻布区

t 麻布区
1 麻布区
1 不明

゜ 本所区
1 本：所区
1 本所区

1 本所区
1 不明

1 不明

I 不明
I 不明

1 不明

\ 京捻区
I 京控区
I 日本ほ区

1 克揖区
1 京嘘区

l 京襦区

1
1 深川区

1 深川区

I 深川区
1 深川区

1 �!II区
1 浅コ区

1 日本捻区
I 日本捻区

1 日本揖区
l 日本揖区

1 日本ね区
I 日本ぽ区

1 日本ね区
1 日本揖区

1 日本揖区
1 日本筏区
1 京襟区

1 京筏区
l 京筏区

1 麻布区
1 日本捻区

゜ 日本襦区
1 日本揖区
1 B云襦区

1 京揖区
1 京

日
襦

本揖
区

区1 
500 0 

A 

1● 
1• 
l● 

l● 

1● 

H● 

1● 

1● 

45 

8 D 

1● 
1● 

1● 

1● 

I●
1● 

1● 

1● 

1● 

1● 
1● 

1e 

92 4 

E 

I 

' 

F G 

1● l● 

1● 

1● 1● 

13 8 

凡例
本kは 、 史料c の本文を祁，＂こし、 その内'fj.をデータペ ー ス化したものである。さら：こは史料Cに閲Itされた全（，了徒の｀史料A· 史料B. 史料D

～史料Gに対する掲載の在無を示したものである. ;_団中，掲載駈のI.iii=! の丸で[l.llった沿りは阿 一 人物を示すものである。その�-、 同沿りは1.. 1 一 人
物を示す。（ ，；徒名の項目の「●」印は本文中において1;;1一 人物が兄られる悶台を示す．史料A· 史料B. 史料D~史料Gの禎目の「●」印は｀史
料Cに品された(,";徒がr.;1-名及びluJ一住所で史料A・史料B 、 史料D~史料cに見られる均合をぶす。史料A· 史料B 、 史料D~史料Gの項目の
「O」印は、史料Cに品された(c; 徒が代特わりや,1伝店で. r,,1-名であるが(l所はり'(なる．ぁるいは（七1所が 一致し姓やlが

―
;•も 一致するが代替わりや

転届で約iりがI'� なる坦台などを示す。



t社［ 充/,",'餅 r宝泉坊の江戸での校JJI;坦形成と泣：山（，；,仰Jの!1-�IJll 11 l 

第3表 史料D (文化11年）の内容

戸器麟町 T＇ 
I 

→ 和 小山供荏
釦 中兵
033 B窪面 若吉
034 

037 醤 旦百責
輿

l

�. ニ

.Q.38 I 翌'=F . : 

舞 絵呉戸：
041 ん

"042 い ：
-。i43 ! 日·ou _忠 ：
-045 
046 1 iJ?.'-� 
047 I 
048 崎
049 氣亨》ヽ ;, ; I 

072 I 
073 I 合こ075

誓.;せi

屯宝
076 2 T"EI 
077 
078を11T2T目

立目 ム・腐讀ic三三i
079 '£T 芦

脅

長 ： oao �ic 川 三互浚X I 
081 :f"せ）II夷石 1 
082 T 

白呵：
碍I)兵・

,083 1 
ム 市

085�- JI 戎T� 1
086庄二額 エtr;, I 

087 .,, 女 1
函 :.«I ャ 日

i

Ri四= 1 
089 :.«I -,, 臼 歪和毎ぷ ， 
書 1攣緊記戸

翡： 璽臼三］

心門 1分

戸
� 

仁

一未 文1疋 評国国国 (I虹目 冑＿＿＿＿一ー・l
20 

贔＿
3
[
5

戌年、内三反上ル

蒻藝玉
蒻二翌翌江ニ

頂
戌年上ル

国
器渚鮭知

雨

聾豆
百 、内三反上ル

ー一
ー

l-
ー-

菌 滑距戸
頭_＿＿―――jl

 

競
よル

Ff苺
、壱反上ル

”ル
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t反上

戸
面
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-
100-
100-
100

潜断

阻鱈
l改濾隅1

o
o

 

-
lo-
10
 

直

�
 

20 -
Oo-
Oo
 

＿ー一ー � 

枷―
200

ニゴ
2 I 

I I 
琴
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骨委桑四

-
lo-
20―
20

。1
0

-
2
2

I I 

聾墨竺＝

厨＝ご
芦

回断

靡翌＝＝

雨

i戌生王冗
9祈

i
]
I

―
20
＿

一

20―
20

100 
100' 
100 

雨

100 ―――――――
 

゜
ー」

10

塵庄

F1 麗二
� 

lす ＇ 芦

瓦

誓三
年上ル
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I� 釦躙 1.5!lnfm 

095 
た
汝

可"'11餌鵡ば更妊096 
097 
098 

芦100 
10 1 
102 
103 

104 
10S 
106 
107 
108 

109 
110 
111 

112 
113 
114 
115 
tt6 
1 17 
118 
119 
120 
121 
122 

123 
124 
125 
126 
127 

128 
129 
130 
131 
132 
133 

134 
135 

136 
137 
138 
139 

140 
141 
142 
143 
144 
145 

146 
147 
148 
149 

150 3巳叩II

151 

152 

153 
154 
155 

156 

157 ト州卜 •a(咀
11lll尺懃筏

閂159 

160 
161 
162 
163 

164 
165 
166 
167 
168 
169 

萎程I ヽ容虹{許1
1

晋亘1
17
70 

1 
172 
173 
174 

50 

f,I� 名 人コ

皿荘吝プ眈 1 
Jl.c...v·IJ↑コ l 

鬱
1 
｀ 

1 
1 

1 
I 

公
戸

田 a 1 
1 

'�、 田右面門 1 

コてz I 
王お 1 

．． l 
、ま；； 1 

その 1 
1 

)i�-=• 1 

圧久四郎 1 
: ..... , ヽ 1 

モキ六出 I 
；；；平六がl喜 1 

1 

~
＂

久
＇

泊悔
レ
ふ

只返
ゑ

純�匡 1 
I 
I 
1 

丸，ハ兵口 1 

ヌ暉祖m·魯 '""' 1 
... ; 1 

I坂）.： 2ザ訟1

置，9 売
：

器羹i 1 
l 

天売 1 
=-· 1 

U,.野

翡

ー
I

田
芍

百

口
1 

l"'F欠,Ht) l 

桑�s. さよ 2 
' l

金沢七邸a.3�字面惹5
1 

0口ロ( 1 
喜八

菰
0

丘布
(眉

1

"f-ぃj岱
キ
）

欠
ru和E.:.

1 

1 

P
' 3字欠即久右121 1 

＇一五．兵面ご I 

罪1 本r芸．妥双天 ・ 江 3
I 

百 田 七兵衛 1 

1長井

I <tJJi r'=' 

1筏
よすD ( 1 字誼蕊）

_, 

亘江登
1111u;,-,: 
ほ1のほ
�(

ー
エ,:::.,:n 石t

翡そ
、••
・.. 広』 母
“ 

｀ 
八
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，，，.流/\命

内― 

.... 
姿

姿
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23 2 2 
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反
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1 
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5 
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200 
200 
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100 
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I 
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嵩
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幅江 充／芦耕寺宝泉坊の江戸での択那均形成と「立山似仰」の展1/(J(!)

第4表 宝泉坊の新吉原の担那場を対象とした初穂集高帳（文政9年～安政元年）

菜金年月日I 和暦 果金額
'止 9 年 1826 3月20日 令2分2天と銭30 0文
政1 0年 1827 記載なし

-� 政11年 1828 記載なし
文政12年 1829 記戯なし
文政1 3年 1830 4月1 5日 ⇔ !>2分2未と銭300V
天 2 :'.i f. 1831 7月1 1日 � �2分2未と銭30 0又
天 3年 1832 冦長
天 4:-iE 1833 6月 9 日 �2分2朱
天 Si に 1834 4月28日 令2分2朱と銭1 0 0文
天 6 :c ... 1835 記戟なし
天保 7年 1836 全2分2朱と銭10 0文
天保 8年 1837 記載なし
天保 9 云＝ 1838) 記載なし
天tu Q:<; 1839 4月 7日 令2分2'ミと l O 0又
天tU 1 :.c: 1840 4月 3日 令2分2'ミと 100V 
天 , 1 2 ::c I 1841 4月1 1日 令2分2'ミと 1 0 0文
天 q 3:c 1842 4月20日 金2分2;Rと 1 0 0文
天 cl 4年 1843 記戯なし
弘：： 1 勾仁 1844 記載なし
弘化 2年 1845 2月24日 合2分2宋と銭1 0 0文
弘化 3年 1846 記 豆なし
弘化 4年 1847 記 Eなし
涵9 1'.i: � 1848 記 tなし
迄7<, 2'.c .. 1849 記 江なし
涵7'( 3� j:: 1850 記・ わなし
絡フK 4年 1851 3月2 7日 全200疋
妾うK 5� ... 1852 が200疋
器フK 6'.,c= 1853 �0 2 0 0疋
安政 1年 1854> 令200疋

51 
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第5表 史料F (天保10年）の内容

翌
I 
神

配

金礼谷玩3地
村0 02 

0 03 
古描稿葱核足B交

村
互 （古

m村）

喘一
0 06 細核村
0 07 大池村
0 08 大池中村

誓
"' 犀大池空芭．

・エ覆Z

価014 
015 
016 麻譴村
017 匹キ
018 麻編村
019 小:l!ll村

， � 
028 
029 入 沢村

03 0 入 沢村
031 入

入衷
沢

t-i

村
032 
033 宕村日村
034 宕村田村
0
0
3
3
5 
6 翌宕村

冠旦
日

五
村

037 和日村

038 和田村
0
04
3

0 
9 担

和
田寸
田寸

04 1 和田1
04 2 和日了
04 3 和E!3寸
0
0
4
4
4 
5 担和田村l 

I ＇ , 0
0
4
4 7 

6 
登和田村

04 8 襦川村
04 9 松井田石
05 0 松井日花
051 松井巴花

戴054 国匹茫旦ぼサ注追寸t 
055 人兄王t
056 人'"'
057 人l:IC'f
0
0
5
5

8 
9 紐邪売辛エ ’�ーり{ トと.-.磁墜�£1).1 060 

061 "'' .. — （上1l!部村）
062 黛宕寸
063 黒宕了
06 4 翼T
065 宣口り�
066 鷺宮寸
067 鵞で村
068 'II[宮干

喜BE下竺
亨

蛇
.t
村

L 

0 7 2 下
073 下 .�, 
074 下 登
0
0
0

7

7 7
7

5 
6 

亨氏市
村
ぢ

0
0
7
7

8 
9 屎氏

市
市
村
村

08 0 土さヰ
081 土屯村

082 

�ュ_;i:
土
_咄
ii:;

i::; ニ登互
村

083 
I , 0

0
8
84 5 
086 土ご村

087 土エキ
088 土

土竺i:::�芍
村089 

09 0 土塩村
091 土こ村

0
0
9
92 3 

嗜
増

田村

田村

I 1信兵彦徒左治ー面名

郎
・n

生和平血

市右召門

直坪証字忠
之

丞茂
太
宕訥

平兵匹

昼染巖三屯石左迅旦西冤記[t
f..'l

i ！

古云

貝八左衛座門

遠Mそ」三蚕
以

郎
蓋
下欠

IL
迫）

七右伍門
七郎右街門
作左五門
モ右面門

戸
衛門

庄一郎

甚平互太華大 3 

免知膠

直国症
涵

茎五心臼郎
面

•;.arn 

瓢五
源~太夫"" 

�(以下欠礼

竺
吝

太塁
郎

三兵（
王
以街下

皐欠投

△5屈旦一
五

芳郎郎
歪門

I r"i反
問だ
六一郎
お兄せ

i与兵衛
.-,,;,.,-. 

工吉

し澄
五郎右街門

乙次郎
I与市
I観音,;,;,
I久米次郎
＂［松
ー"'"＝"' 
万吉

平乙五右
頃街L門

伝喜空兵登田迂i

幸七
苔右面門

1宗ュ郎

麟助右缶百

庭怪清佐豆互右
．面否
面

街
門
門

峯lllJ
源伝腔

之
助

笠八
凸八

松留五八
郎

―吝祢―
太
太郎

太宮
米松
作次郎
名
五郎

王
謬

人数 m苫l 名 ＝
碩然該雰当丑〇因竺互

埜
竪匡竪

A 8 C D E G 
1 1 
1 
1 1 •こ・』.
1 

且信 草郡

1 
1 I 
1 1 
1 
1 I 信
1 

な�濃a筑郡1 1 
1 

信伍慧信＂
＂信

,.婁
漬

墨濃

濃

_

;

.田的m",,,
ー'
亙竺五

吋 ・

巫

百

巨慮腎
伯
担'n 竪尊
吐" 

1 
1 
1 
1 
1 
1 I 
1 

ru-,, 信"
,.,.
―""-名

1ら

.. !J'-―�濃

●

.― -m. m· • 門"

... 

竺竺,,..

竺

""竺可竺

... 

竺"ー霞I!.'!.".!I. .,,_ 
.!I. 
n " " 門

I 
1 1 
1 
1 
l 
1 l 
1 
1 信＇瀑 郡
1 1 信瀑 郡
l t •一 ー久邸
l 1 

信信．信
償
濃
濃

濃
薫曰

臼
O口
面

笙疾佐各
各

友久面

郡
郡

郡．． l 
1 
1 1 
1 1 
1 
1 I 
1 1 
1 
I 
I 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 1 
1 
1 
1 1 
1 11 
l 
I 1 
1 澤1 
1 ,_ 
I 1 
1 
I 

蹂1 1 
t ：野口甘
I 
1 
1 1 
1 
1 
I 
l 
1 1 
1 1 
1 I 
I 
1 
t 
1 
1 
1 1 
1 
1 
1 
1 
I ：ココ
1 

上

よ

'
よ 上

tー野登• 
訂

・
野
ー口。口国

田
堕旦坑確

謹
杢発丞

水

水
塁鵡郡聾

郡

1 
1 
1 1 
I I 
1 
1 I 

上上
ヱ

野野_団00
ロ蘊

硫確
泳
氷
氷
郡
郡
郡
．． 1 1 
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翌
�9＇' 蟷遭�f

田
田
田
し地村
村

村

―ー― ・

醤一

� 

"
" 

響戸9 芯遭旦●登笠村
1
1
1

00
0

2 

4 
3 I巨

増
丸旦勁

田
虫
村

10 5 増田村
10 6 水沼村
1 0 7 

瓢暑蘭, 
1
1
0
0

8 
9 

110 岩氷村｛宕�キ↑）
11 1 

国閃沢村1 1 2
11 3 ーノだ村 （三野倉村）
1 14 虐田 村
l 15 下ーノ合村（三野芹村）
116 石妬在
117 スxo:r.:
11B I#出笠

119 井出村
120 仝,,.,.. 

121 
罰郊田日

中
中呆 呆村村122 

1 23 1¢>� 拿
124 

豆刃"1.捻ii炉冦

村

与豆村
町喘

127 〇井村
128 下IIヽ室村
129 下小窒笠

村130 下小玄
131 八妬村
132 猫村

133 菰村
134 宮1!3村

構
宮田村

屁互臨村（社（澤呂木村）
氏之裳！村）

138 不�泊野村
139 下村

1
1
5
5

7 
8 歴石天木面

村

", "' ’" .. ’' ’ ' 瓢盟且
164 1本庄入口町
165 屎野郷午 ！（阪匝ノ

ノ芯芯村
村）

国王井
担村包 ） 

I 1
1

1 6
68 9 甲王井

由
包

＂゜ 王，井村

暑喘一
176 

昌喜
喘一

182 久保ヶ翫
183 屎島村
184 郡沼村
185 1 中奈只村
186 

瓢新

中

奈堀良束村 新
日:村

187 
\88 
\89 

l信装：名

嘉平．岳治西郎
及治郎

杏源造次座
郎

安兵面
再:tl!I―五亨郎

そ治郎

留勘孫
八
蔵治郎

闊摩
清兵街

庄

七-周-右治
西
郎

., 

杯元
次郎兵衛

響
庄左叩

か

I弥平澄
浪右衛門

翌
兵右士門

竺笙�賞に友・ー塗

右

o4宮左西r叫面衛

衛

玲J")門日

門

i 

兵

（

面

万五郎
）

冥云街
平八勘右衛門

ー室
茂
仲・互八

右
毬衛世門9 

伝六
十兵街

清庄
治
五

郎
郎

遵忠右
西
街

門r� 
I多吉

留
六

庄
郎吉太郎

左-· 面門

おさん
屈太
佐治（以下欠捐）
古五郎
囚治郎
伝六
軍治郎
峯治郎
利方街門
序太郎
コ太郎

因平ブし布..

喜兵臼

珪蚕吉
王
-;i
重屈互昼

郎
繹

小ひ郎

I�＃石面云匂ェ薔西"n I 

ー五郎
I平太郎

登稔治互座郎

丑筵千至冠哩歪

念迅
� 霞

半―ゴ立丘-荘'"'〖
源己
兵

政金吾竺右．吾知街B門

吝苔衛門
1嘉兵衛
l 忠右石門

幅江 充／芦り弁守宝泉坊の江戸での択那均形成と「立山伍仰Jの版IJIJIII

1人数1花故
11 

11 
11 

1 1 
L 
1 
l 
1 
l 
1 

1 
1 
1 I 
1 
1 
1 
1 
l 1 

1 
II 
11 

11 I 
11 1 

11 
11 1 

1 
1 
1 

1 
1 
1 
l 
1 1 
1 
1 
1 
l 
1 
1 
l 
l 
1 
1 
1 
1 
1 
1 1 
1 
1 
1 
1 

11 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 1 

11 I 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 

1 
l 
1 1 
1 
1 
1 
1 

1 
1 
1 1 
1 
1 
1 
I 
1 I 
I 
I 
1 
I 1 
I 1 
I 
l I 
＼ 
l 
l 
1 

名三

I 

I 

I 

A B C D E G 

上
上 郡

., らn

上野 ,,;p 
·:10\ 
-, アーネ函

＾叩

上よよ9'卜、野

野

野野登�m曰田m囚"旦．堕n,叶匹",ー巴e・"m
竪
径n 碍苔

よ
上

上
野
野
野笠

田

口茎ti:群墜
氏

.!!!;
度
_:q郡I!. 

よょ上",'"-登�訂・-Em●·"】豆四'"尊'
""

こ鴫
"

"
-'で郡� 祁郡郡＿

'" I 

I 

謬上
上
呑野

亘
田田

郡
郡
_, ヽ

上野
...t.HLII 

郡

上野区l

上上野野_tII日

上

上

I 

I 

I 

I 

不明
不明
..,...,, 

国芦II武武政�旦
Ciil

匹llil去大幡項
）Ii
里蘊翡遜郡郡t 

武蔵日口幡楼羅羅郡郡l 武元

弐武元蔵・日国竺幡．羅羅塁郡
I 
I 
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祐i江 充／芦餅寺宝呆坊の江戸での校那均形成と「立山に仰」の｝瓦iJfJ(JI

声旱f-W-192 ＿釦譴盲tli頑也
日

面畦芯m虫

信半迂次多郎
人数 石数 名王

註竺了ー祖,蚤一3"'"

匹

J
攀国t"'lll匹.覆覆lOlj J 1 ！ 

A B C ゜ E G 

1 
倒五郎 1 

1九右面門 l 
193 葛和田村 迄苫 1 
194 

翌§
a丘布 l 

晋一 そ兵面 1 
ビ磁打

菜母,,右街
B
門

1 
197 祖村 1 
198 -

B.3市右兵旦街江1 1 _, 梵
199 贔 1 
200 ... 

哀免名友左
五

登亜
郎
n 巴

1 

眉
201 ... 1 
202 

祖：保
土

嶋村
1 

203 :七 1 
204 川原村 ， 右衛門 1 羅
205 川原村

男丘
清

臨
浚

吉
郎

（
百（ 才面吉兵上衛）

1 
206 ；押切村 I 

饂

s塵

言一ー・・ロ
頚
ー,,_.」

207 

よ上下控押竺切丑互村

l 
208 字兵面 （ おた郎） l 
209 さ左ifjr, I 
210 下押切村 万吉 1 
2
21

ll 2 

ヱ疑樋控之蜘器口村蛋（碩酋ノロ豊村）

丑右{
・

門 1 
えII下；9「9 ？ 1 

213 彦太 1 
214 宝丹· 1 

匹翌
R
頑蔵四国国本

本大
塁叉里g2 

Z 
215 唸宿

ー竺；記に塗
m

右
ーな縄街門し

゜

216 ヤ田 村苫i;;, (佐谷田村か？） 1 
217 下村襦町 1 窓�-
218 B新日村 翌乙室次郎

l I .. ロ

喘一 匹甲新旦
日村

1 ヽ明
ヽ,.,・ 1 明

221 井川村 直吉 l t 
222 井川村 名公五郎 1 
223 井川村 市右衛門 1 
224 井川村 2吉 1 
zzs 1井川村 1;;; 兵街 1 
226 大戸村 l髯譲山重中

郎
哀茎旦

1 
227 

竪禍前
打
砂
川

在村
（
鯰
下

lli加珀) 打
1 

228 1 
229 1 1 

瀦一 楕川在下加納村 1 I 
戸田村 1 

232 
1: ヰ母韓翻｝

1 
233 金云 1 
2
2

3l4 S 囮号巨ぶ龍昔｝ 主

八

半左克
兵

衛歪面
門已

1 
1 

236 
翌潰
清

-水禾水
村
村
村
_..J

（

（
清

清
清

水
水
水
巧研巧再

田

田
社
村

村
〉と） 

1 
2
2

3
38 

7 弥五兵な 1 
茂左衛門 1 

239 清水 村 （清水妍田村） 紋四郎 1 
24 0 上＋茶村 太左衛門 1 I 
24 1 上＋条村 西音寺 1 
2
2

4
4

2 
3 

J:.+茶村

続

太兵右四
翌

衛
郎
門

L 

（万石面門）
1 

下十ス村 1 
24 4 下十茶村 l 
24 5 下十茶包

村
1 

24 6 下十Z

蒻歪胆●互,五如虐eff―醒c噌― 吾

1 
•ヽ

24 7 下十条村 l 
248 <fAH,-J 1 .1!,郡

1事1
2

2
2

4

5
5

9

2
1

● 

● 
ニ

江云戸臣疇上壱吐竺
之

印た百
゜ 谷区 0● 0● ， 1● :: — 

豆江戸口在元矢矢だ口村
渡辺円濱 1 1● 

LD＇ 平.ffi.1
左

墨
衛

右門� 1 ぽ郡

冬矢向村

1 11"1 
喜兵

街
1 

255 小食村 佐太郎 1 1 
256 

逹昔
I� 兵衛 1 

257 1清左衛門 1 
258 Iヽ言□苓

麟和土
助

郎 => 

1 
259 ハ倉村 1 
260 

函
加
加

渥瀬丑
村

1 
261 1 1 

喪爾頁醗
函
雙加
箪

潤
雌
慧濾渾●

●
笠
村
打円

H 

1 

臨源云旦 1 
264 1 
265 四郎 面庖店 t 
266 I金右' 『 1 1 
267 両加瀬． 中.,,,, ... 1 CMヨ.,
268 

豆翫加漏
五兵； 1 

269 心一 1 
270 

豆酋声
加
加
瀬滋五

村
芍

�. 門 1 
271 清吉 ＇ 

272 
這宍兵-a;略． I 

273 加瀬村 1 武
274 田村 区う岳丘致布

1 
27S 4[登all丑幻

1 1 " 

276 倉之助
1 LO 

277 田村の内赤右 伊兵面 1 

1
2
2
7
7

8 
9 

大ヨ根村
三筵吝至兵竺

登
面氾

n
i 

1 
鯰岡村 1 

蒻襦名i11111 
280 的岡村 1 
281 駒岡村 ..,,.. .. 1 
282 約岡村 · 太郎 1 I 
283 上益子ヶ谷村 五兵面：源冠） 1 

匹立口口登襦竪名：284 
堡太尾部

村
右西門 1 1 I 

28S 権六 1 武田襦白郡
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吏28 6 
歴をし地

蒻督28 7 
288 星大豆逼1',l大豆戸村）冒289 

293 神奈川新花
294 神奈JI国1新布295 神奈JI芦：渭一＇噸謹卑郎

299 
300 
301 

翠神奈
川
川

新新布布302 
303 

神神
神
奈奈奈

川
川
川
新新新

整
登布304 

305 
306 神奈川宿
307 石沢宿＇

喘一湮百T
滋・

疇村皮村310 

滞一
31 3 
314 
315 

謄
318 
319 
32 0 
321 

'
3
3
2
2 2
3 

32
32

4 
5 

3
3
3

2
2
2
7 
6 

8 
1I 
3
3
2
3
9 

0 
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332 
333 
334 
335 
336 
337 
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34 0 
34 1 
34 2 

檻
3
3
4
4
6 
7 

3
3
4
4
8 
9 

350 

嘩一
庸

356 
'I , 33

5
5
7 

8 

賛
＇平,.直ぶ,.,�

豊田本灌5村
豊田本郷村
鯰芯企 目

目 村
村

~〇目村
志""目村
南企 目 村
心～ 目 村
堕堕紐金旦互登

翌南紐金目
王村

t 

翌函
南

金金金旦目
目
ー互村

村
-· 

面函滋金目村

南金
目
目

包村
匹金 目 村
芭南含金旦

目
包

村
陶金目 村
雨金目村
矢名村中尾
矢名村云迄
矢名村．

村小平
南

内矢名 久保
14'全

名
互
村

平内久保
矢 平内久保

戸西小竺竹全町
名

謳皿
紐
久保

羽合我尾苔岸百
-= 
'ii 

村

竺
笠詞
竺我．岸村

I向
"'

怒旦田豆打
松田笠
金差島村

聾四=島
套村丑

卑庸ニ立ク91東比比栢必豆
村

山
豆

互
365 即愛豆
366 ぶ誓悦村
367 駒形村
368 塚阪村
369 塚庶F
370 塚印
371 府Ill
372 府川
373 府川
374 后川・
375 一ーせ虹堕呻．． 376 
377 ー性山村
378 一竹山村
379 ＝竹山村
38 0 久野村
3B1 久野村

信徒名
1平治郎

笠菟歴勝坦豆
兵
三漠

衛
酋
郎

門

栄盃
久左臼門

造至登1勘券造

筵

助

堡
郎
豆ー

七五郎
后五郎
玉伊淫

助

型

兒之助

隣治郎
坦
吉

五右衛門
荏西旦村

蚕源臨八郎

郷
,・'，

底ゃ面

"

門

" 

次太夫
一郎 兵西
佐五左衛門
文福左方街衛門門
平四ヨ

卜金誌兵面（
（友右衛門）
新 右街門）

i元右 衛門
兵平

左互．西西iJ'巴j_ 屡吝芍門

三
住＝

生久

＝
郎
祖印

蕊
左

衛登

兵
"'�

衛
門門

": -仙七げ且

之

右蓋
助）薔9一"一' 

翌太郎
兵街左 衛門

茎
平

八
四三兵郎
郎

郎

衛
右
兵街衛←

→ 門
与一 兵面
市左街薔門内増右

（t伊享平
兵
冶百） 八

彦左三旦郎 迂!

半云

溌I仙吾治菩郎
歪門

1［慢
I松
裳霞
左

蔵右伊登面門蔵r, 

匪芦吝至
右

五
雨
右

衛
面

門,ユ(
（

清勝四五
五
郎郎逢）） ） 

因頃右星七瑾萎（右源右衛衛門門（弥
）

太l!ll)I 

戸吝
早
吝西丙

I幸内
I広古

I I1 与佐兵利杢

右

右

兵

且j登

衛

竺
吐

�門9 
（ 笠五郎）

清右西門（清五郎）

（究兵街）誓如口
肋9

姪延ダ;:;;-豆亙面
右

也
面

門」
門

（且弥三 右衛L門）
金右街門
利八（水右面門）
箪右街門

小左衛門
伝兵街

幅江 充／芦柚寺宝呆坊の江戸での村：！那均形成と「立山に仰」のJJ{IJり(I)
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1 
I 
I 1 

冒cw_. 

1 1 
1 
1 I I 
1 1 

11 "'"'' 
11 
11 

登t

11 
1 
l 
1 I 
1 I 
l 
1 
1 
l 
1 
l 
l 相
1 

冒
1 
l 
1 1 
1 
1 

11 1 
11 

1 

相

相

諷祖囀登預撲-国
田
a国=碑本大大�住住佳,.1 3 I t • 

1 
1 
1 
1 
1 

田

云天天
大

jtili
住

廷

伍玩郡郡1 I I 
1 
1 
1 
l 

1 
1 
1 

1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
l 

1 
1 
1 
1 I 

1 
1 1 
1 
L 
l 
l 
r 

1 
11 

ll 
II 

1 
1 
1 

11 
1 
l 
l 1 
1 
l 
I 1 
I I 
l 
I 
I 
l 
l 1 
l 

11 
t 

I 
1 
I 
1 
I 相項国足柄....
l 

担担
相
環
摂

慣
旦国
国
足
足

足
括
柄
柄

よ下
下
埜郡

郡
．． I 1 
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�.ji.[ 充／芦炉，尼i:.泉坊の江戸でのi':"IJJI,坦形成と「<L山fc; 仰」のI鼓I)り(I)

褐訟履
翡屑 信造名 人改 lli数 名= B C D E G 

382 ,"1. 街門 I 
383 久野村 帝与五郎呑左面面門門

1 
38ヽ

各冬紐

秤

久
如

野野

•
"'且笠打

な

t 
JSS I与兵面（況八） 1 
386 =右面門(� 八） 1 
387 八左西門 1 
388 平冦八ほr,遵D 1 
389 1 
390 北冗村 三ヤ 1 
39 1 下久野村 オ兵a 1 
392 久野村 立次左

琴街衛n l 
393 登豆 1 
39 4 -�· 紋砿 1 
395 ハ田阪須店町

茫藝羅『次旦
丑艮

尽

治圧冬郎
久
'A紐政米<!i＿ 古

1 1 
396 コ)11f{i'i町（中花町） 1 
397 阿m l 
398 一町日町 1 
399 

!!!_出山

志
.3:;三王旦細亙

日
迂

豆

村I 

＝兵衛 1 
400 3己 1 
401 山己 1 
402 

装亙,源:tt辺左�歪ロ一面門 1 
403 古村 1 

犀
40 4  

璽伍柔村

1 
I 

仙右街門 1 
407 

登源至左M面門
I 

408 応：田村 1 
409 

翌:i'S
吝

匂打
ヽIヽ八 l 1 

410 

鸞
石助

匹）
1 

4
41

1 
12 口前府

川
ヱ
村

村 1 
l 

413 前川村 1 
4
4
1
1

4 
5 卯渇且日

庄村i 1 

彗
1 1 

4
41 7 
16 滉潮旦

田
豆村 1 1 

六窮右兵立街
1 

4
4
1
1
8 
9 

鴻日村 1 
頑田村

,,;,
亨文

忠
,.,_,, , 兵
兵

盆

匹登面" 

1 
42 0 湿日村 1 
4
4
4
4

2
2
2
2 4  

2 
3 

1 涵田村 1 
涵ヽ..田村 1 

罪
1 
1 

4
4
2
2
5 
6 

濶湖ー日村

豆一そ
太
与七
右
兵
J!i

—

面衛―!l 

門

1 
田村 1 

42 7 濶田村 1 

唱一 褐汲 日村 1 
日村

太
兵哀面面

1 
430 湖田村 1=1-;M., 1 
431 潟l日村 1 
432 1 

I ： :: 
直器晒旦

9

紐

浅

匹ら
亨

翌面屯

＂

冦
谷戸

号合
断町
年

祖祠

H

軍色

O 

ふその圧応忠兵
七

面 ゜ 0● 0
0
1

● 
● 
● 閾斉 ゜ 0● 

2T目 1 
樋三升木松圧潰渾

助
狂屈庄致之 内持云尼御取;;,; ー而 1 

旦浚浅浅豆杢豆コ捻
区

区
区

旦― 久＝ 郎 l 
T目1

1：匝伊ふ雹u痘木沿旦昼再芸…

� 

之杢

霞

品右
冬兵

＿

葎

咤「，＂ 

1 1● 
I 

4 40 浅豆飼部川町 1 望竺；区 1● 
4
4
4
4 2 
1 

塗下谷豆坂町
1 濱コ区
1 下浅谷立区

区 :� 二4 43 浅互並木町 1 
4ヽ 4 浅豆阿部川町 1 浅立区

4ヽ5 一畷認北 佐屈心助 1 下
8

日
谷

至
本ね揖

区

豆区
4 46 

亨竺1堺冤町亘
町壱T目 1 

1I 
4
4
4
4
7 
8 

丁目 1 
1 日 環区

4 49 ���•2T目 I 8 蒼�·� 1
1
● 
● 450 ヽ lヽl!ll!!J2T目 1 8 歪区

45 1 ー木町�,目 l 8 -·�
452 ロ湯町玉師前 1 ヽ ヽ 区 1● 

ヽ53
菱百渇茅埠｝口9

1 

量
45 4 I 
455 四妥 !!IT 1 1● 1● 
456 一 . ロ 1 
457 心大冨.. 峰 1 lCJ -
458 /1. 

呈丸Iえ
一苓弥岳苫谷 1 

璽
459 2T目 I ,. 

t60 2T目 竺下
巳野哀反翌全豆云

1 
461 2T目 1 
462 2T目 1 

璽烹凜区
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本却之 ． 史料Fの本文を解 ，泣し 、 その内容をデータペ ー ス化したものである。さらには史料Fに掲載された全に徒の． 史料A~史料D、 史料E・史
料Gに対する掲載の存無を示したものであなK中 、 批1戊順の珀目の丸で囲った,'f,f}はr,;J一人物を示すものである。その院、 阿汚りは同一人物を示す．
仏徒名の項目の「●：印は本文中において,.,]一人物が見られる均合を示す．史料A~史料D. 史料E· 史料Gの珀目の·り印は． 史料Fに品された
{,; 徒がIn! 一名及乙q,,]ー（却所で史料A~史料D、 史料E· 史料Gに見られる坦台を示す。史料A~史料D 、 史料E・史料Gの瑣日の「O」印は、 史料F
に ，氾された（， ：徒が代枯わりや•!1,:/』で. lnJ-名であるが（主J所はり＇しなる．ぁるいは（主1所が一致し姓や1せりも 一致するが代特わりや転Iiで名前が汎なる均合
などをぷす。



第6表 宝泉坊の江戸の檀那場を対象とした初穂集高帳（天保13年～弘化4年）
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第7表 宝泉坊の江戸の檀那場における地域別信徒数の時期的変遷と信徒総数に対する屋号保持信徒の割合

廻檀地域 史料A享保期 史料B享保期 史料c 宝暦期 史料E文政9年 史料F天保ID年 史料G嘉永6年 慶応2年檀那帳

麹町 ゜ ゜ 2 14⑤ 30⑤ 33 

神田 16③ 28④ 22 7 8 15 

日本橋 27② 45② 61② 22③ 42③ 44④

京橋 13⑤ 31③ 61② 47② 30⑤ 41⑤

浅草 38(新吉原18)① 91①（新吉原51) 138①（新吉原100) 40 (新吉原のみ） 49①（新吉原38) 60①（新吉原35) 73②（新吉原39)

下谷 11 19⑤ 17 11 17 16 

本郷 4 ， ， 3 8 16 

小石川 13⑤ 15 ， 5 12 24 

牛込 16③ 8 22 ， 24 31 

四谷 ， 12 30⑤ 10 12 15 

赤坂 ゜ ゜ 3 6 ， 10 

麻布 2 2 10 4 3 ゜

芝 2 ， 33④ 22③ 38④ 52③

本所 8 14 8 2 16 40 

深川 5 7 6 7 50② 75① 

該当地域不明 ゜ 10 ゜ ゜ ゜ 8 8 

御府内の信徒総数 164 300 431 40 218 367 493 

屋号を持つ商人 132 223 284 133 169 250 

信徒総数に対する割合 約80. 5% 約74. 3% 約65. 9% 約61% 約46% 約50. 7 
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JWJ 
本衣は、 宝泉坊の江戸の1切那用の状況を示す． 史HA~史!IC 、 史!IE~史NG. 及び庖応2年の1切那CHを対象とし ． それぞれの史料において、 地

域別に、 犀号をf\\持する（月徒の人数を内き上げたものであなさらにITTl/.1内の信徒稔故と吊号を保持する ra徒0)人数を心さ上げ、 その割合を示した．
各史Hに対して、 それぞれtit列に付された①~® の笛サは、 松号保1寺（汀徒の人数が多い地J文を、 多い1頂にホしている。



糾江 充／芦餅寺宝泉坊の江戸での依JJil均形成と「立山｛り仰」の1展1月11)

写真1の①：史料A「使用宿坊家・成立年未記戟の担那娠」
（芦絣寺旧宝泉坊所蔵）
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糾江 允/j','�弁寺‘ぷ泉坊の江戸での択那囚形成と「立山に仰」の｝氏I}り(11
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幅江 充／；湘．匹謀坊の江戸での机那均形成と「立山伍仰」のI及IJIJ(II
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大灌頂法会勧進記」（芦哄寺 9 日宝泉坊所蔵）
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1i,i江 充／芦薪寺宝泉坊の江戸での校那均形成と「立山信仰」の）及IJI.J (I) 
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糾江 充／芦餅寺宝泉坊の江戸での校那均形成と「立山仏仰」のill俎(1)
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幅江 允/P*弁.f宝泉坊の江戸での校那均形成と「立山伝仰」のJ底Iiり(!)
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